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ウソつきより愛をこめて










彼女の秘密と痛み




「え、それ本当？」

「ほんとほんと！　だって今朝、二歳くらいの女の子連れて、下の託児所に預けてたもん」

「だって店長って結婚してないよね？　確かまだ二十三歳でしょ？　あの歳でシングルマザーとか、超意外なんだけど！」

　高校を卒業してすぐに十八歳でアパレル業界に入った私は、女性がその割合を多く占めるこの職場で常々思う。女はいくつになっても、噂うわさ話の大好きな生き物であると。

「……ねぇ、ゆりちゃーん、遅おそ番ばんの子に引き継ぎ終わったら、早く一番行こうね？」

「わっ、結ゆう城き店長！　いつからいたんですか……。ていうか、あの、今の話……」

　噂の張本人である私が登場した途端に、バイトの大学生たちが興きょう味み津しん々しんの目を向けてくる。

「話って、なんのことかな？」

　それを鉄壁の笑顔でブロックした。

「あ……い、いえ。なんでもないですっ！　じゃあ私、これから一番もらいますねぇ」

　一番とは昼休憩の意味で、お客様への配慮から従業員同士にしかわからない隠語だ。

　私は焦あせって立ち去る彼女の背中を見つめながら、ひとり小さなため息をついていた。

　結城エリカ、二十三歳。

　緩く巻かれた長い髪とガーリーな猫目メイク。十一月も後半に入り本格的に肌寒くなってきたので、ケーブルニットのワンピースと足元にミドルヒールのショートブーティを身につけている。見た目は甘めの可愛い格好をしているけど、中身は大おお雑ざっ把ぱで掃除とか料理は苦手だし、女らしさの欠片かけらもない。

　関連ブランドを含め、全国に二百店舗を展開する国内大手のアパレル企業に採用されてから、今年でもう五年目。もともとは東京の店舗で販売員をしていたけれど、二年前、自ら志願して地元仙台の新店に異動し、半年前にようやく実績が認められて店長に昇格した。

「……あのぉー、結城店長」

「何？」

「来週の土曜日、あたし遅番なんですけどぉ、急に予定が入っちゃって……。お休みいただいてもよろしいですかぁ？」

　もうひとりの大学生、美み穂ほちゃんが、クリクリと大きい目で見つめてくる。

　……ってかデートだろ、どーせ。

　彼女は必要以上に声が大きいから、最近彼氏ができたって話は休憩室から筒抜けだった。

「いいよ。私がフル番で入るから」

「わぁい。ありがとうございますぅ」

　こうして私は十二時間労働を余よ儀ぎなくされて、来週の土曜日は丸一日潰れることが確定する。ふざけんなと説教したい気持ちを抑えて、私は表面上の笑顔を繕つくろっていた。

　生活がかかっている社員とは違って、彼女たち学生に失うものは何もない。

　いづらくなれば、無断欠勤どころか、それきり出勤してこない場合もある。

　私を含めた正社員の販売員がふたり。長期のパートと短期のバイトが五名で、従業員数は合わせてたったの七名。早番と遅番の二交代制で売り場を回しているが、バイトの学生は基本的に週末か夜しか入れないため、平日の人員はカツカツの状態だ。

　ただでさえ人手が足りないのにいきなり辞められたら、店長としてはたまったものじゃない。

　こんなことを繰り返していたらストレスが溜まる一方だけど、面接して一から教育し直す労力に比べたら、どうってことないと思う。

　カウンターのパソコンと睨にらめっこしながら売れ筋商品をチェックしていたら、無意識にため息が出た。

　通常は売上データに基づいて、売れた分だけ自動発注がかけられるけど、売れ筋の商品は補充が追いつかないから、品番ごとに足りない数量を予測して打ちこんでおかないといけない。地味で目立たない作業であるにもかかわらず、誤発注や過剰発注の恐れがあるため、この作業は正社員しか担当することができないのだ。これを欠かすと、人気商品はたちどころにサイズやカラーが欠品してしまう。

　徹底した在庫管理のもと、接客の合間を縫ぬって、膨大な作業を淡々とこなしていく。

　そんな私の努力の甲か斐いあって、この店舗は今や南東北ゾーンで一番の売上を誇っている。でも……正直喜んでばかりもいられない。

　駅と隣接したファッションビルの三階。

　トレンドミックスフロアと呼ばれるこの場所には、ファッションやコスメ、アクセサリーなどのレディースカジュアルに関連するブランドが、およそ二十店舗軒を連ねている。競合テナントだらけのこの場所は、言わばレディースファッション業界の激戦区。

　大事なことは売上を維持し、少しずつでも確実に伸ばしていくことだ。販売成績が下がってしまえば、本部で管理している店舗のランクも落とされて、売れ筋商品の配分も減らされてしまう。

　商品のない店に、客はやって来ない。そうなってしまったら、あとは閉店への道を辿るしかなくなってしまうのだ。

「……げ……っ」

　パソコンを操作していると、ちょうど本社の販売促進部から通達メールを受信した。

　どうやら十二月から、東北地区担当のマネージャーをひとりヘルプとして、うちの店に派遣するらしい。十二月までまだ一週間以上あるけど、この文面を見る限りは強制だ。

　ぶっちゃけクリスマスや年末に向けて忙しくなるこれからの時期に、使える社員が来てくれたら、めちゃくちゃありがたい。

　でも、私は今のメンバーで乗りきれるから必要ないと、間を置かずに返信した。

　去年と同じ態勢でも今年の売上は落ちていないのだから、文句は言わせない。だって……もし来るのが〝あの人〟なら、絶対に会いたくない。

　彼が関東地区から東北地区のマネージャーに変わったことを、私は先月の社内報で知った。こうやって会うのを先延ばしにしても、いつか必ずここへ視察にやってくるだろう。




　――彼に溺おぼれてしまったのは、私が二十歳の頃だった。

　生まれて初めての彼氏。キスしたのも身体を重ねたのも、何から何まで全部初めてだった。

　でも自分が思い描いていた恋愛と現実は違い、会えばすぐ身体を求められて、寝ても覚めてもそういうのばっかりでだんだん不安が募っていった。

　外でデートなんて数えるほどしかしたことがない。一年間付き合っていたけど、好きって言われたことすら一度もなくて。

　……あの時に受けた心の傷は、未だにふさがる気配がない。おかげであれ以来、誰に恋することも、付き合うこともなかった。

　恋なんてもう、一生できないと思う。




　結局、今日は商品整理が長引いたせいで、仕事を終えたのは閉店時間の二十一時を一時間も過ぎてからだった。

　エレベーターから足早に降りた私は、駅ビルの地下一階にある職員専用の託児所へと一直線に向かっていく。

「あ、寧ね々ねちゃん。来たよ」

「……ママァッ！」

「遅くなってごめんねー、寧々。ちゃんといい子にしてた？」

「泣かずにいい子で待ってたよ、ねーっ？」

「ねーっ！」

　寧々がエクボを作りながら、指でほっぺをつつく先生に笑顔を向ける。

　こちらに背を向けて先生と話す寧々を後ろから思いっきり抱きしめてあげたら、子供特有の優しく柔らかい香りがして、疲れが吹き飛んだ気がした。

「由ゆう子こ、悪いけど来月からはもっと遅くなるかもしれない」

「いいよいいよ。気にしないで。クリスマスの後もすぐに年末商戦が続くもんねぇ」

　ここで保育士をしている由子は、実は高校の同級生。そのよしみで急なお願いでも快く対応してくれるから、本当に助かっている。

「しかし大変だねぇ、その歳で二歳の女の子のママやってるなんて」

「……あー……まあ、そうだねー」

「驚いたよ！　五年ぶりの再会だと思ったら、子供連れてるんだもん」

　由子の話に私はひたすら苦笑いを浮かべる。

　実は私の子じゃないなんて言ったら、やっぱり驚くよね……。でも今さら言いだしにくいし、こうなった経緯を説明するのも、なんだか気が引ける。

　寧々は嬉しそうに手を伸ばし、小さな手で私の手をしっかりと握りしめてきた。

　私と寧々の血は一応繋つながっているから、他人ではない。そして寧々は、ここにいる私を自分のママだと思いこんでいる。だって……まだたったの二歳。顔が全く同じなら、ママと私の判別なんてつくはずがない。

　本当の母親は、私の双子の妹であるマリカだ。つまり寧々と私の本当の関係は、姪めいと叔お母ばってことになる。

　真っ白で陶器みたいな肌に、長くて艶つややかな栗色の髪。つぶらで大きい茶色の瞳に、ぷっくりと潤んだ赤い唇くちびる。こんなにもマリカにそっくりなのだから、寧々は当然のことながら私にも似ている。

　寧々と仲良く手を繋いで『きらきら星』を歌いながら、駅から徒歩十五分ほどのところにある私のマンションに向かう。




　＊　＊　＊




　――事の起こりは、二日前の夜のことだった。

　深夜一時過ぎに突然私の自宅を訪ねてきたのは、数年ぶりに顔を合わせる妹のマリカで。その細く頼りない腕に、ぐっすりと眠る寧々を大事そうに抱きかかえていた。

「……え？　どうしたの、急に」

　驚いている私の前でマリカは何も言おうとはせず、大きな瞳を涙で潤ませているだけ。

　とりあえず寧々をベッドに寝かせた私は、温かいココアを入れてマリカの様子が落ち着くのを待っていた。

　マリカは今から三年前の二十歳の時に寧々を妊娠し、その時の相手と共に突然姿を消した。後から知ったけど、考え方の古いうちの両親が若いふたりの結婚に猛反対し、あろうことかお腹の子供を養子に出そうとしたからだ。

　私はマリカと密かに連絡をとっていたけれど、住んでいる場所は絶対に教えてくれなくて。実物の寧々を見たのは、この時が初めてだった。

「てか何これ。天使？　めっちゃ可愛いんだけど……」

「……でしょ？」

「ほらこの口半開きにしたままの寝顔なんて、完全に小さい頃のマリカじゃん！　恐ろしいね～、遺伝子の力ってのは」

　三年ぶりの再会だというのに、気まずさなんて微み塵じんも感じない。

　以前と全く同じ調子で喋しゃべり続ける私を、マリカが目を丸くしながら見つめている。

「エリカは……相変わらずだね」

「私はもともと、マリカみたいに女の子らしい性格じゃないから」

「……そだね」

　強こわばっていた表情は和らぎ、マリカの頬ほおを濡ぬらし続けていた涙は、いつの間にか止まっていた。

「否定しろよ。薄情な妹め」

「ごめん、ね……」

　やっと笑顔を見せてくれたマリカだけど、どこか無理して笑っているように思える。

「本当にごめん、エリカ」

「いいよ別に。こうして会いに来てくれたんだから」

　唇を引き結んで真剣な表情を作った彼女は、私に会いに来た理由をゆっくりと語り始めた。

「今日は、お願いがあって……ここに来たの」

「何？」

「寧々を……寧々を一ヵ月だけ、ここで預かってほしいの」

「……え」

　驚いて言葉を失った私は、口を開けたままマリカの顔を凝視する。

「私ひとりで、乗り越えなくちゃいけないことがあるんだ。……わけあって寧々は、連れていけないから」

　苦しげに視線を下げたマリカの長いまつげは、わずかに震えていた。

　こんなに可愛い子供と離れて暮らすなんて、私が母親だったらきっと耐えられない。でもマリカは昔から、自分がこうだと決めたら誰の言うことも聞かない性格で。あんなに大好きだった旦だん那なさんの名前を出さず、〝ひとり〟と言っているのだから、多分相当な事情があるのだろう。

「寧々ちゃんの前で、あんたのフリしろってこと？」

「そ、そう……っ」

　自分に言い聞かせるように何度も頷うなずいたマリカ。

「ごめ……、ほんと私……勝手だけど……」

　もともと服や化粧の嗜し好こうが同じだった私たちは、長い間会っていなかったのに、髪型も雰囲気も鏡で映したように瓜ふたつだ。

　双子っていうのは、本当に不思議なものだと思う。マリカの得体の知れない悲しみまで、どんどん私の心の中に流れこんでくるのだから。

「いいよ」

「……えっ？」

　あまりにもあっさりと了承した私に、マリカが驚きの声をあげる。

「子育てなんてしたことないし、全く自信ないけど。まぁなんとかする」

「……エリ――」

「一ヵ月後、ちゃんと迎えに来るんでしょう？」

　こんな簡単に承諾されると思っていなかったのか、マリカは不安げに私のことを見つめ返していた。

「あの、エリカ……」

「何？　寧々ちゃんの口調が悪くなっても、私のせいにしないでね」

「違くて……あの、理由とか、聞かないの？」

「そんなの聞いたって、私は未婚だし当事者じゃないんだから、いいアドバイスなんてできるわけないじゃん。私はマリカが困ってたら助ける。……それだけ」

　あっけらかんとそう言いきる私に、マリカの瞳は再び涙で潤んでいく。

「エリカ～っ」

「泣き虫」

　すがるように抱きついてきたマリカを、私は当たり前のように手を広げ、迎え入れていた。

　お腹の中にいた時から、ずっと一心同体の私たち。世界中が敵になっても、私だけは愛いとしい片割れの味方でいてあげるんだ。




　翌朝、目覚めた寧々ちゃんは、最初ここがどこだかわからなくて、少しだけ不安そうな顔をしていた。

　現れた私をじっと見つめるつぶらな瞳。

　バレるわけないと思っていても、最初に何を言われるかと少しだけ不安だった。

「ママ……？」

「おはよう寧々。今日からしばらく、ママとここで暮らそうね」

　微ほほ笑えみかけた私の言葉に、寧々は素直にこくんと頷く。

　その姿がどこかいじらしくて、私は思わず小さな身体を抱きしめていた。

　マリカの代わりに、私が寧々を守る。

　……今日から私が、寧々の母親になってあげるから。




　＊　＊　＊




「ママッ！　ねぇママッ！」

「あ、ごめん。えーと、どこまで歌ったっけ？」

「……みってっるーっ」

「ああ、見ーてーるー、ね」

　仕事を終えた帰り道で、寧々は必ず私にお気に入りの歌をせがんでくる。まだ単語しか話せない寧々は、たどたどしく私に意思を伝えていた。

　そうこうしているうちにやっと見えてきたのは、五階建てマンションのエントランス。

　その時、着信音が鳴り、私はコートのポケットからスマホを取り出していた。

『遅ーい』

「ごめんごめん。最後なかなかお客さんが引かなくてさ。もうマンションの下まで来たよ」

『わかった。ご飯温めとくね』

　電話を切ると同時に自動ドアが開いて、中の暖かい空気が流れこむ。その瞬間爽やかな香りがして、私は胸を締めつけられるような切なさを思い出していた。

　この香水は……。

　同時に今日のメールの件を思い出して、眉間に皺しわが寄る。

　忙しくて返信の確認ができなかったけど、ヘルプの話はどうなっただろう……。まぁ納得されなくても、来なくていいって食い下がるつもりだ。

　急に黙りこんでしまった私を、寧々が心配そうに見上げている。

　私は強ばらせていた表情をすぐに緩めて、寧々の頭を優しく撫なでた。




「きゃーっ！　美み月つきすごいじゃんっ！　天才!!」

　リビングのダイニングテーブルの上に並んだ料理に、私と寧々の目がキラキラと輝く。

「オムライスでいいんだよね？　寧々ちゃんの好物」

　キッチンのカウンターの中から顔を出す美月に、私は思いっきり親指を立てながら何度も頷いていた。

　寧々の好物は、マリカからしっかりリサーチ済みである。

　料理の腕前が壊滅的にダメな私は、同い年で同じショップの副店長を務める美月に応援を要請していた。

　実は美月、同じマンションの三階に住んでいる。私と寧々の関係やこうなったいきさつを話したら、自らこの役を買って出てくれた。

　さすがに毎日コンビニ弁当や外食ばかりじゃ、寧々の身体にも悪いだろう。だから予定や仕事のない時だけ、美月に食費を渡してご飯を作ってもらうことになったというわけだ。

「はい寧々、ちゃんとおてて洗ってね～」

「はぁい」

「バイキンごしごし～」

　甲か斐い甲が斐いしく寧々を抱き上げながら流しで手を洗わせていると、美月が信じられないものでも見るような視線を向けてくる。

　私はどちらかというと、子供はうるさくて苦手だった。だから私のあまりの変貌ぶりに、美月も驚かずにはいられないのだろう。

　身内の欲目かわからないけど、寧々は本当に可愛い。テレビに出ている子タレになんか負けない。世界で一番可愛いんじゃないかと、私は本気で思っている。

「うまっ、何これ。今まで食べてきたオムライスの中で一番美お味いしく感じる！」

「そりゃどーもー」

　手料理なんて、実家以外で口にしたことがない。

　寧々も私の隣で、一生懸命スプーンを使っていた。時々うまく口に入れられなくてこぼすけど、手伝おうとするとイヤイヤと首を振るから、自分でやりたいらしい。

　素晴らしき自立心。

　掃除は嫌いだけど、どんどん汚してくれって思ってしまう。

　出されたものを全部きれいに平らげた私は、寧々と一緒にお風呂に入った後、片づけをしてくれている美月に頭を下げながら寝室へと向かった。

　うちは一ＬＤＫで八畳の部屋がひとつしかないけど、子供がひとりくらい増えても十分快適な広さだと思う。

　そのままベッドにもぐりこんで手を繋いでいたら、寧々はよほど疲れていたのかなんと三秒ほどで寝入ってしまった。

　そっと布団から抜け出した私は、キッチンにいる美月のもとへ行く。

「ありがとう、美月。あとはいいよ。お皿とかそのまま食洗機に突っこむから」

「ああ、別に気にしないで。ちゃんと予洗いしないと、食洗機って意外と落ちないから。ってかキッチンきれいすぎてびっくりした。本当に料理ダメだったのね。今まで彼氏に何か作ってあげたことないの？」

「作ったことないですけど。……ってか相手の家に行ったことすらないから」

「……えっ、それって本当に付き合ってたの？」

「どうだかね。少なくとも私は付き合ってるつもりだったよ」

　ヤルことだけはひたすらヤッた。会うのは決まって、無駄に高そうなシティホテル。

「本社のマネージャーなんだっけ？　元カレって」

「すいませんね。恋愛経験少なくて。それくらいしか披ひ露ろうする話がありませんよ、私は」

　途端に不機嫌になった私に、美月は気の毒そうな視線を向けてくる。

「もう。エリカはこの話になるとすぐ卑屈になるよね。噂によるとものすごいイケメンなんでしょ？　顔くらい見てみたーい」

「見れるかもね。そのうち」

　投げやりにそう言い放った私に、美月は興味津々といった感じで、キッチンカウンターから身を乗り出していた。

「えっ、なんで？」

「今日メール来てた。十二月からマネージャーがヘルプで来るって。あの人が来るとは限らないけど、念のためすぐ断り入れておいた」

「そこまで避けるんだ。……しかしエリカもバカだね～。ヘルプ入れてくれるだけでもありがたいのに、自分で自分の首絞めて。そこまでひとりの男を避けようとして必死になってるの、見てるこっちとしては面白いけど」

　食洗機のスイッチを押した美月が、コートを羽織って玄関に向かっていく。

　言われたことは図星だけど、できれば会いたくない……。

　公私混同してる私は、間違いなく社会人失格だ。

「あ、そういえばエリカ。あんた、ちょっと気をつけた方がいいかも」

「え？」

「私が部屋に来た時さ、なんかこの階を怪しい男がうろついてたんだよね。なんかエリカの部屋のドア、ジロジロ見てたよ」

　そんな男に心当たりのない私は、気持ち悪さを感じてたまらず眉間に皺を寄せる。

「それでどうしたの？」

「ひと睨みしたら、エレベーターに乗って逃げていったよ。住民じゃないみたいだったし、どうやって入ってきたのかなぁ……。宅配業者にでも紛れて入ってきたのかね」

「……ふーん」

　なんだ。じゃあただ、訪ねる部屋を間違えただけじゃないの？

　そんな楽観的な私の考えを、しっかりものの美月は簡単に見抜いていた。

「もう、あんたもちょっとは危機感持ちなさいよね。見た目だけで寄ってくる男、今まで何人もいたでしょ？」

「ほめてるの？　……それともけなしてる？」

　なんだか遠回しに、中身がダメだと言われている気がしてならない。

「それでなくとも、あんたは今、超美少女の母親なんだから！　もし寧々ちゃんのこと狙う奴がいたら、ちゃんと守ってあげるのよ！」

「そんなロリコンは、私が成敗するのでご心配なく」

　はっきりそう言いきった私を見て、美月は大げさなほど大きいため息をついていた。

「……なら安心だわ。でもあの人、女に困ってそうな感じでもなかったんだけどね～」

「へ？」

「かなり男前だったから。久々にときめいたわ」

　美月の面食いぶりには、呆あきれてものも言えなくなる。

「じゃあ戸締まりしっかりね。お休み」

　私は出ていく美月に向かって手を振り、鍵を全部閉めてチェーンをかけていた。

　……そういえば、あの香水……。

「まさか、ね」










星降る夜のプロポーズ




「……ん……」

　あまりにもあったかくて、腕の中にあるものを夢中で引き寄せる。

　わずかに身じろいだそれに気づき薄目を開けると、ぱっちり大きな瞳が私の顔を食い入るように見つめていた。

「ふぁ……おはよう、寧々」

　起き上がってあくびをしている私の顔を、寧々が下から嬉しそうに覗のぞきこんでくる。

「ママ、おあよっ」

　舌足らずなその言葉遣いに、朝から胸がキュンとときめいてしまった私。

　たまらずお腹の辺りに抱きつくと、寧々はくすぐったそうに大きな笑い声をあげていた。

　今日は遅番で十二時過ぎから出勤のため、朝は普段よりもだいぶゆっくりできる。

　食パンを焼いてバターを塗ぬり、自分にはコーヒーを淹いれ、寧々にはオレンジジュースを渡す。

　ひとりだったらこれだけなのに、美月が昨日買っておいてくれた卵で、今日は頑張って目玉焼きを作ってみた。

「ごめん寧々……ちょっと焦げちゃった」

　寧々は周りが黒くなった目玉焼きをじっと見つめたかと思うと、フォークを刺してそのままかぶりつこうとする。

「わーっ、ダメダメ！　ちょっと待ってっ」

　私は慌ててそれを制し、焦げている部分を削ぎ落とした。目玉焼きの全体像がだいぶ小さくなってしまい、ほぼ黄身の部分しか残っていない。

　たまには料理、練習しようかな……。

　何を出しても美味しそうに食べる寧々を見ながら、私は改めてそう決意していた。




「わー、寧々ちゃん可愛い！　ママとおそろいだねぇ」

「えへへ。くるくる～」

「髪巻いてたら、せがまれちゃって……」

　アイロンで緩く巻いた髪を、寧々は自慢げに由子へ見せびらかしている。

　おそらくマリカも同じことをしてやったことがあるのだろう。

　寧々は私がアイロンを当てている間、終始ご機嫌でずっと大人しくしていた。

「こうしてると本当エリカにそっくりだね。将来はいろんな男が寄ってきそうで心配だわ」

「ふふ」

　寧々がほめられると、自分のことのように嬉しくなる。

　ヤバイなー、自分でもこんなに溺でき愛あいしちゃうとは思わなかった。寧々と離れたくない。仕事に行きたくない。

　寧々は泣かずにバイバイと手を振っているのに、なんだか私の方が泣きそうになってしまった。




　今日はいつもより三十分ほど早めの出勤。昨日のように、寧々といるところを店の従業員に見られないようにするためだ。

　人目を気にしながら託児所から出て、職員専用通路の方に向かう。寧々との別れの寂しさを振り払うように早足で歩きだした、その時――。

「エリカ！」

　後ろから突然声をかけられて、身体がびくりと反応する。

　ひどく聞き心地のいい甘い声は、私がかつて好きでたまらなかったものに似ている気がして、懐かしい痛みが胸の中を走っていく。

　そんなはずないと思うのに確かめる勇気もない私は、そのまま振り返らずに前へ進んでいた。

「おい、待てっ」

　相手の足音が、私の背中を追いかけてくる。

　エレベーターに乗りこんだ私は、ドアを閉めるためのボタンを叩たたきつけるように連打していた。

「こら、閉めんな！　……エリ――」

　すんでのところでドアが閉まり、私は自分の息が随分上がっていることに気がつく。心臓を打ち鳴らすような鼓こ動どうを感じて、額には嫌な汗が浮かんでいた。

　ウソだウソだ。……私は昨日ちゃんと、メールで断ったはずなのに。

　さっきの声が聞き間違いじゃないとわかっているからこそ、私はこんなにも気が動転してしまっている。顔を見なくても声だけで〝彼〟だとわかってしまう自分が、たまらなく嫌で仕方がなかった。




「おはよーエリカ。……って何その顔！　ファンデの色、合ってなくない!?」

　顔が白くなりすぎて化粧の色が浮き出てしまっているのだろう。

　美月は顔がん面めん蒼そう白はくで出勤してきた私を見て、噴き出しそうになっていた。

「美月……今日私、ずっとバックヤードにこもって作業しててもいいかな。いや、むしろ今すぐ帰っていい？」

「ふふ。何寝ぼけたこと言ってんの。……あ、もしかして寧々ちゃんと別れんのつらかったとか？　あんたあの子のことかなり大事にしてるもんね」

　いきなりバカバカしい提案をした私のことを、美月は軽やかにあしらってしまう。

　この緊急事態を打破する方法が見つからず、私の頭の中は軽くパニックを起こしていた。

「寧々！　そうだ、寧々のこと見られたかもしれない……！」

「さっきから、何わけわかんないこと言ってんの？」

「……いたの」

「何が？」

　美月の問いかけに息を呑のんで、深呼吸を繰り返す。目をカッと見開いた私は、泣きそうになりながら美月の腕にすがりついていた。

「さっき下に、元カレがいたのっ！」

「マジ……？」

　さっきまで面白がっていた美月も、途端に神妙な顔つきになる。

「え、だってエリカ、ヘルプ断ったんでしょ？　人違いじゃないの？」

　人違いなんかじゃない。さっき聞いたあの人の声が、私の耳にずっとこびりついている。

「エリカさん、おはようございます」

「……どーも」

　突然声をかけてきたのは、ひとつ上の階のメンズフロアで働く前まえ橋ばしさん。

　途端に思いっきり表情を曇くもらせてしまう。

　美月はまたか、というようにわざとらしくため息をついていた。

　彼はいわゆる女タラシで、私に限らず各店舗の気に入った女性によく声をかけているらしい。いつもしつこくつきまとわれているわけでもないので、非常に扱いづらい存在だ。

「今日も可愛いねぇ。あ、このカシミヤのストール、ここの新作？　似合ってるよ」

「これ肌触り良くておすすめですよ。彼女さんへのプレゼントにいかがですか？」

　お客様に向けるような笑顔を貼りつけて対応しながら、ついでにうちの商品を勧める。どうせ買うわけがないとわかっているので、私は内心大きなため息をついていた。

「もーつれないなぁ。そんなのいないってちゃんとわかってるくせに」

　あーもう早く、どっか行って。

　私の羽織っているストールに彼のアクセサリーだらけの指が伸びてきて、ぞわりと鳥肌が立つ。適当にあしらっていればそのうちいなくなるだろうとタカをくくっていたのに、前橋さんはこんな日に限って、どうでもいいようなことをベラベラと喋りかけてくる。

「ねぇエリカさん、今度さ、俺と飲みに行こうね」

「はい、そうですね」

　惰性で適当に返事をし続けていた私は、彼がニヤッと笑うのを見てひどく後悔した。

「マジか！　今〝はい〟って言った？　言ったよね？　いや～、めげずに誘い続けて良かったよ」

「いや、えと、あの……」

「さっそく今晩どう？　俺、雰囲気のいいバー知ってんだよ」

　調子づいた前橋さんが、ぐいぐいと押しを強めてくる。

　まずった、かなりうざい。どうしよう……。

　助けを求めるために美月の方に視線を向けたけど、あいにく接客中だった。

「終わったら連絡入れるからさー、番号教えて」

　ここで断ったら、またしつこく粘られるに違いない。面倒くさいけど、この状況から逃れられるなら……。

　飲みに行く件は後で適当に理由をつけて断ろうと思い、コートのポケットに入ったスマホを取り出す。

　その時、げんなりして俯うつむき加減だった私の視界が、大きな影に覆われた。

「結城は閉店後に俺とミーティングあるから。諦あきらめてくれる？」

「……なっ」

　私と前橋さんの間に割りこんできた長身の男が、底冷えするくらい威圧的な低い声で前橋さんにそう告げる。

　あまりの迫力に、前橋さんは口を開けたままぽかんと突っ立っていた。

「えと、エリカさん……？　この人は……」

「申し遅れました。マネージャーの橘たちばなと申します」

　彼は間を置かずそう告げて、私に話す隙を与えない。

　まるで私を背中の後ろに隠すように立ちはだかり、視界を妨げていた。

「そうですか、じゃ、じゃあまた今度誘いますね」

「……ちっ。二度と来んな。カスが」

　そそくさと去っていった前橋さんの背中に向けて、彼は暴言を発している。その言葉が聞こえたのは、きっとすぐそばにいる私だけだろう。

　空気が一気に重たくなって、私の肩にのしかかってくる。

「……お久しぶりです。橘マネージャー」

　やっぱり聞き間違いなんかじゃなかった。

　くっきり二重まぶたの澄んだ瞳と、すっきり通った高い鼻び梁りょう。その端正で甘い顔立ちも。色気がだだ漏もれの低い声も。確信犯的な笑みを浮かべた、形の良い唇も。髪の毛は少し伸びて色が暗くなった気がするけど、他は二年前のあの日からほとんど変わった様子はない。

「お前、さっきはよくも俺を置いていきやがったな」

　急に話しかけられたせいで、心臓の鼓動が急速に速まっていく。

「……橘マネージャーだとは、夢にも思いませんでしたので」

「ウソつけ」

　不機嫌そうに目の奥を光らせた彼から、私はそっと視線を逸そらしていた。

「あの……ヘルプの件ですが……」

「ああ。断ってきたお前には悪いけど、少し早めに来させてもらった」

　なるほど。本社の意向は、何がなんでも通すつもりなのか。私の意見を聞き入れてくれないところも、全然変わってない……。

　気まずそうな表情を浮かべた私とは対照的に、橘マネージャーは満足そうに微笑みながら私を見下ろしていた。

「……そうですか。わざわざご足労いただきありがとうございます。でも今のメンバーで店はうまく回っておりますので。どうぞこのまま、東京にお帰りください」

　一緒になんて、絶対に働きたくない。

　彼のことを無表情で見据えながら、私は淡々とした口調でそう告げていた。

「それはお前の決めることじゃないだろ」

　ぴしゃりとそう言われて、私は押し黙りながら橘マネージャーを睨みつける。

「うるさいな。必要ないって言ってるじゃん」

「……あぁ？」

　つい本音が口からこぼれてしまい、私はバツが悪くて俯いた。

「俺にそんな口きけるのは、本当に、昔っからお前だけだよな」

　この人を言い負かせたことなんて、今まで一度もないと思う。

「何度も言ってますが、ヘルプなんて必要ありませんっ」

「現にシフトが報告されているものと違う。今日の遅番はなんでお前ひとりしかいないんだ？」

「……っ」

　さっそく痛いところを突かれた。

　今日のもうひとりの遅番だったゆりちゃんは、急な講義が入ったらしく一時間ほど遅れてくるらしい。

「なんでも自分ひとりでやろうと思うな」

　心臓が射抜かれるような、厳しい瞳が私に向けられる。

　悔しいけど、言われたことは間違いじゃなくて。私はその場に突っ立ったまま、何も言い返すことができなかった。




　突然の再会から数時間が経過し、あっという間に早番のメンバーが上がる時間になってしまう。

「ちょ、ちょっとエリカ！」

「……何？」

「うわ……。眉間に皺寄せるのやめな。顔が怖いよ」

　早番の美月ともうひとりのパート従業員は帰り支度を済ませ、これから売り場に残されるのは私と橘マネージャーのふたりだけだ。

　結局ゆりちゃんは来られなくなってしまったし、橘マネージャーがいなかったら、私は今日もサービス残業することになっていただろう。

「ムカつく……本当は同じ空気を吸うのも嫌」

「まさかあれが元カレだったとはね」

「あれ……って美月、どこかで見たことあるの？」

　きょとんと目を瞬またたかせた私から、美月がとぼけた様子で目を逸らす。

「まぁ詳しいことは後で話すよ。しかしすごいよね。普通レディースブランドに男の販売員がいたら、声かけるの敬遠しない？」

　橘マネージャーが店頭に立ってから、ひっきりなしに若い女の子が寄ってきていた。

「エリカの販売トークも目を見張るほどすごいけど、あれはまた違った意味ですごいね」

「イケメンはね、笑って『似合いますよ』って言ってればいくらでも服が売れるのよ。似合ってなくても平気でウソつくんだから」

　顔がいい男にほめられたら、どんな女の子も大抵その気になってしまうだろう。

「まぁ、うちらは服を売るのが仕事だから。多少のお世辞も必要でしょ」

「ちょっと美月、さっきからなんで橘マネージャーの肩持つの？」

　ムッとして目を細めた私に、美月は感嘆のため息をしっとりとこぼしていた。

「いや……だって想像以上に上玉なんだもん。エリカが少しの間だけでも付き合えたのは、多分奇跡なんじゃない？」

「そうですね。あの人、気持ち悪いほどモテてましたから」

　もし美月が橘マネージャーに惹ひかれるようなことがあったら、私は親友を悪から守るため、それを全力で阻止しなければならない。なんだかそんなこと想像するのも面白くなくて、私の表情はますます仏頂面になっていった。

「もう拗すねないでよー！　今日もちゃんと美味しいご飯作って待ってるから」

「ありがとうございます、美月様。大好き」

　美月に満面のスマイルを向けつつも、視線を横に向けるとさっきとは別人のように笑顔を絶やさない橘マネージャーが目に入る。途端に憂うつな気持ちが舞い戻り、私は淀よどんだ深いため息をついた。

　……終わったら、ソッコーで帰ってやるんだから。




　非常に悔しいけど、橘マネージャーの仕事っぷりは完璧で、文句のつけようがなかった。

　まず売り場で細かい指示をする必要がないから、私も接客や自分の仕事だけに集中できる。閉店業務もお互い、何から優先的にやっていけば効率良く終わるか理解しているから、サポートも気遣いも不要だった。まるでかゆいところに手が届くような気持ち良さ。

　今のメンバーともこういう関係を築けたら、私も楽なんだけど……。

　どうしても、自分ひとりでやった方が早いから、なかなか教えるタイミングが掴つかめないでいる。

「じゃ、お先に失礼しまーす」

　意い気き揚よう々ようとバックルームを出て、私はエレベーターの方に向かっていく。

「おい、待てよ」

「何か？」

　後ろから追いかけてきた橘マネージャーに小さく舌打ちして、私は振り返っていた。

「ひとりで帰るつもりか？」

「はぁ。まぁそーですけど」

「送ってく。つーか、ついでに飯食いに行こう」

「……はっ？」

　せっかく早く終わったのに……。これ以上、私と寧々の時間を奪わないでいただきたい。

「行きません。ひとりで帰れます」

　きっぱりとそう言いきった私に、橘マネージャーは眉根を寄せて不機嫌な顔を作る。

「バカ。あいつに会ったらどうすんだ」

「あいつ……？」

　すぐに理解できなかった私が悪いのか、橘マネージャーの口調はいつもより苛立っていた。

「さっきお前に無理やり連絡先聞いてた、あの、変な男だよ」

「ああ……別に、大丈夫です。前橋さんは私だけに固執してるわけではないんで」

「なんだそれ。大体お前、隙がありすぎるんじゃないか？」

「はい……？」

　険しい表情の橘マネージャーを、私も負けじと睨み返す。

「俺のことはたった五文字で振ったくせに、なんであんな男くらい、簡単にあしらえないんだ」

　そう言って勝手に私の手首を掴んだ橘マネージャーは、私をエレベーターの中まで引きずっていく。

　彼が放った言葉のせいで、あの日の私の惨めな姿がフラッシュバックしてくる。

　どんな思いで私があの文字を送ったのかなんて、この人にわかるはずがない。

「……エリカ？」

　急に名前で呼ばれたことで、飛んでいた意識がすぐに戻ってきた。

「もう私はあなたの彼女でもなんでもないので、下の名前で呼ぶのはやめてください」

　橘マネージャーに掴まれた手を振りほどいて、ドアが閉まる前にエレベーターの中から逃げ出す。

「お疲れ様でした。……大事な用事があるので、私はここで失礼させていただきます」

　そのまま一礼して身を翻ひるがえした私は、階段を使って、四階から一階まで無我夢中で駆け下りていた。

「……はぁ……、はぁ……っ」

　日頃の運動不足のせいか、簡単に息が上がってしまう。さっきから胸が苦しいのは、きっと酸素が足りないせいだ。

「寧々……」

　託児所のガラス張りのドアからその愛らしい姿が見えて、私はやっと安あん堵どする。中に入った瞬間勢いよく抱きついてきた小さな身体を、私は夢中で抱きしめていた。

「ママーっ」

　私の元気がないことを子供なりに感じ取っているのだろうか。

　寧々は甘えるように、私の胸へと顔を何度もこすりつけていた。

「……お待たせ」

「んっ！」

　寧々に屈託のない笑顔を向けられて、私も自然と微笑み返してしまう。

　いろんなことが起きて荒んでいた心が、ちょっとだけ癒された気がした。




　いつも通り寧々の手を握りしめて、従業員専用の出入口に向かっていく。

　ちょっとだけ由子と世間話をしていたので、橘マネージャーと別れてから、すでに十五分以上が経過していた。もうこの時間なら誰もいないだろうと安心しきっていた私は、そこにいるはずのない彼の姿を見て、ものすごく後悔するはめになってしまった。

「……え……？」

　今から火をつけようとしていた橘マネージャーのくわえていたタバコが、口からぽろっとこぼれてアスファルトの地面に落ちていく。

　二重まぶたの印象的な瞳が、私と寧々の顔を交互に見つめていた。

「は……、え……？　お前の？」

　橘マネージャーが、ありえないくらい動揺しているのが見てとれる。瞬まばたきすら忘れたその瞳には、どこか焦りの色が混じっていた。

　あの橘マネージャーが、こんなに狼狽うろたえるなんて。

　その時、初めて彼に勝てたような気分になって、気持ちが高揚した。ほとんど無意識に、私は唇の端を持ち上げて笑みを作る。

　橘マネージャーのこんな余裕のない表情を見るのは、初めてだった。

「……そう。この子、私の子供なの。可愛いでしょ？」

　びっくりして私の後ろに隠れてしまった寧々を、私は見せつけるように腕に抱き上げる。

　本当のことを、この人に話すつもりなんて全くない。今私は幸せなんだって見せつけて、ちょっとだけ優越感に浸れればそれで良かった。

　一瞬黙りこんでしまった橘マネージャーが、金縛りにあったように身体を硬直させている。

「……結婚……してないよな？」

　いつボロが出てしまうかわからないやり取りに、私は動揺する心を必死で落ち着かせていた。

「してないけど……それが何？」

「その子の……父親は？」

　予想外なことを聞かれて、私は少し狼狽えてしまう。

「……それ、橘マネージャーに言う必要あるの？」

「誰なんだ！」

　鬼気迫るような彼の勢いに、私は一瞬だけ身を強ばらせてしまった。

「しつこいから」

　あまりの迫力に、声が震えてしまいそうになる。

　平静を取り繕って必死に言い返したが、橘マネージャーは決して逃がさないと言わんばかりに、私の方へ詰め寄ってきていた。

「いいから、正直に言え……っ！」

　もともと低音の橘マネージャーの声が、いつもより一層低くなる。

　顔では余裕ぶっていたけど、彼があまりにも切なげな表情を浮かべるから、内心ウソをつくのが苦しくなっていた。

「……誰が父親かなんて、橘マネージャーには関係ない」

「ないなら父親の名前を言ってみろ」

　語気を強めた橘マネージャーの表情が、なぜか切なそうに歪ゆがんでいく。

「ていうか、子供の前でこんな話するのやめてくれない？」

　苦し紛れのひと言で、これ以上の追及を拒む。

　どうせ自分の子だったら面倒くさいとか、最低なことを考えているくせに。

「寧々は私の子ですから」

　ウソを重ねるたびに、心臓から嫌な気持ちが広がる。

「……その子の名前、〝ねね〟って、言うのか……？」

　聞こえてきた声は、気が抜けてしまうくらい優しいもので。

　彼は私が抱いている寧々を、熱のこもった瞳で見つめていた。寧々の見た目からも、年齢は二歳前後だとわかっていると思う。私たちが別れたのは今からちょうど二年前だから、橘マネージャーは父親のことをしつこく聞いてくるのだ。

　……バカじゃないの。もしかして、あの時、私が妊娠してたとでも思ってるわけ？　そんな勘違いをされるとは思ってもみなかった。こんなことなら正直に、自分の子供じゃないって否定すればよかった。

　今からでも遅くない。ウソをついてしまったと、謝ってしまえばそれで済む話なのに。くだらないプライドが邪魔をして、言葉が出てこない。

「……エリ――」

「じゃ、じゃあお疲れ様でした」

　これ以上何か聞かれる前に、その場で回れ右をして彼に背を向ける。

「抱っこしたままでいい？」

　小さく頷いた寧々をしっかりと抱えて、私は逃げるようにその場から走り去ろうとしていた。

「おい……待てよ！　まだ話が……」

　後ろから橘マネージャーの焦ったような声が聞こえてくるけど、わざわざ振り返るわけがない。しかし猛然と私のことを追いかけてくる気配がして、私はもうギリギリのところまで追いこまれていた。

　……ど、どうしよう！

　女を追いかけ回す橘マネージャーの姿なんて、今まで想像もつかなかった。

　だって彼は、完全に追いかけられる側の人間だったから。

「……きゃ、っ……ひゃははっ……！」

　私が走るたび、大きく揺れるのが面白いのか、寧々は大爆笑している。

　まったく呑のん気きだな……なんて思った瞬間、私の身体は何かにつまずき、大きく前方に傾いていた。

　ヤバッ、転ぶ……っ!!

　ずささ……っ！と布がこすれる音がして、目を疑うような光景が視界に入る。

　かばうように投げ出された長い足と、見た目は細いのに実はとても筋肉質で逞たくましい腕。

　痛みに顔を歪めた橘マネージャーは、仰あお向むけの状態で私と寧々の身体を抱きしめたまま下敷きになり、硬いコンクリートの衝撃から守ってくれていた。

「……え、……あの……」

「この……バカやろう!!」

　あまりにも大きな声を出されて、身体が大きく跳ねる。

「子供抱っこしたまま走る母親がどこにいるんだ！」

　声と表情は厳しいのに、私と寧々を包む腕は壊れ物に触れるように優しくて、頭が混乱した。

「ママ？　どっかいたいの？」

「ご、め……」

　腕の中の寧々が無傷なことにホッとして、目に涙が浮かんでくる。

　自分の勝手な都合で、大事な寧々を危険な目に遭わせてしまった。もし橘マネージャーが助けてくれなかったらと考えるだけで、背筋が凍りつきそうになる。

「寧々……、ごめん。寧々……っ」

「エリカ、お前は？　どこもケガしてないか」

　寧々を抱きしめながら私は小さく頷く。

　真剣な表情から彼が本気で心配している様子が痛いほど伝わってくる。ウソをついてしまった罪悪感を今さらながら味わうはめになってしまった。

　どんなに怒られても……橘マネージャーの誤解は解かないといけない。寧々は、私の子供じゃないってこと。

「……橘マネージャー」

「二年前、何があったのか、ちゃんと俺に話せ」

「それ、は……」

「俺とあんな別れ方したくせに、なんで……」

　言葉を詰まらせた橘マネージャーが、私の頬に大きな手で触れてくる。

　二年前のことなんて、もう思い出したくなかったのに。懐かしい感触が、私の苦い記憶を呼び起こしてしまう。




　――結果的に、別れを選んだのは私の方だ。

　彼の本当の気持ちを知った時、何食わぬ顔で一緒にいるのが、もう我が慢まんできなくなって。でも面と向かってさよならが言えるほど、私も強くなかった。転勤の話が伝わらないように徹底的に根回しをして、仙台に向かう新幹線に乗る直前で〝さようなら〟の五文字を送った。クリスマスのイルミネーションで彩られた街がどんどんぼやけていくのを、私は席に座ってじっと見つめていた気がする。

　……その日はちょうど、ふたりが付き合い始めて、一年目の記念日だった。

「……くっしゅん！」

　寧々がくしゃみをした瞬間、私ははっとして腕の中に視線を移す。

「か、風邪ひいたら大変……」

「ごめん。寒いか？　……寒いよな」

　おろおろする私をよそに、橘マネージャーは巻いていたマフラーを外し、寧々の首や頭にぐるぐると巻きつけていた。

「……あの、そんなことしたら、寧々が息苦しいと思うんだけど……」

「いいんだ。耳や口周りは意外と冷える」

　そのあまりの過保護ぶりに、私は呆れて破顔する。

　橘マネージャーって、こんなに子供に優しい人だっけ？　どちらかというと、ガキはうるさいから嫌いだとか平気で言いそうなタイプなのに……。

　ふと顔を上げると、目の前の彼と視線がぶつかった。

「……してくれ」

「え？」

「俺と結婚してくれ」

　まっすぐに私を見下ろす橘マネージャーの双そう眸ぼうには、何か得体の知れない熱が渦巻いている。

「……は、い？」

　ぽかんとだらしなく口を開けてしまった私を見て、なぜか橘マネージャーの顔がどんどん赤らんでいった。

「それは了承の〝はい〟なのか」

「ちょ……っ違うから!!　冗談は顔だけにして！」

「……俺が冗談を言うような顔に見えるのか？」

「見える。悪いけど、そんなの冗談以外には受け取れない」

　いきなり何を言いだすんだ、この人は。さっき転んだせいで、頭のネジどっかに落っことしたんじゃないの？

　わけのわからないプロポーズに私が狼狽えていると、橘マネージャーはもこもこ姿の寧々に優しく笑いかけていた。

「俺が、父親になるから」

　きょとんと目を丸くする寧々の頭を撫でようとした彼の手を、私は自分の手で払いのけて必死に遮さえぎる。

「か、勝手なこと言わないで！　この子は……っ」

「いいから黙って俺と結婚しろ」

　横暴すぎる彼の言い草に、私の瞳は怒りで大きく見開かれていた。

　別に橘マネージャーは私と結婚したいわけじゃない。自分の子だと勝手に勘違いして、責任をとるためだけに仕方なく言っているだけ。きっと別の女に同じウソをつかれても、躊ちゅう躇ちょなく結婚を申し出るだろう。

　確かに誤解されるような発言をしてしまった私も悪い。でも、いきなりそんな大事な言葉を口にする彼を、私は心の底から軽蔑した。

「嫌です。お断りします」

「おいエリカ……！」

「今度名前で呼んだら、セクハラで訴えるから」

　今まで以上に強気な発言をした私に、橘マネージャーは信じられないものでも見たような目を向ける。

　女なら誰でもあなたの言うことを聞くわけじゃない。橘マネージャーほどのレベルの高い男なら、どうせ引く手あまただろう。勝手に勘違いしているのをわざわざ私が正す必要も感じない。……むしろ少しは、罪悪感を抱えて生きた方がいいと思う。

「助けてくださってありがとうございました。以後気をつけます」

　なるべく冷たい態度をとって、私は彼に一礼する。

「仕事以外では、もう私に関わらないでください」

　私たちの周りの空気がピンと張りつめているように感じた。

「エリ……、いや結城」

「お疲れ様でした」

　寧々が後ろを向いた私の背中越しに、橘マネージャーへ向かって控えめに手を振っているのが気配でわかる。

　男の人には滅多に懐かないとマリカから聞いていたので、私は寧々のその行動を少し面白くなく感じてしまった。

　あんな奴になんて、愛敬を振りまく必要ないのに。

「……んなの……はいそうですかって、見逃せるわけないだろ」

　小さく聞こえた橘マネージャーの声を無視し、私は寧々と共にその場を離れた。










優しい手のひらの記憶




「イケメンなんて、この世から滅びてしまえー！」

　入浴後にビールを一杯ひっかけながら悪態をつき続ける私に、美月が隣から生温かい視線を送ってくる。

　寧々とお風呂に入って一時間くらい遊んでいたら、ちょっとのぼせてしまった。

「……ねぇエリカ、もっと服着なよ」

「いーの！　だって暑いし！　アパレルやってんだから、季節は常に先取りしなくちゃ」

「じゃあ次から夏物着て出勤してきたら」

　パイル地のルームウェアは、キャミとショートパンツのセットアップ。

　今年の夏にヘビロテしていたものを真冬の今に着るのはどう考えても変だけど、お酒と相まって火ほ照てった身体には、それがちょうど良かった。

「エリカ、冗談はこの辺でおしまいね。……橘マネージャーと一体何があったわけ？」

「……え、なんでわかんの。もしかして美月ってエスパー？」

　真剣な顔でそう聞き返した私のことを、美月が呆れた目で見つめ返してくる。

「いやいやいや。帰ってきてから、あんたずっと不機嫌だったし。寧々ちゃんがつけてたマフラーって、橘マネージャーのだよね？　まさか一緒にいる時に会っちゃったわけ？」

　美月に隠し事はできないなぁと感じながら、私は今日起きた最悪な出来事を打ち明けていた。

「……うん。なんかねー、いきなり結婚迫られた」

「……は？」

　それまで半分聞き流すように会話していた美月の目の色が、急に変わる。

「寧々が私の子供だってウソついたら、あの人、自分の子供だと勘違いしたみたいでさ」

　浮かない顔でぽつりと呟つぶやくと、仕事の疲れもあってか肩が一層重くなったように感じた。

「よりによって、なんでそんなウソをつくわけ……？」

　美月は額を手で押さえながら、深いため息をつき肩をがっくりと落としている。

「それは……ちょっとした出来心っていうか……。だって悔しくない？　私が誰とも付き合えなくなったのは、あいつのせいなのに」

「要するに子供がいること自慢したかったわけね」

　膝ひざを抱えて体育座りの格好をとりながら、私はうんうんと頷いていた。

　よくよく考えてみれば、寧々にとっての母親は今は私なわけだし。あの子のいる目の前で本当のことなんて言えるわけがない。

「それで？　エリカはなんて返事したの？」

　期待に満ち溢あふれた美月の瞳から、私は思いっきり目線を逸らした。

「受けるわけないじゃん。もちろん丁重にお断りしましたー」

「……バカ」

　美月はがっくりとうなだれながら、自分の額を手で押さえている。

「ほんとバカだよねー。寧々と全然顔似てないくせに。まあ、あんな可愛い子の父親にどうしてもなりたいって気持ちは、わからなくもないですけど」

「いやいや、私はエリカに対して言ったの！」

「は……っ!?　私のどの辺りがバカなのよ」

　つい手に力がこもってしまい、私は危うくビールの缶を握り潰しそうになってしまった。

「普通に考えて二年も前に別れた恋人に、気持ちがないのにいきなりプロポーズとかしないから！」

「……あの人普通じゃないし。私じゃない他の女が同じこと言っても、責任とって結婚するって言いだすでしょ」

「本当にそう思う？」

　美月に真剣な目で問いかけられて、私はたまらず視線をフローリングの床に移していく。

　橘マネージャーにとって一番大事なものは、昔から仕事だから。子供とかそういうきっかけがない限り、結婚なんて面倒で考えもしないだろう。

「もういいから！　つまんなくなってきたし、この話は終わりにしよ」

　美月に向けて精いっぱいの笑顔を浮かべようとしたけれど、うまく笑えている自信はなかった。

「……エリカ……」

「仕事以外で関わらないでって釘刺しておいたから大丈夫だよ。あの人も形だけは誠意を見せようとしてんだろうし。ヘルプを終えて帰るまでには、様子を見て本当のこと話すから。……ちょっとの間だけ、昔の仕返しに意地悪させて」

　もし寧々が私の子じゃないって知ったら、彼は一体どんな反応を見せるだろう。結婚を申しこんだことは忘れてくれって、子供のためにしたことだったんだって、そうはっきり言われるのだろうか。

　そんなことを考えていたら、急に寒気がしてきて私はさらにお酒を煽あおった。

　熱い身体に反比例するように、心がどんどん冷えていく。

　本当は怖いんだ、今も昔も。もし、面と向かってあの強い瞳に拒絶されたら。

　……今度こそ、立ち直れなくなってしまうような気がする。




　……最悪だ……。

　脇に挟んだ体温計を乱雑に放り投げて、枕に沈みこむように顔をうずめる。首から上が重くてだるくて、何か羽織る物を取りに行くのも億おっ劫くうに感じた。身体を極力動かしたくないため、私は毛布にくるまって寒さをしのぐ。

　さっき見たデジタル表示は、結構高めの三十八度五分を指していて、自分でもちょっと引いた。

「ねぇ寧々、そろそろ起きよ……」

　隣でまだ眠り続けている寧々の肩に手を伸ばし、必死でゆさゆさと揺り動かす。

　今日は私の仕事が休みだったから、十一時過ぎまでふたりで朝寝坊してしまった。

「……ん～、ママ……？」

　まだ寝ぼけているのか、寧々は目をつぶったまま両手を伸ばして私を探している。

　いつもならデレデレしながらここにいるよと教えてあげるけど、今朝は全くそんなことをする余裕がなかった。

　お腹減ったよね……。オムツも替えていないから、気持ち悪いだろうし。とにかく寧々を着替えさせて、なんでもいいからご飯を食べさせなくちゃ……。

　どうやら昨日お風呂上がりに薄着で騒いでいたせいで、しっかり風邪をひいてしまったらしい。

　さんざん忠告してくれた美月の呆れる顔が頭に浮かんでくる。起き上がろうと思ってベッドから下りた瞬間、私はよろよろと床に手をついてそのまま動けなくなってしまった。

「……電話、は……」

　充電器の白いコードを引っ張って、なんとかスマホを手元に手繰り寄せる。

　あの子は今日遅番だから、運が良ければまだ家を出てないはず。微かすかな希望を胸にコールを鳴らしたけど、美月が出る気配は全くなかった。

　ヤバイ。どうしよう……。

　私には、他に子供の面倒まで頼めそうな知り合いはいない。

　どうにか確認してくれることを願い、液晶をタップして彼女にメッセージを送る。

【たすけて。しぬ。かぜひいた】

　変換する余裕がないけど、これなら切迫した状況が伝わるだろうと思った。

「ごめん寧々、もうちょっと待っ……」

　ふとベッドの方に目を向けたけど、そこにさっきまでいたはずの寧々の姿が見当たらない。

「あれ……、寧々？　どこ……？」

　辺りを見回してみれば、リビングの方からトタトタと可愛い足音が聞こえてくる。

「……え？」

「はい、ママ」

　寧々はパジャマ姿のまま、両手に抱えきれないほどのごちそうを、一生懸命私のもとに運んでくる。

「……寧々？」

　それが食べられないプラスチックのおもちゃだとわかっても、私は手を震わせるほどの感動を覚えていた。

「どーじょっ！」

　……そういえばマリカの置いてったおもちゃの中に、おままごとのセットが入ってたっけ。こんな小さな子でも、ママが弱っていたら助けようとするんだね。

　思うように動けない自分の不甲斐なさと、寧々の温かい優しさになんだか涙が出そうになってしまった。大人しく自分のおもちゃで遊んでいる寧々の様子を見つめながら、私はベッドの上に身体を横たえる。

　スマホを手に取るとメッセージが既読に変わっていて、休憩に入ったら様子を見に来ると美月から返信が来ていた。

「……良かったぁ……」

　持つべきものは、やっぱり家事が得意な親友だ。

　呼吸は荒くなってきたし、体温もさっきより上がってきた感じだけど、精神的には随分楽になった気がする。




　一時間ぐらい経つと玄関から鍵の開く音が部屋に響いて、私は朦もう朧ろうとしていた意識をなんとか取り戻していた。

　美月にはもう、感謝してもしきれない。

　部屋に上がってくる足音と、ビニール袋のこすれる音が聞こえてくる。

　ああ、本当にありがたい……。買い物までしてきてくれたんだ。

「美月～……っ」

　半泣きで起き上がってベッドから出ようとしたけれど、もう足に力が入らない。

　ああこれ相当きてるな……。

「ごめん、私、熱あって動けそうもないんだわ……」

　ベッドに腰かけた状態で、私は自分の両膝の上にうなだれる。近づいてきた人影に前から両肩を支えられた瞬間、私の思考は停止した。

　大きくてゴツゴツした手ときれいな長い指。これは決して美月の……女性のものではない。

「無理しなくていい」

　聞こえてきたその声に、私の表情が硬くなる。

「は……？　なん、で……？」

　ここにいるはずのない橘マネージャーの姿を、私はただ食い入るように見つめていた。

「お前……こんな真冬に二枚しか着てないのか？　そんなんじゃ風邪ひくの当たり前だろ」

　わざとらしくため息をついた橘マネージャーの視線の先には、キャミからはだけた胸元がある。

「ど、どこ見てんの変態……!!」

　それに気がついた私は、叫びながらパーカーのジッパーを全速力で閉めていた。

「……なんなの、なんでうちにいるの？　まさかストーカー？」

「誰がストーカーだ。あんなもんと一緒にするな」

「じゃあなんで……！」

「俺が相あい沢ざわ美月の代わりに来た。本人にも、ちゃんと了承は得ている」

「……そんなの、何も聞いてないしっ……！」

　顔が急激に熱くなって、目の前にある橘マネージャーの身体を押し返そうとするけどうまく力が入らない。

「やだ、もう……なんで」

「今日は遅番が三人もいるんだ。早番の俺が抜けたとしても、平日だし人手は十分足りるだろ。……ったく昨日から変なシフトばっかり組みやがって」

　小言ばかり言ってくる橘マネージャーに、私はムッとした。

　午前中より午後から閉店にかけて人員を手厚く配置するのは、当たり前のことだと思う。

「いいから……何もしないで帰って」

　喧けん嘩かする気力も湧いてこない。いきなり大きな声で叫んだせいか頭がガンガンしてきてしまった。

「お前の事情わかってる奴、他にいないんだろ？　ほら、さっさと病院行くぞ。車は俺が出してやるから」

　昨日、もう関わらないでと言ったはずなのに、橘マネージャーは全然私の訴えを聞こうとしない。この調子で美月のことも言いくるめて、わざわざうちの合鍵まで手に入れてからここへ来たんだろう。

　イケメンにとことん弱い彼女が簡単に絆ほだされていく様を、私はたやすく想像できた。

「意地張ってないで、早く準備しろ。母親の元気がなかったら、子供が可哀想だ」

　橘マネージャーにそう言われて、私は寧々のいる辺りに視線を彷徨さまよわせる。

　私の心配をしているわけじゃないと言われた気がして、なぜか胸の辺りにチクリと痛みが走った。

　……この人になんか頼りたくない。……だけど。

　寧々に朝から食事すらろくに摂とらせていない今の状況を考えれば、私の出す答えはひとつしかなかった。

「……ねぇ」

「なんだ」

「私のことはいいから。寧々のこと、……お願いしていい？」

　一番気がかりだったことを伝えてホッとした私は、そのまま身をベッドの上に投げ出す。薄れゆく意識の中、橘マネージャーの少し冷たい手が私のおでこに触れてくるのを感じた。

「……ゆっくり眠ってろ」

　あれ？　なんだっけ。……確か前にも、こんなことがあった気がする。

　心地いい手の感触に、身体の力が抜けていく。いつの間にか、深い夢の中に私は吸いこまれていった。




　＊　＊　＊




　橘マネージャーに初めて会ったのは、入社直後に、実際の店舗で行われた販売研修の時だった。

　仕事ができて容姿も抜群だった彼は、たくさんの社員の中心で誰よりも目立っていたのをよく覚えている。同期の女の子は、みんな橘マネージャーに笑顔を向けられるだけで、あっという間に夢中になった。

　でも私だけは、最初から、その作ったような笑顔に違和感を覚えていて。何かあるごとに、無謀にもマネージャーの彼にたてついていた。

「お客様が最初に選んだワンピースの方が、私は似合ってたと思いますけど！」

「……最終的に、どちらを購入するか決めたのはお客様だ。値下げのかかった商品は、黙ってても勝手に売れる。反対に、新作は売りこまないとなかなか動かないだろ。俺たち販売員がどちらを勧めるかなんて、売上のことを考えれば一目瞭然だ」

「どう考えても似合ってないのに、よく平気で似合うなんて言えますね。はぁ……本当に嫌な感じ。橘マネージャーって」

「いくら注意しても俺にだけ敬語を使わないお前の方が、よっぽど感じ悪いからな」

　こんな言い争いは、研修の間中、日常茶飯事で。

　反発的な態度ばかりとる私を、橘マネージャーは徹底的に問題児扱いしていた。

「ちょっと聞いてよー。昨日さぁ、ついに奴が夢に出てきたんだけど！」

「奴って？　誰のこと？」

「……橘マネージャーに決まってるでしょ！」

　みんな絶対に騙だまされている。

　休憩室で同期の子と話していた私は、自分以外に橘マネージャーの裏の顔に気づいている人がいないことを、改めて思い知らされた。

「えー。同期の中でエリカだけ興味なさげだったのにー。いつの間に夢で見るほど想い焦がれちゃったわけ？」

「はぁっ？　違うから。夢の中でも怒られて、さんざんこき使われたの！」

「……えぇ？　橘マネージャーがそんなことするわけないじゃん」

「あんたも目を覚ましなよ！　あいつ本当は、性格のひねくれた極悪男で……」

「お疲れ」

　その時、あまりにも良すぎるタイミングで登場した橘マネージャーの姿に、心臓が止まるかというくらい驚いた。

　朗ほがらかな微笑みを浮かべた瞳は、私からすれば心から笑っているようには到底思えない。

「……オツカレサマデス」

「お疲れ様です。橘マネージャー！」

　棒読みで挨あい拶さつした私とは対照的に、同期の子はぱっと花が咲いたような明るい笑顔を、橘マネージャーの方に向けている。

　表情を全く崩さない彼は、そのまま私の横を通り過ぎると思ったのに。

「今日、お前残れよ。残業代はつけてやるから」

　橘マネージャーは誰にも気づかれないように、めちゃくちゃ低い声で私に囁ささやいたかと思うと、何食わぬ顔で休憩室から出ていってしまった。




　……気まずい。気まずすぎる……。

　その日の閉店後、私は橘マネージャーに言いつけられた通り、メンバーズカードに店舗名と発行年のスタンプを黙々と押しまくっていた。

「結城、全部年が一年ずれてるぞ」

「……え、ウソっ」

「まったく、本当に使えないな。優しい俺が、直すの手伝ってやるから。後でコーヒーおごれよ」

　偉そうにそう言った橘マネージャーは、わざわざ隣の椅子に腰かけてくる。

　必要以上に近いその距離に、なんだかとてつもなく恥ずかしくなって、顔を赤くしたまま俯いてしまった。

「お前、普段強気なくせに、男には慣れてないのな」

　意地悪そうな笑みを浮かべた橘マネージャーが、わざと私の耳元でそう囁いてくる。

「今のセクハラ！」

「……ほんと、面白い奴」

　左側の耳だけが異様に熱い。何事もなかったかのように余裕な様子の橘マネージャーを、私は悔しげな表情で睨みつけていた。

「変なのは橘マネージャーの方でしょ。いい加減、みんなに本当の姿を見せればいいのに」

　腹が立って言い返した私を、橘マネージャーがじっと見つめていた。

「……俺だっていろいろあるんだよ。バーカ」

「私バカじゃないし……」

「大体、見た目と中身が一致してなくて何が悪い。無理な理想押しつけられて、勝手にがっかりされて。もうそういうの、いちいち相手にするのも面倒くさいんだよ。だから、周りが納得する俺で通してる。人生は風当たりが少ない方が、断然うまくいくって知ってるからな」

　急にたくさん喋り始めた橘マネージャーが、メンバーズカードを手に深く息を吐く。

　その横顔は、なぜだかとても寂しげに見えた。

「まぁ今は……こうしてそれが仕事に活かせているんだから、何も問題はないだろ」

　橘マネージャーのことがどうしてこんなに気になるのか、自分でもよくわからない。今までみたいに放っておけばいいのに、さっき見た橘マネージャーの表情が頭から離れていかなかった。

「問題ありまくりなんですけど。じゃあなんで、私の前では本性出してんの？」

「さぁ？　……なんでだろうな」

　眩まぶしそうに目を細めた橘マネージャーが、今まで見たこともないくらいはにかんだ笑顔を私に向けている。

　途端に心臓が壊れそうなほど高鳴り始めて、私は咄嗟に自分の胸の辺りを押さえた。今まで、橘マネージャーのことを、苦手だと思っていたはずなのに。私は不覚にも、その笑顔に見とれてしまっていた。




　店舗研修も半ばに差しかかったところで、私はとんでもないミスを犯してしまう。

　お客様から注文を受けて他店舗から取り寄せた商品は、到着したらすぐに、商品コードとサイズの確認をしなければならない。でも、私はうっかり確認し忘れて、間違った商品が到着したことに気づかないまま、お客様に連絡してしまったのだ。

「おい結城。客注の商品は、入荷の連絡する前にちゃんと伝票を見て、確認しろってあれほど教えたろ」

「……でも、送り間違えた店舗にも責任が……」

　どうしても納得がいかなくて、私は橘マネージャーに詰め寄っていく。

「言いわけは聞きたくない」

　私だけが悪いわけではないと主張しても、橘マネージャーは納得してくれない。

　その上急ぎで必要なものだったらしく、お客様の怒りは当然簡単には収まらなかった。結局、橘マネージャーがお客様に熱心に謝罪し続け、新作の商品を同じ値段で販売することで、ようやく納得してもらえたのだ。

　私はずっと立っているだけで、何もすることができなくて。自信もプライドも打ち砕かれ、自分の力のなさを思い知った。

「いいか結城。他店のミスだろうと、お客様には関係ない。それがわからないようなら、もうこの仕事やめちまえ」

　そんな風に突き放されて、私の心は悔しさで溢れかえった。

　負けたくない。いつか絶対、橘マネージャーを超えてみせる。

　私はそれから、どんなに怒られてもへこたれず、笑顔で働き続けた。橘マネージャーを見返すくらいすごい販売員になってやるって、心の中で密かに燃えていた。相変わらず細かいミスはするけど、私の提案を信頼してお店に通ってきてくれる常連さんも少しずつ増え、研修中の個人売上は同期の中でトップの成績だった。

　だけど肝心の橘マネージャーには、一度もほめてもらえたことがない。私を見つめる厳しい瞳は、ずっと変わらないままだった。




　研修が終わってから半年が経っても、私は順調に販売成績を伸ばし続けていた。

　橘マネージャーに関わる機会は研修期間の時より減ったけれど、たまに店舗の巡回にやってくるから、その時だけ顔を合わせて話すことができる。

　私はいつの間にか、その日を楽しみに待つようになっていた。

「えぇっ、橘マネージャーってまだ二十四歳なの？　絶対三十代だと思ってた！」

「悪かったな、老けて見えて。でも結城……お前だって、絶対十九歳には見えないぞ」

　いつの間にか、くだらない冗談を言い合えるくらいに親しくなっていた私たち。初めは嫌な奴って思っていたけど、もうそんな感情は頭の片隅にもなくなっていた。

　だって店では売上に貢献しているせいか、たまにミスしても誰も私を怒ろうとしない。私を本気で怒ってくれた橘マネージャーのことを、月日が流れるにつれ恋しいと思うようになっていた。




　ふたりの関係が変わったのは、橘マネージャーと出会ってから、二度目のクリスマスを迎えようとしていたあの日。

　ものすごく悲しいことがあったせいで、私は一日中、仕事が手につかなかった。

　だから夕方休憩室で橘マネージャーと出くわしてしまった時は、なんとなく気まずさが拭ぬぐえなくて。私は彼と顔を合わせた途端、顔を背そむけるように俯いてしまった。

「……どーも。お疲れ様です」

　落ちこんだ顔を見られたくなくて、私はお辞じ儀ぎだけして橘マネージャーの横を通り過ぎようとする。

「結城。今夜予定あるか？」

　急に声をかけられ、心臓が飛び出すほど驚いたが、私は努めて平静を装っていた。

「……いえ。特にありませんけど」

「じゃあ店終わったら、俺と飲みに行こう」

　どちらかといえば仲はいい方だと思っていたけれど、ふたりで飲みに行ったことなんてあるわけがない。

　相手は天下のモテ野郎。彼を狙っているお姉様方に見つかったら、八つ裂ざきにされてしまう気がして、仕事が終わるまでの時間がひどく憂ゆう鬱うつだった。




　看板のない隠れ家みたいなドアをくぐった先に、ダウンライトで照らされたモダンで落ち着いた雰囲気のカウンターが見える。

　橘マネージャーは慣れた様子で、奥にいるバーテンさんと気軽に話していた。

　う、うわぁ。なんか大人……こんなおしゃれなバーになんて、生まれて初めて入ったよ。

　キョロキョロと落ち着かない私の隣で、橘マネージャーがよくわからないカクテルを頼んでいた。

「落ち着け。結城は酒強いのか？」

「いや、強くはないです……」

　普段と違って恐縮しきりの私に、橘マネージャーは薄ら笑いを浮かべている。

　一体どういうつもりで、私をこんなところへ誘ったのだろう。こういうところに連れてくる女の人なんて、いくらでもいそうなのに……。

「お前、最近なんかあった？」

「……え？」

「いつもはバカみたいにヘラヘラ笑ってるくせに、今日は元気なかっただろ」

　同じ店で働くスタッフですら、私の異変になんて誰ひとり気づくことはなかった。それがよりにもよって、橘マネージャーに見破られてしまうなんて……。

「……ヘラヘラって……何その言い方」

「それがお前唯一の取り柄だろ」

　てっきり心配してくれたと思った私は、彼の横柄な態度に思わずムッとしてしまう。

「なんか、ものすごくバカにされてる気がするんですけど！」

「違うだろ。俺はほめてやってんの」

「え……!?」

　橘マネージャーから出た意外な言葉に、私は大きく目を見開いた。

　……ほめられたのなんて、入社して以来、これが初めてだ。

「……ウソ、嬉しい……」

　私はずっと、橘マネージャーに認めてほしかった。長い苦労が実った気がして、目尻に涙が滲にじんでくる。

「実は私……最近失恋しちゃって……」

「………へぇ。お前って、付き合ってる男いたんだ」

　低い声で相あい槌づちを打った橘マネージャーは、カランと氷の音を立てながら、お酒の入ったグラスを一気に傾けていた。

「違う違う。……幼おさな馴な染じみのお兄ちゃんに、小さい頃からずっと片想いしてたんだけど、その……今度結婚することになったらしくて……」

「……ふーん」

　あの話を思い出すだけで、テンションがどんどん下がっていく。

　私のどうでもいい恋愛話を、彼はゆっくりタバコを吸いながら静かに聞いていた。

「今日は橘マネージャーにほめられたし、どうでもいいや！　もう忘れる！」

　バーテンさんから出されたフルーティーで飲みやすいカクテルを、私は勢いで飲み干す。

「これ美味しいなー」

「……甘いけど、アルコール強いから飲みすぎるなよ」

「へ？」

「まぁ酔っ払って動けなくなったら、俺が責任持ってお前を持ち帰ってやる」




　数時間後、私はいつの間にか連れこまれたシティホテルの一室で、彼に横抱きにされたままベッドに運ばれていた。見事に深く酔ってしまった私は、とにかく気分がふわふわして、気持ちが良くて。

　橘マネージャーがそっとふかふかのベッドに寝かせてくれた時、唇には柔らかくてひんやりとしたものが優しく触れていた。

「……んっ……」

　泥酔しきった私の喉のどに流れこんでくる、ほど良い冷たさのミネラルウォーター。

　それを口移ししてくる橘マネージャーのシャツを、私は無意識にぎゅっと握りしめていた。

「……ん、んん～っ……」

「なんだ」

　やっと離された唇から、私は酸素を求めて浅い呼吸を繰り返す。

「あ……あの、私これ……ファースト、キス……なんです、……けど」

「へぇ、じゃあもうやめるか？」

　意地悪な顔をされて、なんだかとてももどかしい気持ちになった。橘マネージャーとキスするの、全然嫌じゃない。それどころか心地良くって、もっと触れていたくなる。

「……足りない」

　飲みすぎたのは、わざとだったのかもしれない。酔ってわけがわからなくなってしまえば、もっと彼に近づけると心のどこかで思ったから。

「責任なら、とってやってもいいけど」

「へ……？」

「……俺と付き合ってみるか？」

　冷たくて気持ちのいい大きな手のひらが、私の額を撫で熱い頬を包みこんでくる。

　すぐに小さく頷いて俯いたのは、もう心の大半を、目の前の人物が占めていたことに気づいたから。

　幼馴染のお兄ちゃんは、まるで好きな芸能人を見ているような、ただの憧れだったんだ。

　顔を上げた瞬間、また深くキスを施されて、意識が飛んでしまいそうになる。

　私の髪を優しくといた彼の瞳の奥には、激しい情欲がたぎっていた。

「……きゃっ……！」

　性急に服を脱がされて、私はあっという間に、生まれたままの姿にされる。

　どんなにダメだと訴えても、橘マネージャーの動きは止まらない。

　大きな手で身体を暴かれるたびに、身体の奥から痺しびれるような感覚が迫ってくる。

　膝裏を掴まれて大きく足を開かされた時、橘マネージャーは、心底楽しそうに私を見下ろしていた。

「……なんで、こんな、恥ずかしい格好……っ。も、やだ……」

「エリカ」

　耳元で名前を優しく囁かれたら、もう抵抗なんてできるはずがない。

　そのまま甘い痛みに飲みこまれて、私は橘マネージャーの肩口に顎あごを乗せ、広い背中に精いっぱい手を伸ばしてすがりついた。彼の意地悪な笑顔を見るたび、何度も心臓が打ち抜かれる。

　それは私だけが知っている、彼の本当の表情。

　まるで引きずりこまれるように、私は彼の腕の中に落ちていった。




　＊　＊　＊




　遠くから寧々の笑い声が聞こえて、私は重いまぶたを持ち上げ、焦点を天井に漂わせる。

　一体どのくらいの間、眠ってしまっていたんだろう。

　ゆっくり眠ることができたおかげで、先ほどよりも身体のだるさは軽減されていた。さっきまでおでこにあった冷たい手の感触が、なんだか無性に恋しい。

「……ふー……」

　額にうっすらとかいていた汗を、タオルで拭っていく。

　下腹部の辺りがじんわりと熱く疼うずいていることに気づき、私は思わず頭を抱えた。

　……まさか、今さら初めて橘マネージャーに抱かれた時の夢を見るなんて。一体なんなの？　欲求不満？　風邪をひくと人肌が恋しくなるって言うけど、勘弁してほしい。

「おい結城、調子はどうだ」

　ぼーっとしていたところで横からいきなり話しかけられて、私はびくっと肩を揺らす。目を合わせるのが恥ずかしくて、ひたすら俯いていた。

「……まだいたの。もう大丈夫みたいだから、帰っていいよ」

「さっきより顔赤いな、熱、上がってるんじゃないか」

「……やっ……！」

　おでこに触れようとしてきた彼の手が目に入った瞬間、私は思わずその手を叩いてしまう。

　顔が赤いのは、多分、熱のせいじゃない。

「しょーちゃんっ」

　パジャマ姿から可愛いフリルのついたワンピースに着替えた寧々が、こちらに向かって元気に叫びながら走ってくる。

　そのまま後ろから橘マネージャーの足に抱きついたのを見て、私は驚き目を見開いた。

　しょ……しょーちゃんって、何!?

「どうした寧々、もっと俺と遊びたいのか？」

「うんっ！」

　軽々と寧々を抱き上げた橘マネージャーに、寧々がとびきりキュートな笑顔を向けている。

　……何？　なんでこのふたり、こんなに仲良くなっているの？　ていうか寧々を着替えさせてくれたのって、まさか……。

　オムツ替えをしている橘マネージャーの姿なんて、とてもじゃないけど想像できない。だけど寧々をあやしている姿は、なんとなく様になっていて……。目尻を下げて愛おしそうに笑う彼の表情に、胸がズキリと痛む。

　そんなに父親になりたかったのなら、あの頃少しでも、私の話を聞いてくれれば良かったのに。私がどんなに会いたいと訴えても、橘マネージャーは仕事を理由に断ってばかりだった。

　今さらどんなに願ったって、あの頃に戻ることなんてできない。私と橘マネージャーを繋ぐ絆なんて、もうどこにも存在しないのだから。

「……勝手に、寧々のこと呼び捨てにしないで」

「別にいいだろ。寧々も俺の名前、気に入ったみたいだし」

「うん、しょーちゃん！」

「寧々のママは薄情だなー。どーせ、俺の名前なんて覚えてないんだろ」

　……何言ってんの。名前なんて、簡単に忘れられるはずがないのに。

「……翔しょう太た」

　二年ぶりに呼んだその名は、嫌になるくらい私の身体に馴染んでいる。

「翔太でしょ。それぐらい覚えてる」

「……お前のそれ、懐かしいな。ちょっとクるわ」

　意味ありげにニヤニヤと笑う目の前の男を見て、名前で呼んでしまったことを激しく後悔する。

　私たちは、付き合ってからお互いを呼び捨てで呼ぶようになるまで、そう時間はかからなかった。でも私が相当恥ずかしがったせいで、呼び合うのはふたりきりの時だけだった。

　そして大抵ベッドで繋がっている時に、橘マネージャーは決まって私に自分の名前を呼ばせた。

　そんな昔の痴態をまさかこの場で匂わせるなんて……ひどい嫌がらせだ。

「このセクハラエロオヤジ……」

　こういうところ、全然変わっていない。爽やかな見た目とは似つかわしくない、最低なほどの変態ぶり。

「俺はオヤジじゃない。まだ二十八だ」

「中身はまるっきりオヤジだから。自覚ないのが一番ヤバイと思うけど」

　マジで社内トラブル専門のコールセンターに通報してやりたいくらいだ、と心の中で罵ののしる。

「いいから病院行くぞ。さっさと着替えろ。なんなら手伝ってやろうか」

「寧々を連れてリビングに行っててください。……直ちに」

　私が本気で睨みを効かせると、橘マネージャーは首をすくめながら、寧々を連れてドアの方に向かっていってしまった。

「ママがキレたぞ。怖いから行こうぜ」

　なんだか私よりも寧々と仲が良くなってしまった気がして、非常に悔しい。

　もう関わらないでって、言ったはずなのに……。

　さっきから、橘マネージャーのペースにうまく乗せられている気がする。

　不満に思いながらも服を着替え、リビングに向かった私は、キッチンに立って洗い物を片づけている橘マネージャーの姿に、口を開けたまま固まってしまった。

「お粥かゆあるけど、腹減ってるなら今食うか？　寧々にはさっきうどん食べさせてやったからな」

「え……まさか作ったの？　てか料理とかできる人だったの？」

「こんなの作ったうちに入んないだろ。まさかお前……お粥も作ったことないのか？」

「……できないんじゃなくて、やらないだけであって」

「だから相沢がいろいろ世話焼いてやってるわけか。納得した」

　料理もできない女だったのかって、笑われてしまいそう。

　でももう別れた後だし、橘マネージャーにはそんなの関係ないよね。

「お前意外と不器用だもんなー。まぁいいんじゃねぇの、欠点なんて誰にでもあるだろ」

　瞬時に頬に熱が集まってきて、私は慌てて橘マネージャーから視線を外した。

　バカにされると思ったのに、橘マネージャーはなんでもないことのように私をフォローしてくる。

　そういうこと言うのは、調子が狂うから本当にやめてほしい。




　結局何も口にすることはできなくて、私は病院で点滴を打ってもらった。

　薬をもらって車に乗りこむと、中で待っていた橘マネージャーに、お礼の言葉を告げる。

「ありがとうございました。寧々の面倒もずっと見ててくれて。あの、いろいろ買ってきてくださったみたいなので……受け取ってください」

　運転席の橘マネージャーに渡そうと思い、私は財布からお札を取り出す。

「いらない。上司が部下に金出させたりすると思ってんのか？」

「でも……」

「お前さえ良ければ、たまに寧々の遊び相手になってやりたい。俺にお礼したいなら、了承してくれ」

　逃げ道をふさがれてしまった私は、思わず黙りこんでしまう。

　橘マネージャーはずるい。ここまでしてもらったら、断れるわけがないのに。

「……わかりました」

「寧々、また遊びにくるからな」

「わーいっ」

　女ならこんな小さい子まで夢中にさせてしまうのか。

　車内でいちゃいちゃする寧々と橘マネージャーに、もやもやしたものがこみ上げてくる。

　それがどちらに対する嫉しっ妬となのか、頭が働かなくてよくわからない。

　しばらくするとマンションに着き、このまま帰ると思った橘マネージャーは、また寧々と手を繋いで中に向かって歩きだしてしまった。

　まさか、うちに泊まるつもりじゃないよね……？

　後ろから強い視線を浴びせても、彼は寧々との会話に夢中で、全く気づいてくれない。

　いくらなんでも、それはないか。私が家事できないし、寧々も懐いているから……ただ、それだけの理由。どこかがっかりしている自分に、そう言いわけした。




「冷蔵庫にプリンとゼリー入ってるから、食えそうになったらなんでもいいから口に入れろよ。あと脱水にも気をつけろ。スポーツドリンク買っておいたからな。お粥は明日の朝、温めるだけで食えるから。さっき雑炊風に味つけし直したから、寧々も食えると思う」

「……オカンか」

　橘マネージャーのあまりのいい主婦ぶりに、つい心の声が口に出てしまう。

「お前は素直にお礼が言えないのか？」

「ありがとうございます。大変助かりました」

　寧々と一緒に玄関でぺこりとお辞儀した私を、橘マネージャーはじっと見つめていた。

「……？　何か」

「あ、いや……その……」

　心なしか、橘マネージャーの頬の辺りが赤い気がする。

　彼は手のひらで自分の口元を隠すように覆っていた。

「俺に触られても、平気か？」

　言われたことの意味がわからなくて、私は首を傾かしげる。

　……ああ、寧々のことか。かなり好かれていると思うけど、そういう自覚はないのだろうか。

「別れ際に抱きしめたいならどうぞ、ご自由に」

「……言ったな」

　その気持ちならわからないでもない。

　私なんて託児所での別れ際、頬ずりした上でほっぺにキスまでするから、毎回由子を呆れさせている。

「なっ!?」

　だけど次の瞬間、腕の中に引き寄せられたのは、なぜか私自身の身体で。

　隙間なく密着した身体の感触に、頭の中が一気に沸騰した。すごい力で顔を胸にうずめられて、思うように声が出せない。後頭部に回った手のひらが、私の髪を撫で、思考を麻ま痺ひさせる。香水がほんのりと混じった匂いが懐かしくて、気がどこかに遠のきそうになる。

　気がついたら今にも唇がくっつきそうなほど、整った顔が間近にあって。

「……うっ……！」

　私は渾身の力で、拳こぶしを突き出していた。

　顔を歪めた橘マネージャーが、よろよろと後ずさる。

「……は、腹にグーはねぇだろ……」

「黙れ！　色魔！」

　寧々のことだと思って油断した。

　今日の見返りにこんなことを要求されるくらいなら、いくらでもお金を払ってやるのに。

「抱きしめていいって言ったのは、お前だろ」

「はぁ……本当に最低。私の風邪うつってしまえ」

　二年見ない間に、随分軽くなったものだ。彼女でもない女に、簡単にこんなことしようとするなんて。

「私はそういうの無理だから。どうぞ他を当たってください」

　セフレみたいな関係は、もう絶対にこりごり。

　あの頃と同じように、気軽にそういうことができると思ったら大間違いだ。

「ほら寧々、さっさとバイバイして」

「しょーちゃん！　バイバイ！」

「バイバイ寧々。寂しくなったらいつでも隣に来いよ」

「……隣……？」

　言っていることの意味が、よくわからない。

　首を傾げた私に向かって、橘マネージャーが不敵な笑みを浮かべていた。

「ああ。俺、昨日からお前の部屋の隣に住んでんの」

　ウソだと思って外に出ると、橘マネージャーは本当に鍵を開けて、隣の部屋に入ろうとしている。

「ありえない……」

　勝ち誇った表情を浮かべる彼の姿を、私は突っ立ったまま複雑な思いで見つめていた。










嫉妬とジレンマ




　十二月に入ると、夜の冷えこみが一層厳しさを増してくる。

「……うわっ、雪降ってるし。早く帰ろっと」

　バックヤードの奥にある休憩室の窓から外を覗くと、ちらちらと雪が舞っているのが見えた。

　最後のひとりだった私が暖房を消し、戸締りを確認して、休憩室の電気を消す。フロアに出るためバックヤードを通ると、今日荷受けしたダンボールの箱が、通路の真ん中に放置されたままになっていた。

「……もう、置きっぱなしにしたの、誰？」

　商品の入ったダンボールは、見た目よりかなり重たい。

　棚の上に乗せようと思ったら、高いヒールを履いていたせいかバランスを崩してしまった。

「う、わっ！」

「……お前、こんなのひとりで持ち上げようとするなよ」

「え？　きゃあああっ！」

　暗闇からいきなり現れた橘マネージャーに、私は悲鳴を上げる。

　彼は片手でダンボールを押さえながら、もう片方の手を私の腰の辺りに回していた。

「ちょっとなんで！　早番で帰ったのに、なんでいるの!?」

「忘れ物を……取りに来ただけだ。静かにしろ。守衛が勘違いしたら迷惑かけるだろ」

「迷惑なのはそっちだからっ！」

　焦りまくる私をよそに、橘マネージャーは平然と私のお腹の辺りを撫でつけてくる。

「子供産んだわりには……随分と細い腰周りだよな。むしろ痩せたか？」

　低い声で耳元に囁かれると、身体の力が抜けそうになってくる。まるで発熱したように、頬は赤らみ心臓の鼓動が一気に速さを増していった。

　ダンボールで手がふさがっているのをいいことに、私の背筋から腰にかけてを、橘マネージャーの手が遠慮なく這はい回っていく。

「抱き心地悪くなるから、これ以上痩せんな……うっ…！」

　先週から懲こりることなく平気でセクハラしてくる最低男の足を、私は力いっぱい自分の足で踏みつけていた。




「……寧々頼む。痛い痛いの飛んでけーってやつ、俺にやって？」

「たいの、とんでけーっ！」

　橘マネージャーは私に踏まれた足をさすりながら、託児所帰りに擦すり寄ってきた寧々に、とてつもなくくだらないことをさせている。

「ああいうの、もう絶対にやめてよね」

　威い嚇かくして毛を逆立てている猫のような私に、彼は眉根を寄せながら反抗的な態度をとっていた。

「ついでだから。俺の車で送ってやるよ」

　なんのついでなのかよくわからない。

　忘れ物があると言った橘マネージャーは、ダンボールをひとりで片づけた後、結局何も取りに行かなかった。

　まさか……なかなか帰ってこない私を心配して、迎えに来てくれたとか……？

　運転席に座る橘マネージャーのことを、私は訝いぶかしげに睨みつける。

「寧々、ＤＶＤ見るか？　なんのアニメが好きなんだ？」

　そういえばこの人、子供嫌いに見えて意外と面倒見が良かったっけ。オムツ替えもやってくれていたみたいだし……。もしかしたらすでに隠し子のひとりやふたりくらい、どこかに存在するのかもしれない。

「なんだよお前。その膨れた面は」

「……いえ。独身にしては、あまりにも子供慣れしてるなって思って」

　なぜだかそれが面白くなく感じた私は、思ったことをつい直球で聞いてしまった。

「……あー……。俺の兄貴、子供が三人いるからな。高校の時からそいつらの面倒見てたし、結構小さい子供の扱いには慣れてる。……好きなんだよ、子供が。今も帰省した時は、俺自ら面倒見てるくらいだし」

「へ、へぇー」

　イケメンのくせに子供好きとか、さすが女にモテる要素が満載の人だ。

　橘マネージャーの家族の話なんて、付き合っている時には話題にすら上がらなかったのに。

　いや、むしろ聞きたくても、私は彼には何も聞くことができなかった。『会いたい』と言っても、『仕事が忙しい』と言われてなかなか会ってもらえなかった。そのくせ自分は、深夜だろうとなんだろうとかまわず私を呼び出して、朝まで激しく求めてきた。

　橘マネージャーは、自分勝手で最低な人。

　あの頃の私は、信じたい気持ちと不安に苛さいなまれて、がんじがらめになっていた。

　……別れてから家族のことを知るようになるなんて、なんかおかしな話だ。

「でも女の子はやっぱり可愛いな。うちの兄貴の子はみんな男だし、行動も大胆だから」

　彼の優しい目元を見ていると、居心地が悪くて少し息苦しくなる。

　寧々へ無邪気に笑いかける橘マネージャーの顔は、私を看病してくれたあの日のものと、全く一緒だ。

　ここのところほぼ毎日、彼は寧々絡みで理由をつけてうちに来る。ご飯も作ってくれるし、家事だって、寧々のことだって率先してやってくれるから。私もなんとなく、橘マネージャーのことを遠ざけづらくなっていた。

　特に彼の車での送り迎えは、私たちの間で恒例行事のようになってしまった。

　さすがに毎日は悪いと思って断った時もあるけど、橘マネージャーは全然聞き入れてくれない。子供用のチャイルドシートまでわざわざ買ってしまったらしく、それが鎮座する助手席を見た時は、さすがの私も観念してしまった。




「おはようございます」

　着替えと化粧を終えた私は寧々を連れ、玄関で待っている彼のもとへ向かう。

「寧々、準備できたか？」

「はーい！」

　寧々は、小さな手を一生懸命ピンと伸ばしながら返事した。

　すると橘マネージャーはそこに突っ立ったまま、私たちをじっと見つめていた。

「……かわい……」

「当然です」

　百八十センチ近くある橘マネージャーから見下ろされるとイラッとするけど、自分の百五十センチという小柄な体型はこういうものが似合うから得だと思う。

　今日は寧々とおそろいのポニーテールで毛先を緩く巻き、イヤーマフと雪柄のポンチョを身につけていた。

　このコーディネイトが可愛いことなんて、仮にも服を売る販売員なんだから、言われなくともわかっている。

「お……俺は、寧々のことを言ったんだ」

　そう言うなり、橘マネージャーは急いで私に背を向ける。

　後ろから見た彼の耳が、少しだけ赤くなっているような気がした。

「ちょっと、中までついてこないでって、いつも言ってるでしょ」

「もう今さらだろ。俺だって、寧々と別れの挨拶ぐらいしたいんだ」

　託児所の入口でなんやかんや言い争っていると、由子が顔をニヤつかせながら、寧々のことを引き取りに来る。

「寧々、じゃあママお仕事行ってくるね」

「うん。バイバイっ」

　橘マネージャーを押しのけて寧々に抱きつくと、後ろから焦りの声が上がった。

「おいずるいぞ」

　ここまで子供好きだとは、私も正直思わなかった。

　屈んで寧々を抱ほう擁ようしながら別れを惜しんでいた私を真似て、橘マネージャーも寧々のことをぎゅっと抱きしめている。

　由子や他の保育士さんは、その微笑ましい光景を見て頬を赤く染めていた。

「ちょっとー、旦那さん素敵じゃない。あんなにイケメンな上、子こ煩ぼん悩のうで」

　いつから旦那になったんだと突っこみたくなる衝動を、私は必死で抑えている。

「最初はなんかわけアリかなって思って聞きにくかったんだけど……。エリカの旦那さん、やっと出張から帰ってきたばっかりなんだって？　良かったね～」

「はは……」

　この間偶然、橘マネージャーの車で帰ろうとしているところを由子に見られてしまった。しかも「パパなの？」と聞かれた寧々が、あろうことか頷いてしまって……。今さら否定することもできず、ウソが日に日に増えていく。

　嬉しそうなのは、橘マネージャーだけだ。




「何それ。聞いてるこっちが恥ずかしいんだけど。どこのラブラブカップルの話なの」

「……喧嘩売ってる？」

　袋に入った商品をレジカウンターの脇で一枚一枚仕分けながら、私は目の前に立つ美月に向かって眉根を寄せていた。

　こんなことになってしまった全ての原因は、あの日橘マネージャーに私の看病を託してしまった美月にある。

「しかも毎日車で送り迎えしてくれるんでしょ？　いいねぇ愛されてるねー」

「間違えないで。愛されてるのは寧々だから」

「もう、エリカは本当に強情なんだから」

　そんなこと言われても、これは事実だ。

　橘マネージャーの寧々に対する猫可愛がりぶりは、完全に身内の私を凌りょう駕がしている。

「ねぇ美月。いつから知ってたわけ」

「へ、何が？」

　明らかに面白がっている様子の美月を、私はじーっと睨みつけていた。

「うちの隣に、橘マネージャーが住んでたこと」

「ああ……。まぁ、最初から？」

「はぁ!?　なんですぐ教えてくれなかったのよ」

　知っていたら、最初からもっと警戒できたのに。

　慌てふためく私を見ながら、美月は口に手を当てて明らかにほくそ笑んでいた。

「うん。最初は変質者かと思ったんだけどね。話したでしょ？　あんたの部屋の周りうろついてる、変な男がいたこと」

「あー……」

　そういえば以前、美月にそんな話をされた覚えがある。

「驚いたよ。あの人がエリカの元カレだって知った時は。なんか必死だねぇ、託児所の先生まで味方につけて。完全に外堀から埋めにかかってるね」

　美月はどうやら、橘マネージャーが私を好きだと思っているらしい。

「絶対さぁ、東京から追いかけてきたんだよ、エリカのこと。じゃなきゃ、わざわざ隣の部屋借りたりしないって～」

「はぁ……そんなこと、あるわけないでしょ」

　彼女の昼ドラ並の妄想話を聞き流しながら、私はパソコンで十二月のシフト表の最終調整を行う。この前橘マネージャーにさんざん小言を言われたから、今月はほぼ抜かりない出来だ。

「うわー……、ここぞとばかりにゆりちゃん入れたねー」

「うん。だって彼女珍しく、十二月の公休希望出さなかったから。いつも週二とか週一くらいしか入れないのに、大学が冬休みの間は週五でもかまわないって、本人の希望なんだもん」

　彼女はまだ十代だが、バイトでは一番長く働いているし、指示すればひと通りの業務をほぼ問題なくこなしてくれる。噂好きで私語が多いところが、玉にキズだけれど。

「なんかさー休憩室で騒いでたよ。『ヘルプの橘マネージャー、めちゃくちゃかっこいい』って」

「……へぇ」

　あの人はきっと、どこへ行ってもモテるだろう。

　昔はそんな話を聞くたび、いちいち不安になっていたけど、今の私には全く関係ない話だ。

「そんなに余裕で大丈夫なの？　絶対落とすって、あの子息巻いてたよ」

「……別に。橘マネージャーが誰と付き合おうが、私には関係ないから」

　美月にはそう言ったけど、私は自分の心の中に、どうしようもない矛盾を抱えている。

　本当に誰と付き合ってもかまわないし、そのことに関して私に口出す権利はない。別れてからの二年間、橘マネージャーにだって彼女ぐらいいたと思うし。

　……でもその姿を見るのが、たまらなく嫌で仕方ない。私のことを傷つけたくせに、自分だけが幸せになるのなんて許せないし、祝おうとも思えない。だから知りたくない。私から見えないところで、勝手にやってほしい。

　橘マネージャーとその彼女が仲良く並んでいるところを想像するだけで、気持ち悪い感情が渦巻いて吐き気がしてくる。

　東京を離れ地元に帰ってきたのも、これが一番の理由だった。別れてからもう二年の月日が流れて、橘マネージャーへの想いは吹っ切ったはずなのに、その気持ちだけは一向に変わる気配がない。

「結城」

「……はい、何か」

　バックヤードの中で橘マネージャーに声をかけられて、渋々立ち止まる。

「お前、なんか顔色悪いぞ。風邪ぶり返したんじゃないか？」

「いえ。大丈夫です」

　気遣いの言葉をかけてきた彼に対して、私は無ぶ愛あい想そうに言葉を返していた。

　それでも丸くて黒い瞳が、そこはかとなく強い力で私を見つめてくる。

　無視して品出しのダンボールを持ってすれ違おうとしたら、彼に手首を掴まれていた。

「無理すんな。休憩室で少し休んでろ」

「なんですか？　もう売り場出るから手を離してください」

　この人、どこまで私に干渉してくるつもりなんだ。まぁ私が倒れたら困るのは寧々だから、こんなに必死になってるんだろうけど。

「あのですね。今ダンボールに入ってるコート、この冬一番の人気商品なんですよ。ずっと発注かけてて、今日ようやく補充分が上がってきたんです。だから一秒でも早く売り場に出したいんですけど」

　マネージャーのくせに、ここまで言わないとわからないのだろうか。

　黙ったまま無言の圧力をかけてくる橘マネージャーは、それでも握りしめた手の力を緩めようとはしなかった。

「それは俺が出すから」

「……は？」

　苦しげな声を上げた橘マネージャーは、まるで懇こん願がんするかのような強い瞳で、私のことを射抜いてくる。

「頼む。少しだけでもいいから、休んでくれ」

「……別に、大丈夫ですけど」

「お前ろくに休憩もとってないだろ。昼だって十分で飯食って、その後ずっと裏で仕事してるじゃないか」

　今までゆっくり椅子に座って休んだことなんてない。休憩室の奥には事務所があるから、むしろ休憩時間のほとんどを売り場でできない細々とした雑務をこなすことに当てていた。

　よく見てるな……。私のことなんて、そんなに気にしてないと思ったのに。

「……休憩時間に何しようが、私の自由でしょ」

「休憩時間に仕事をするのは、立派な就業規則違反だ。俺が、なんのためにここに来たと思ってる？」

　そう言われてしまったら、何も言い返すことはできない。

　だから嫌なんだ、本部の人間は。きれい事ばっかり言って、現場の状況を把握していない。こっちは休むくらいなら売り場に出て、一着でも多く服を売りたいのに。サービス残業なんて当たり前の覚悟で仕事に臨まないと、一番になんてなれない。

　他の店舗でもみんな同じことをやって売上を維持しているのを、橘マネージャーもさらに上の人も全然わかっていない。

　ダンボールを奪い取られてしまった私は、悔しくてフレアスカートの裾すそを握りしめていた。

「……何拗ねてんだ。まだ文句あるのか」

「別に何も」

　こんな風に追いこまれてしまったら、素直に従わざるを得ない。

「じゃあとっとと休憩室行け。なんなら俺が抱きかかえて連れていってやってもいいぞ」

「それは全力で遠慮します」

　即座に後ずさった私を見て、橘マネージャーが口元に薄く笑みを浮かべている。

　この笑い方は嫌いだ。まるで私は子供だと、お前の考えていることなんてバレバレなんだと、心の内側まで全て見透かされているような気分になるから。

「このコート、この店だけ多めに配分するようにバイヤーに頼んだの、俺だから。感謝しろよ」

「……っ！」

　最後にずるい言葉を残した彼の背中は、なんだか昔よりも随分遠くなった気がした。




「橘マネージャー、おはようございますぅ」

「おはよう。えっと……バイトの白しら鷺さぎさんだっけ？」

「うわぁ！　まだ数回しか会ってないのに、名前覚えてもらえたんですねぇ。ゆりちゃんって呼んでくれたら、もっと嬉しいですぅ」

　ゆりちゃんこんなに高い声出せるんだ、って思いながらその会話を聞いていたら、隣で売価変更のシールを作っていた美月から小さく舌打ちが聞こえてきた。

「ありがとうございました。またお越しくださいませ」

　カウンターから出て直接お客様の前に立ち、袋に入った商品を渡す。

　振り返ると、美月の目は般はん若にゃみたいにつり上がっていた。

「ちょっとエリカ」

「えっ、な、何？」

「あんたがあんなにゆりちゃんシフトに入れまくったから、毎日私の不快指数が上がってしょうがないんですけど！」

　ゆりちゃんの気合の入れようと橘マネージャーに対するアピールぶりには、私も結構驚かされる。

　つけまつげとか、一体何個ぐらい重ねづけしているのだろう。

　もともと大きかった彼女の目は、さらに一・五倍くらいの大きさまで盛られていた。

「すごいよね……。まぶた筋肉痛になりそう。私だったら瞬きするのも精いっぱいだよ、きっと」

「問題はそこじゃないから」

「え、そこが一番の問題でしょ」

　美月が苛立ちの様相を見せている。呑気に返事を返す私のことも、なぜか気に入らないらしい。

　私なんか、寧々と暮らすようになってからゆっくり化粧できた試しがない。橘マネージャーがいたら寧々の相手をしてもらえるけど、それでもほとんど不可能だ。

　なんせ寧々は女の子だから、私の化粧品にめちゃくちゃ触りたがる。この前なんかアイライン引いている時に背中から突進されて、目からはみ出してえらいことになった。

　橘マネージャーなんて、爆笑しながら夢中でカメラのシャッター切ってたし。

　そういえばあの写真消してもらったか、ちゃんと後で確認しとかないと……。

「関係ない私でも、見てるだけでこんなに苛々するのに。ねぇエリカ、本当に心配にならない？　それとも何？　そのポーカーフェイスの下ではものすごくヤキモチ焼いてんの？」

　美月が私の両肩を掴んで、ガクガクと揺らしてくる。

「え、ちょっと。美月興奮しすぎ」

　大体、なんで私が嫉妬なんてしなくちゃいけないんだ。あの様子を見ていれば、橘マネージャーにその気がないことなんて一目瞭然なのに。

「今月って結構あたしとシフトかぶってますよね？　橘マネージャーとたくさん会えるなんて、ゆりとっても嬉しいですぅ」

　ゆりちゃんは大きな目を瞬かせながら、橘マネージャーのことを上目遣いで見上げている。

「十二月は日を追うごとに忙しくなるから、気合入れて頑張ってね」

　お前は誰だと言わんばかりの爽やかすぎる橘マネージャーの笑顔に、ゆりちゃんの頬がぽっと赤く染まった。

　興味のない相手には、昔からあの表向きの顔で対応するのが彼の鉄則だったりする。地を出していないってことは、多分口説く気がないってことなんだ。

「店長！　いい加減注意して」

　他の店員とも私語ばかり繰り返しているゆりちゃんのもとに、美月が私を差し向ける。

「ゆりちゃんあのさぁ……、喋ってばかりいないで、もうちょっと手動かして？」

　できるだけ、角が立たないように優しく注意したつもりだった。

　でもゆりちゃんは、みるみるうちに顔の表情を曇らせてしまって。

「……え？　ちょっとゆりちゃん？」

　ゆりちゃんは、口元を手で押さえたまま、橘マネージャーのもとに向かっていく。そしてわざとらしく彼の右腕に手を絡めながら、こう言い放った。

「橘マネージャー……結城店長、言い方キツくないですか？　ゆり、もうお店に来るの怖くなっちゃいそうです……」

「……はぁっ!?」

　その猫撫で声に、いち早く反応したのは美月だ。

「美月、……いいから」

　ゆりちゃんのしたたかさは、こういうところで発揮される。

　橘マネージャーに慰なぐさめてもらってちゃんとしてくれるなら、私は別にそれでかまわない。

「結城が？」

「……はい。私いつも、店長にいじめられてて……」

　すがるように潤ませた彼女のことを、傍はたから見ていて素直に可愛いと思った。

　若いっていいな。やっぱり武器になる。十代って最強の時代だったな。

　そんなことを考えながら橘マネージャーの反応に注視していると、彼は表向きの笑顔でとんでもないことを口に出していた。

「……ああ。あいつの指導係、俺だったから、やり方も似たのかもしれないな。期待してる奴に厳しく当たったり、反応が面白くて、ついかまっちゃうとことか」

「……え？」

　目を丸くしたのは、ゆりちゃんだけじゃない。その場にいた全員の目が、橘マネージャーに注がれる。

「結城店長はここのブランドでトップクラスの販売員だ。白鷺さんも、盗めるところは積極的に盗もうな」

　橘マネージャーにほめられて、嬉しくないはずがない。恥ずかしくて、ふいに向けられた彼の意味ありげな視線から、私はぱっと顔を逸らす。

　なんなの……何が言いたいの？

　隣にいた美月に肘ひじでつつかれて、私の顔はますます赤く染まっていた。




「ありがとうございました」

『蛍の光』が流れる店内で、私は最後のお客様をとびきりの笑顔で見送る。

　橘マネージャーが手配してくれたコートはやはり飛ぶように売れ、今しがた最後の一着まで売りきってしまった。

　この販売ペースなら、もう一度補充ができそうだ。いざとなったら西日本の店舗に交渉して、在庫を分けてもらおう。

　ほくほく顔で売り場を見渡すと、もうほとんど商品整理が終わっていた。

　手が空いていた橘マネージャーとゆりちゃんがふたりで頑張ってくれたのだろう。

「お疲れ。やったな。これで俺も、バイヤーに嫌味言われなくて済むぜ」

「追加の分も、できたら頼んでほしいんだけど……」

「んなの、売りきれる前からとっくにやってる。とりあえず明日の午後必着で、大阪の店舗からもらうことになった」

「さすが」

　キラキラと目を輝かせた私の頭を、橘マネージャーが優しく撫でてくる。

「お前の周りには優秀な奴がいっぱいいるんだからな。こうやって、遠慮せずどんどん人を頼ったらいいんだよ」

　その時一瞬だけ、時が止まったように感じた。

　私に向けられた笑顔が、付き合うきっかけとなったあの夜の笑顔に、ひどく似ていたから。

「……はい……」

　でもダメ。昔のように惹かれてはいけない。

　私は何度もそう自分の心に言い聞かせていた。

　もう、好きになったりしない。同じ轍てつを二度も踏んだりしない。

「お疲れー」

「お疲れ様でしたぁ」

　十二月になってから、売上目標に達しなかった日が、まだ一度もない。

　私はすでに疲れてぐったりだけど、ゆりちゃんは出勤時とさほど変わりないテンションだった。

「あの……橘マネージャー、この後なんですけど……」

　攻める女ゆりちゃんが、ちょっと後ろから上目遣いで橘マネージャーのコートの裾を掴んでいる。

　ここまで恋愛体質を貫けるのは、ちょっと羨うらやましい。計算されつくした、男を誘惑する仕し草ぐさを見て、年上の自分の方が妙に感心してしまった。

　……男ってああやって、悪い女に騙されるんだ。

「何？」

「あの……その……」

　ゆりちゃんが口ごもりながら、ちらちらと私の方に視線を送ってくる。

　あーはいはい。ふたりきりになりたいから、邪魔者はさっさと消えろってことだよね。

「私、急いでるので先に帰りますね。お疲れ様でした」

　雪も積もっていないし、久しぶりに寧々と星を見ながら歩いて帰ろう。

　そう思った私は、意気揚々とエレベーターに乗りこもうとしたのだけれど。

「……わっ……！」

　後ろからコートの襟えりぐりを引っ張られて、重心が傾く。

「結城、お前明日早番だろ？　ほら、事務所の鍵忘れてる」

　無造作にポケットに突っこまれた手から、チャリ、と鍵のこすれる音が鳴った。

　っていうかあなたも早番ですよね？　別に、私が持ってなくてもどうせ一緒に来るんだから、渡さなくていいんじゃ……。

〝先に行って待ってろ〟

　次の瞬間、唇の動きだけでそう言われたことに、私は気づいてしまった。

　ポケットの中にあるのは、事務所の鍵じゃなくて橘マネージャーの車の鍵で。

「……お疲れ、様でした」

　若干顔を引きつらせて、私はエレベーターに乗りこむ。ドアが閉まる瞬間、こちらを向いた橘マネージャーの口元が、意地悪そうに孤を描いているのが見えてしまった。

　この後ゆりちゃんと食事とか……一緒に行くわけじゃないんだ……。

　橘マネージャーの意図を知って、私はホッと胸を撫で下ろす。安心した理由を一瞬考えて、すぐにやめた。

　歩いて帰るには寒くなってきたし、あの車は外車で、シートの乗り心地は半端なくいい。寧々がいつも、嬉しそうに運転席の橘マネージャーに話しかけている様が頭に浮かぶ。

　助手席に寧々以外の女を乗せたりしたら、大事なお姫様に嫌われちゃうもんね。




「しょーちゃん……」

「大丈夫だよ、寧々。もうすぐ来るから」

　託児所に姿を現したのが私ひとりだったから、寧々はしょんぼりしていた。

　ママがそばにいるのに……こんな反応されると、結構複雑な気持ちになる。

　今や完全に橘マネージャーに懐いてしまった寧々は、彼がいないと本当に寂しそうな顔をする。この前は由子に聞かれてたまたま頷いてしまっただけだろうけど……。

　寧々の父親は、私もよく知っている人物だったりする。

　でもまさか……橘マネージャーのこと、本当にパパだと思ってたりしてないよね？

「なんだそれ。……たぬきか？」

「みんなが大好きな、猫型ロボットのつもりですけど」

　寧々と車の中の曇ったフロントガラスに指でお絵かきしていたら、運転席のドアが開いて橘マネージャーが乗りこんでくる。

「しょーちゃんっ！」

「ただいま、寧々～っ。今日お迎え行けなくてごめんな？」

「ううん」

　橘マネージャーの顔を見た途端、寧々の機嫌はすこぶる良くなっていた。

「あ、……あのさ結城」

「何？」

　たぬき呼ばわりされたことが悔しくて、必死で描いた寧々の好きなキャラクターを手で消していく。

　後部座席にいる私を、橘マネージャーは真剣な表情でじっと見据えていた。

「あの子、白鷺さんだっけ？　ものすごくしつこかったけど、普段からああいう感じなのか？」

「いや、あなたにだけでしょ。狙われてるの、わかってるよね？」

　私の言葉を聞いて、橘マネージャーは気まずそうに表情を曇らせている。

　どうやら自覚はちゃんとあったみたいだ。

「うちの従業員は、みんな知ってると思うよ。あんなにあからさまな態度なんだから」

「……ああ、うん。でも俺は、飯もちゃんと断ってきたし……」

　まるで言いわけするようにそうぼやいた橘マネージャーは、少し焦ったように視線を泳がせていた。もしかして、私たちに気を遣って断ってきたのかな。

「別に、私と寧々のこと、気にせず遊んできてもいいよ。好きでしょ？　ああいう若くて可愛い子が」

「……どういう意味だ」

　橘マネージャーの声が一気に不機嫌になる。

　だって、私も橘マネージャーに口説かれたのは二十歳の時だし。単に若い子が好きなのかなって……思っただけで。

　ちょっと嫌味っぽい言い方になってしまったのが気に障ったのか、橘マネージャーは口をつぐんだまま、急に前を向いてしまった。

「だから、私と寧々にかまってばかりいないで、もう少し周りに目を向けてみたらいいじゃん、ってこと。……あ、もしかして東京にも残してきた彼女とかいたりして？」

　橘マネージャーが、今どんな顔をしているかなんて想像もつかない。

「そんなの、……いるわけないだろ」

　ただその声はひどく苦しげで、なぜだか胸の辺りがぎゅっと掴まれたように痛くなってしまった。

　だって欲求不満なんでしょ？　だから、私に触ろうとするんでしょ？

　そんなことを聞いたら、今度こそ本気で怒りだすかもしれない。

　それくらい今の橘マネージャーが放つオーラは冷たくて、もうこれ以上刺激する勇気なんて私にはなかった。

「しょーちゃん？」

　黙りこんだ橘マネージャーの顔を、寧々が助手席から身を乗り出して覗きこんでいる。

　寧々の柔らかい髪の毛を、彼は大事なものを扱うように、優しく手ぐしですいていた。

「寧々、お星様見たいか？」

「うんっ。見るっ！」

「……今からちょっと、寄り道していくから」

　そう言った橘マネージャーは、私の返事を聞かずにアクセルを踏み出していた。

「わぁー!!」

　マンションとは逆方向の賑やかな通り沿いに向かうに連れて、寧々から上がる歓声が大きくなっていく。

　遊歩道のケヤキ並木を彩る、数十万にも及ぶＬＥＤライトの光。

　この街では毎年十二月初めから年末までこのイルミネーションイベントが催され、多くの人がその光景を見るためにこの地を訪れる。

　私は昔から、この景色が大好きだった。何度見ても、この迫力と美しさに心が奪われてしまう。

「そっか……もうそんな季節なのか……」

　光の渦に釘づけになっていた私は、独り言のようにそう呟く。

　最後に見に来たのは、確か高校最後の冬休みだったっけ。

　せっかく仙台に帰ってきたのに、去年もこの時期は忙しく、店と家の往復ばかりで私には無関係なイベントになってしまっていた。

「キラキラだ～……」

「そうだね。お星様がいっぱいの天の川みたいだね」

　寧々はフロントガラスにかじりつきながら、無数の光を前に目を輝かせている。

「……結城。俺が最初に言ったこと、まだ、冗談だと思ってるのか」

「……え？」

　前を向いて運転に集中していたはずの橘マネージャーから突然話しかけられて、私はイルミネーションから彼の背中に視線を移していた。

「俺の気持ちは全く変わってない」

　あまりの真剣さに圧倒されて、私はつい黙りこんでしまう。

「お前と結婚したいんだ」

　このセリフを聞いたのが、もしも二年前のあの日だったなら。私は泣いて喜びながら、彼のことを受け入れたかもしれない。

「俺は他の女なんかいらない。一緒にいたいと思えるのは……お前だけだ」

　でも今は……あの時の状況とは全く違う。橘マネージャーが欲しいのは、私じゃなくて〝寧々〟だってちゃんとわかっているから。そんなウソは無理してつかないでほしい。

　子供のために結婚しようとはっきり言われる方が、まだマシかもしれない。偽りの愛を囁かれることが、こんなに惨めな気持ちをもたらすなんて、想像すらしていなかった。

「ごめんなさい……」

　必死で言葉を紡いだ私の目に、橘マネージャーの肩が少し揺れるのが映りこむ。

「結婚するなら、……ちゃんと、自分が心から好きになった人としたいの」

　全部誤算だった。寧々がこんなにも、橘マネージャーに懐いてしまったこと。彼もまた、好きでもなんでもない女と結婚したいと思えるほど、寧々を心底大事に思ってしまっていること。

　ウソをついていたと話したら、彼はもう一生私を許さないだろう。

　間違いなく、これからの仕事に影響が出るレベルの問題だ。ヘルプが終わるまでは、どうせもう本当のことなんて話せそうにない。だから彼がどんなに結婚を求めても、突き放すしか私には選択肢がないんだ。

「お前……好きな奴……、いるのか」

　聞こえてきた地を這うような低い声に、思わず身体がすくんだ。

　その突き刺さるような視線が、運転席から私の方に降り注いでくる。

「お前に好きな奴がいようがいまいが、俺は諦めるつもりなんてないから」

「な、なんなの……本当に、バカじゃないの……っ？」

　目の前にあった瞳がこっちが恥ずかしくなるくらいまっすぐで、私はふいっと視線を外に逸らした。別に愛の告白をされているわけでもないのに、顔の表面が熱く反応してしまう。

「ああ。自分でもありえないくらいバカだと思ってる。それでも俺は、お前と結婚したいんだ」

「しないって言ってるでしょ。結婚結婚ってしつこいな！」

「お前がうんざりして頷くまで、何度でも言ってやる。覚悟しとけよ」

「……っ。勝手にすれば」

　なんなんだ、この人は。

　いきなりこんななりふりかまわずこられたら、どう対処していいかわからなくなる。

　信号待ちで停まっていた車がゆっくりと発進していき、たくさんの光が流れ星のように窓の外を流れていく。止まっていた景色は、ますます煌きらびやかなものへと変わっていった。

「知ってる？　このイルミネーション一緒に見たカップルは絶対別れるって、そういうジンクスがあること」

　苦し紛れにそれしか言えなかった。

　思い知ればいい。私たちが結ばれることなんて、これからも永遠にないって……。

「残念だったな。まだカップルじゃないから、それは無効だ」

　でも橘マネージャーの声はひどく落ち着いていて、揺るぎのない思いがその言葉の端々から伝わってくる。

　もうやめて。これ以上、私の心をかき乱さないで。

　一枚も二枚も上うわ手てな彼に、私はやっぱり何も言い返せなかった。










宵は熱に溺れて




「早期クリアランスセールか……」

「そうそう。去年好評だったから今年もやるって、本社から指示来てるだろ？」

　マウスを操作していた私の手を包みこむように、橘マネージャーが上から手をかぶせてくる。

「なんだ。もう値下げ対象商品のリストも来てるのか。どうする？　該当商品、金曜日まで売りきらないようにストックしとくか？」

　何気ないその行為に、身体中を巡る血液の温度が一気に上昇した。私はその様子が顔に出ないよう、必死で平静を繕う。

　この天然女たらし……！と叫びたくなるのを、私は必死で我慢していた。これくらいで反応していたら、この人を喜ばせるだけだ。

「おーい店長、どうすんだよ」

「……先週から売り場に出してるけど、まだ全然動いてないみたいだから。とりあえず様子見でいいかと……」

「ふーん……」

　横から顔を覗きこまれている気配がするけど、私は決してウインドウから目を離そうとはしない。

　近い。なんか……近すぎる。この人さっきから、私のパーソナルスペースに侵入しすぎだ。

「気が合うな、俺も全く同じ意見」

　質のいい低音の声が私の耳元をくすぐり、背筋に緊張を走らせる。

　わかってやっているのかなんなのか、わからないところが橘マネージャーの卑ひ怯きょうなところだ。こういうのを、俗に意識しまくりの状態って言うのだろう。

「私に一から指導してくださったのは、橘マネージャーなんですから。考え方が似るのも当然のことじゃないですか」

　少し強気に言い返した私に向けて、橘マネージャーはなんだか含んだような笑みを浮かべていた。

「そうだな。何も知らなかったお前の身体に、手とり足とり教えてやったもんな。良かったよ。ちゃんと全部忘れずに、身体に染みついてるみたいで」

　わざと意味深な言い方をして私を煽ってくる彼に、軽蔑の眼まな差ざしを向ける。

「……私が話しているのは〝仕事〟の話ですけど」

「他に何があるんだ？」

「……い、いえ……」

　逆に聞かれても、私が答えられるような話題じゃない。

　ニヤリと口角を持ち上げた橘マネージャーの顔から目を背け、私は固く口を結びながら再びパソコンの画面に向かっていた。

「相変わらずだな」

「……何がですか」

「こういう話題出すと、可愛い反応する」

「……っ！」

　耳を澄まさないと聞こえないくらい小さい声でそう囁かれて、私は思わず椅子から立ち上がる。

　何？　一体、何がしたいの……？

　逃げ足の速い橘マネージャーはすでに事務所のドアから出てしまい、私が振り返った時には姿が見えなくなってしまっていた。

「あーもー、やだ……」

　イルミネーションを見に行ったあの夜から、彼はずっとこの調子で私の頭を悩ませるようなことばかりしてくる。

　ただでさえ二年間何もなくて免疫の弱った私に、平気でああいう甘い言葉を仕かけるのは反則だろう。

「……思ってもないこと、簡単に言うなっつーの」

　浮かれたりしない。橘マネージャーは結婚のためなら、どんなウソの言葉でも何食わぬ顔で言えるだろうから。

　橘マネージャーの吐息に触れた左耳だけが、熱を持ったようにいつまでも熱かった。




「ねぇエリカ、今日のゆりちゃんの様子、わかってるよね？　……ちょっとヤバくない？　大丈夫？」

「うん。なんとかなるでしょ」

　心配そうな表情で声をかけてきた美月に、私は余裕の表情を浮かべる。

「セールの準備、今夜の閉店後でしょ？　私、一時間くらい残って作業していこうか？」

「平気平気。いいから早く帰りなよ。今日デートなんでしょ」

　どうやら図星らしく、美月は照れくさそうに頬を赤く染めていた。

「ごめんねー、なんか私だけ幸せの絶頂にいて」

「初めから残る気ないだろ。むしろ閉店までやってけ」

「……えっ、やっぱりそうなる？」

「冗談だよ。私の顔が笑ってるうちに、早く帰りな」

　週末の合コンでめでたく彼氏をゲットした美月を、私は笑顔で店から送り出す。

　クリスマスも年末年始も仕事漬けになるだろうから、会えるうちに思いっきりデートでもなんでも楽しんでおいた方がいい。……それが、付き合いたての楽しい時期なら尚更だ。

「戻りまーす」

「あっ、はーい……」

　ゆりちゃんの休憩が終わり、売り場に戻ってくる。

　今日の遅番は、ゆりちゃんと私だけ。必然的に明日から始まる早期クリアランスセールの準備も、ふたりで担当することになる。

　こんな日に限って、橘マネージャーは近隣店舗の巡回に行っていて。彼に会えないせいなのか、ゆりちゃんのやる気は一段となく、接客態度にまでその不機嫌さが滲み出ていた。

　何事もなく、終わればいいんだけど……。

　寧々を遅くまで預けることになってしまう負担を考えれば、今日の閉店作業はできるだけスムーズにこなしたいところだった。

　閉店まで、あと三十分。まだショップの中には、商品を見ているお客様がふたりいる。私はそのうちのひとりにつきっきりで対応していたから、手の空いているゆりちゃんに商品整理を任せていた。

「あんたちょっと、お店の責任者呼んできなさいよ！」

　その時いきなり上がった怒号に、近くの店舗のスタッフも何事かとこちらに視線を向けている。

　私は担当していたお客様に許しを得て、そのお客様と一緒にいるゆりちゃんのそばに急いで駆けつけていた。

「申し訳ございませんお客様。店長の結城と申します。どうされましたか……？」

「どうもこうもないわよ！　この服のサイズの在庫がないか聞いたら、確認もしないでぶっきらぼうに『ないです』って言ったのよ？　ここは一体、従業員にどういう教育してるわけ!?」

「……え」

　ゆりちゃんはまるで自分は悪くないと言わんばかりに、そっぽを向いている。

「た、大変申し訳ございませんでしたっ！」

　私はすぐに、青い顔をしながらお客様に向かって必死に頭を下げていた。

　サイズ欠品している時は、本来なら在庫がないで済ませるのではなく、お時間をいただけるのなら客注で対応したり、急いでいるなら類似商品を提案したりして、解決しなければいけない問題だ。

　長年バイトをやっているゆりちゃんなら、そんなこと当たり前のようにわかっているはずなのに……。

「白鷺さん、あなたもきちんとお客様に謝罪して！」

　ゆりちゃんは黙りこんだまま、お客様とは別の方向に視線を向けている。切迫したこの状況がわからないのだろうか。

　ゆりちゃんのあまりの態度の悪さに、私は言葉を失っていた。

「白鷺さん！」

「……もういいわ」

　お客様の顔には怒りというより、もう失望に近いものが滲み出ている。

「お時間をいただければ、明日にでも取り寄せて、お客様のご自宅まで直接お届けに伺い――」

「もういいって言ってるでしょ!?　こんな店、二度と来ないから！」

　私の提案を振りきるようにして、お客様が店から出ていく。

　残された私はそこにしばらく突っ立ったまま、動くことができなかった。

〝こんな店、二度と来ない〟

　それは販売員が、お客様に一番言われたくない言葉だ。

　自分の売る大好きな服のブランドが、あの人にとっては大嫌いなものになってしまった。それがただただ悲しくて、態度を改めようとしなかったゆりちゃんを責める力もすぐには湧いてこない。

「あー……めんどくさ。Ｌサイズしか着れない身体なら、もっと別の店で探せばいいのに」

　ゆりちゃんの言葉を聞いた私の心は、氷のように冷たく沈んでいた。

「ゆりちゃん」

「なんですかぁ。あたし今日テンション低いんでぇ、早く帰りたいんですけどぉ」

「……今日は明日のセールの準備してもらいたいからちゃんと残って。もしかしたら、橘マネージャーが手伝いに来てくれるかもしれないよ？」

「マジすかぁ！　俄が然ぜんやる気出てきたかもぉ。それを早く言ってくださいよ店長」

　悪いのは、ゆりちゃんじゃない。面倒だからってここまで彼女を甘やかしてきた私が、全部悪いんだ。




「あーかったるぅ。橘マネージャー、まだかなぁ」

　値札に値下げのタグをつけながら、ゆりちゃんが何度も同じことをぼやいている。

　全く真面目に作業するつもりがない彼女に、私はほとほと呆れ果てていた。

　……本当は橘マネージャーが来るかもしれないなんてデタラメだ。ゆりちゃんになんとかやる気を出させるために、そう言っただけ。

　もうそろそろ、そんなウソも限界かもしれない。

「……あのー結城店長ぉ」

「何？」

「そういえばゆり、この間偶然見ちゃったんですけどぉ……」

　言いにくそうにしているけど、彼女の態度はどこか威圧的だ。

　さしずめ、私と橘マネージャーのことに関する質問に違いない。

「橘マネージャーの車で、一緒に帰ってませんでした？」

　ぎくりとした私の反応を、彼女は見逃さなかった。

　大きな瞳が不機嫌そうに細められるのを見て、私はもう寿命が縮まりそうなほどの緊張に耐えている。

「あ、あのね」

　焦った私は、ゆりちゃんに対する言いわけを、頭の中でぐるぐると必死に考えていた。

「なんかずるくないですかぁ。シフトも公休日も、結構かぶってるし。もしかして密かに狙ってたりしますぅ？」

「私は、別にそんなつもり――」

「ひどぉーい。ゆりなんていくら誘っても、ご飯にさえ連れてってもらえないのに」

　彼女に対して後ろめたい気持ちになんてなる必要ないのに、私はなかなか視線を上げられない。今この場からいなくなれるのなら、すぐにでも逃げ出したいくらいだ。

「子供を使うとか、ほんと最低ですねぇ？」

　驚いて見開かれた私の瞳に、彼女のしたたかで意地悪そうな表情が映りこむ。

　子供って……まさかゆりちゃん、寧々のこと知って……？

「橘マネージャーも優しい人だから。ひとりで子供育ててる結城店長に、同情して優しくしてるだけですからねぇ」

　続いた言葉に、私は正直ホッとして胸を撫で下ろしていた。

　彼女は私と寧々の、本当の関係を知っているわけではなかった。

　それが私の口からではなく、彼女の口から橘マネージャーに真実が伝えられるのだけは、絶対あってはならない。これは全部、自分が蒔まいた種だから。最後彼にどれだけ失望されてしまうのか、ちゃんと自分の目で確かめなければならない。

「大丈夫、わかってるよ」

「……それならいいんですけどぉ」

　あまりにもあっさりと納得した私に、ゆりちゃんは拍子抜けしたような表情を浮かべている。

「じゃあ、お子さんもいるんですから、これからはちゃんと、身のほどわきまえてくださいよぉー！」

「それはどういう意味？」

　私が恐る恐る聞き返すと、ゆりちゃんは口元だけに柔和な笑みを浮かべていた。

「そうですねぇ。まず今後一切、店長と橘マネージャーのシフトがかぶらないように調整してもらえます？　それで、逆にゆりと橘マネージャーのシフトを合わせてほしいんですけど」

「それは……」

　思ってもみない提案に、私は一瞬だけたじろいでしまう。

「無理なんて言わないでくださいね？　自分だって職権乱用して、橘マネージャーと多く一緒にいられるようにシフトを作ったんでしょうから」

　勘違いどころか、ひどい妄想だ。

　深く追及されるのが面倒で、橘マネージャーとの関係を否定しなかったツケが、すぐに回ってきてしまった。

「あのねぇ……ゆりちゃん。いくらなんでも、そんなことできるわけ――」

「じゃないと私、この忙しい時期にここ辞めちゃいますよ？」

　あまりにもありえないことを言われて、私は絶句した。

　今月週五で入っているゆりちゃんが辞めたりしたら、売り場が完全に回らなくなる。もちろんそれは、売上にも大きな影響を出してしまうことを、暗に示していて……。

「どうしますか？　結城店長、売上で今年も一番取りたいんですよね？」

　ゆりちゃんは、絶対に私が拒否できないと確信している。

　確かに辞められたくないから、ゆりちゃんも他の子たちも、私は今まできちんと叱ってこなかった。そうやって、バイトの子たちの機嫌とって繋ぎ止めて。私が考えていたのは、自分のことだけ。

　ここで正さなければ、これからもっとたくさんのお客様を不快にさせて、ブランドの信用まで失ってしまうかもしれない。

　彼女たちの接客態度が悪いのは、間違いなく今まで楽をしてきた私の責任だ。売上がいいからと調子に乗って、私は一番大事なことを見失っていたのかもしれない。

　……このままじゃ、店長失格だ。

「店長、早く決めてくださぁい」

「……いいよ」

　簡単に頷いた私を見て、ゆりちゃんの表情が一気に明るくなっていく。

「辞めたければ、すぐに辞めてもらっていいよ」

　はっきりとその言葉の意味を理解した時、彼女の顔からさっきまでの笑顔が消えていた。

「はは……っ、店長……自分が何言ってんのか、ちゃんとわかってますぅ？」

「うん。てかこの際だから、はっきり言わせてもらっていいかな」

　レイアウトを変更していた手を止めて、私はゆりちゃんをまっすぐに見据える。顔が笑っていないのは、私も同じだった。

「ゆりちゃんて、この仕事向いてないと思う」

「は、はぁっ？」

　まっすぐにゆりちゃんを見据える私の瞳に、もう迷いはない。

「この仕事っていうか……どの職業についても、敬語できない、挨拶できない、その上、目上の人に対する礼儀が全くなってないなんて、お話にならないよ？　アパレル社員っていったって、バイトみたいに見た目が良ければ採用されるわけじゃないからね？　あ、さっきの接客も最低。あのお客様が本社にクレーム入れたら、間違いなく始末書もんだよ」

　一気にそうまくし立てると、ゆりちゃんの顔が、みるみるうちに怒りの色で染まった。

「な、いきなりなんなんですかぁ！」

「急にじゃないんだよ。ずっと思ってた。遊び感覚でバイトやるのはいいけどさぁ、いざ就職ってなったらきっと大変だよ。だから、こうして悪いとこ全部言ってあげたの。むしろ感謝してほしいくらい」

「そ、そんなことくらい、あんたに言われなくたって……！」

　ゆりちゃんは動揺して、いつもの口調を忘れてしまっている。見開かれたその目には、明らかに悔しさが滲んでいた。

「今できないくせに、いざとなった時にできるわけないじゃん。つけ焼刃なんて、すぐにボロが出るよ」

「マジあったまきた！　じゃあ言われた通り、今日で辞めてあげますね！」

　激げき昂こうしたゆりちゃんが持っていたタグを私に向かって投げつけて、それがフロアの辺り一面に散らばってしまう。

　高いヒールの音はあっという間に、聞こえないところまで遠ざかっていった。

「……はぁ……」

　その場にすとんとしゃがみこんだ私は、深いため息をつきながら、そこら中に散乱した紙の破片に手を伸ばす。

「よくあれだけ言ったな」

　聞こえてきた馴染みのあるその声に、私は心のどこかで安堵していた。

「……いつから聞いてたの」

「あの女が俺と一緒のシフトに変えろって、お前をゆすってた辺り」

「ふぅん……」

　いつもとは違う上等なスーツに身を包んだ橘マネージャーが、真剣な顔のまま、しゃがみこんでいる私の方に近づいてくる。

「いいよ。パンツ見えるから俺がやる」

「な……っ」

　そう言われて私は顔を真っ赤にしながら、咄嗟にミニ丈のデニムワンピース裾を手で押さえていた。

「ウソだよ」

　さっと屈んだ橘マネージャーが、私より先に、落ちているタグを回収してしまう。

「お前のことだから、あいつの条件飲んで俺のこと避けるだろうなって正直思ってた」

「……そりゃ私もそうした方が楽だなって、一瞬思ったけど……」

「思ったのかよ。……まぁそんなの、俺が許さねぇけどな」

　正直に胸の内を話そうとしている私の顔を、橘マネージャーはその場にしゃがみこみながら、じっと同じ目の高さで見据えていた。

「なんか、誰かが怒ってあげなきゃ、ゆりちゃんはいつまで経っても成長できない気がして……。そういうところが、昔の自分と重なったの」

　いつも人のせいにばかりして、自分のミスを認めようとしなかった私。

　あの時橘マネージャーが本気で怒ってくれなかったら、今もああいう態度のままで周りに接していたかもしれない。

「……てかさ、人を怒ることってこんなにパワー使うことなんだね。言ってる途中でしんどくなったよ。あー……知らなかった」

「結城……」

　人間関係に余計な波風立てたくなくて、やらなきゃいけないことから、私はずっと目を逸らしてた。店長って立場なのに、ほんと情けない。

「橘マネージャーが私を怒るのは、ストレス解消するためだって思ってた。……でも私なんかのために、そういう嫌な役引き受けてくれてたんだね」

　少し俯きがちだった私の頭の上に、彼の大きな手が乗っかってくる。

　いつもはすぐに振り払っていたその手がなんだか心地良く感じて、私は今回だけ甘んじて受け入れることにした。

「ったく……バーカ」

「なんなの、せっかく人が感傷に浸ってる時に」

「ストレス解消とか……お前は今まで俺をなんだと思ってたんだ」

「性格極悪の鬼畜上司！」

「くそ、本当に言いたいこと言いやがる……」

　橘マネージャーがスタイリングされた私の髪を、手でぐちゃぐちゃに乱してくる。

「ぎゃーっ、ちょっとやめてっ」

　その手を阻止しようとした私の手は、逆に彼の手の中にすっぽりと収まっていた。

「確かにそういう目的で叱った奴もいたけど、お前に関してはそうじゃない」

　握りしめられた手から、彼の体温が伝わってくる。胸の高鳴りを感じると同時に、頬の辺りが一瞬にして熱くなった。

「……どういう意味？」

「お前、何度俺に怒られても、めげずに歯向かってきただろ？　そういう奴見たことなかったから、なんとなく気になりだして……いつの間にか目が離せなくなったんだよ。俺にしてみれば迷惑な話だ」

「へぇ、……それは大変だったね」

「おい、何、他ひ人と事ごとみたいに言ってんだ。……ちゃんと意味わかってるのか」

　いつの間にか距離が近づいていたことに気がつき、私は視線をフロアの床に彷徨わせる。

　立ち上がりたいのに、橘マネージャーが私の手を掴んだままで離そうとしなかった。

「特別だったんだよ、お前が。どうでもいい奴のこと、あんなに怒るわけないだろ？」

　必死すぎる橘マネージャーに圧倒されて、私は思わず息を呑む。

「わ、わかったから……ちょっと離れてくれる？」

　お互いの吐息が顔にかかりそうなくらいの近さに、私はもういろんな意味で限界に達していた。

　だってそんなことを今さら言われても、信用できるわけがない。いくら結婚したいがためだからって、これは反則だ。できることなら、あの時に言ってほしかった。さんざん身体を求める前に、伝えてほしかった……。

　そんな、今さらどうしようもない思いが、私の中に少しずつこみ上げてくる。

「悪い。お前といると……俺、めちゃくちゃ調子狂うんだ」

　きれいな顔を歪めて、橘マネージャーは自分の前髪をかき上げている。

　やっぱりイケメンは得だ。無駄なフェロモンを振りまいてくるから、まんまと騙されそうになってしまった。

　手が離された途端、立ち上がって商品を移動し始めた私のことを、橘マネージャーは不機嫌そうな顔で見つめていた。

「……何やってんだよ」

「明日からのクリアランスセールの準備に決まってるでしょ！　ゆりちゃんいなくなっちゃったから、私ひとりでやんなくちゃいけなくなったの！」

　一気にそう言い放てば、橘マネージャーが〝ありえないだろ〟とひとりごちている。

「……お前のその切り替えの早さは、見習わないといけないな」

「えっ？　何か言った？」

「いや別に……。それであと、どれくらいかかりそうなんだ？」

「多分、そんなに遅くまではかからないと思うけど……」

　ちらっと腕時計を見た橘マネージャーが、顔を恐ろしいほどしかめている。

「……そういや寧々は？」

「それがその……保育時間は、一応延長してもらってるんだけど……」

「じゃあお前はもう上がれ。あとは俺がひとりでやる」

　きっぱりとそう言いきった橘マネージャーが、私から商品を奪い取ろうとしていた。

「やっ、ダメだって……！　私が考えたレイアウト、結構複雑で説明してる時間がもったいない！　いいよ。ギリギリまでやって、明日の朝五時起きで出社して続きやるから」

「それでも寧々の負担が大きくなるだろ！　いいから譲ゆずれ！」

　寧々のこととなると、橘マネージャーの干渉が尋常じゃなくなる。

　どうしよう……。こうしている間に、少しでも作業を進めておきたいのに。

「売り場を譲る気はないんだな……！　じゃあ俺に寧々を譲れ」

「……はっ？」

「俺が今から迎えに行って、寧々のことは面倒見といてやる。お前は心おきなく仕事に励んでくれ」

「い、いくらなんでも……それは……」

　橘マネージャーは寧々を他人とは思っていないかもしれないけど、本当は赤の他人だ。いくら育児が得意だからといって、そこまでお願いしていいはずがない。

「決まりだ。お前も帰りは必ずタクシーで帰ってこい。いいな！」

「……えっ、ちょっと待ってよ！　ねぇ！」

　タクシー代と思われるお札を私の手に握らせて、橘マネージャーはさっさとフロアから去っていく。

　残された私は、ただ呆ぼう然ぜんとその姿を見送るしかなかった。




「疲れたぁー……」

　化粧がほとんど落ちきった顔でタクシーから降り、おぼつかない足取りでマンションのエントランスを目指す。

　とりあえずタクシー代は返して、寧々のことはきちんとお礼を言おう。

　時刻は二十三時半を、ちょっと過ぎたところ。

　なんとか今日中に終わったけど、寧々はもうきっと寝てるから、帰っても寝顔しか見ることができないのが非常に残念でならない。

　……世の中の働く母親って、みんなこんな感じなのかな。

　仕事が理由とはいえ、寧々に寂しい思いをさせてしまったことに違いはなくて、私はひたすら自己嫌悪に陥っていた。

　帰ってきたことを知らせるよりも、疲れた寧々を起こさないようにしてあげたい。

　そんな思いから、私は部屋の鍵を開ける時も、細心の注意を払って音を立てないようにして中に入っていた。

　橘マネージャーは、さすがにまだ起きているよね……。

　リビングの方から差しこむ光が眩しくて、私は目を細める。そこにはノートパソコンを開いたまま、テーブルに突っ伏して寝息を立てる橘マネージャーの姿があった。

　どうやら寧々のことは、ちゃんと寝室で寝かせてくれたらしい。

　ここまでやってくれた人をいきなり起こして帰れって言うのは、いくらなんでも最低だろう。

　目の前にある広い背中を見つめながら、どうしたもんかと私はしばらく思案していた。でも考えているうちに疲れが響いてきて、まぶたが徐々に重くなってくる。

　一刻も早く、寧々の温もりに包まれながら安心して眠りたい。あんなとこでいつまでも熟睡できるはずないよね。……わざわざ起こさなくても、どうせそのうち勝手に起きるだろうし。

　とりあえず放置と決めた私は、彼の身体に毛布だけかけると、浴室に向かい化粧を落としてシャワーで汗を流し始める。髪を乾かし、寝る気満々でルームウェアを着こむと、リビングに橘マネージャーがいたことを思い出してげんなりしてしまった。

　彼だって今日はいろんな店舗を回って、相当疲れているだろう。

「橘マネージャー、もういい加減起きてくださーい」

　呼びかけても身じろぎひとつせず、彼は深い眠りについている。

「たーちーばーな……」

「……ん……」

　耳元で呼びかけたらようやく小さな反応があった。

「起きてくださーい」

　肩に手をかけて揺らせば、閉じたままだったまぶたがゆっくりと開き始める。まだ焦点が定まらないような彼は、近くにいた私のことを無表情のまま視界に捉えていた。

「……橘マネージャー？」

　ゆっくりと伸びてきた彼の手が、なぜか私のルームウェアの袖口を掴んでいる。

　そのままぐいっと引き寄せられた私は、彼から漂うお酒の臭いにはっとして顔を上げた。

　よく見れば足元にビールの空き缶が転がっている。

「……めろ……」

「ちょっと、なんでこんなに酔っ払ってんの」

　問いかけても返事がなくて、酩めい酊てい状態にある彼の身体を、私は必死で押し返そうとしていた。

「……もうやめろよ……その呼び方は」

「はぁ？　……何言ってんの」

　素早く後頭部に手を回されて、そのまま身動きがとれなくなる。強い力で引き寄せられたかと思うと、ふたりの顔の距離が急激に縮まっていた。

「……名前で呼べ、……エリカ……」

「……んっ……」

　柔らかい感触に、身震いが起きる。

　完全に油断していた私は、素早く押し当てられた唇を全く避けきることができなかった。

「……ふっ……う……」

　強引に唇を割って入ってきた柔らかい舌に、腰が砕けそうになる快感を覚える。口内に広がったアルコールの香りに頭がクラクラする。

　いつもそうだった。強引で、自分本位で、私の話なんて全然聞いてくれなくて。

　何か得体の知れない不安を振り払うように、彼は私をただがむしゃらに抱く。

「……やぁ、んぅっ……」

　必死で橘マネージャーの胸元を押し返すけど、力が強くてびくともしない。

　私の後頭部に回った彼の手に上を向かされると、その口づけはどんどん深くなる一方だった。

　頭の中では本気で抵抗しないとヤバイッてわかっているのに、もう足にも指先にも力が入らない。二年ぶりに感じたその匂いも感触も、たまらなく懐かしくて。

「……エリカ……」

　下の名前で呼ばれることが、いつの間にか嫌じゃなくなっていることに、私はただただ困惑した。

「ひ、ぁぁっ……」

　形のいい唇が私の耳たぶに近づき、何度もそこを甘あま噛がみしてくる。

　火傷やけどしそうなくらいに熱い吐息が降り注ぐたび、私の背筋を甘い痺れが襲っていた。もう枯れたと思っていた自分の身体が、恐ろしいほど反応している。

　そのままソファに押し倒された私の背中は、あっという間に柔らかいシートの中へ沈みこんでいった。

「ダ……ダメだって……っ」

　覆いかぶさってきた橘マネージャーが、私の首筋に沿って啄むようなキスを繰り返す。

　いつものように殴ってやめさせればいい。ふざけんなって顔をひっぱたいて、大声で叱り飛ばしてしまえばそれで済むことなのに。

「……い、くな……」

　低く掠かすれた声が私の心を震わせる。

「もう、どこにも行くな」

　切なく歪んだ瞳には、私の困惑した表情が映っていた。

　……本当に、身体を求めているだけの人がこんな顔をするのだろうか。

　寝ぼけているのか酔っているのかすらよくわからない彼を、なぜか強く突き放すことができない。

　まるで壊れ物を扱うように慎重な手つきで橘マネージャーの腕が背中に回っていき、私の身体を優しく抱きすくめてくる。

「……あっ」

　お風呂上がりのいつもの癖で、ルームウェアの下には何も身につけていない。

　薄い布越しに触れ合う身体がもどかしいように、彼の手つきがだんだん性急なものへと変わっていた。

「あ、……ほんと、ダメだって……っ」

　上着の裾から入りこんできた冷たい指先が、お腹からウエストラインにかけてをなぞるように辿っていく。

「……やぁっ、んっ……」

　そのまま服をたくし上げられて露あらわになった私の上半身は、橘マネージャーの焼けつくような視線の前に容よう赦しゃなく晒さらされていた。

　ちゅっ、と音を立てながら膨らみの頂きに吸いつかれ、頬に灼熱感が走る。隅々まで私を知りつくした手の動きが、頭の中を真っ白に変えていった。

　――信じられない。

　彼の触れる場所が、どこもかしこも気持ち良くて、頭がおかしくなりそうだ。押し寄せてくる快楽の波に呑まれながら、私は必死で声を押し殺す。

　私の胸元にうずまった髪の毛から香る爽やかなシャンプーの香りが、幸せだった頃の思いを増長させていく。

　彼の強引な愛あい撫ぶが好きだった。全てを奪われそうな勢いで求められることが、本当は嬉しくてたまらなかった。

　忘れたつもりでいても、身体がまだ彼のことを覚えている。

「しょ、う……た」

　こんな自分は情けないとわかっているのに、求めずにはいられない。

「……翔太ぁ……」

　すがるような声を上げた私は、必死に手を伸ばし、彼のワイシャツにしがみつく。

　私の膝を割って、彼は私の足の間に腰を滑りこませてくる。

　太ももの奥に当たる高ぶりの猛々しさに目を丸くした私の唇を、橘マネージャーはまた荒々しくふさいでいた。

　……こんなの間違っている。でももう、理性が追いつかない。いっそのこと、このまま……。

「……ひっく、……ママ～……」

　寧々の泣き声が聞こえてきた瞬間、私ははっと我に返っていた。

「ど、どいて……！」

　橘マネージャーの身体をすごい勢いで押し返し、露わになった身なりを整えてソファの上から飛び下りる。

　そのまま彼を放置して寝室へ向かうと、寧々がベッドの上で小さく震えながら泣いていた。

「……ママ……？」

「ごめんね、寂しかったよね。大丈夫……ちゃんとここにいるよ」

　寧々をなだめながら優しく抱きしめて、サラサラの髪の毛に何度もキスを落とす。

　……今のはヤバかった。ヤバイどころじゃなく、完全に流されていた。

　心臓の音がやけにうるさく聞こえて、身体のあちこちが痺れたように麻痺している。

　寧々が泣きださなかったら、私は一体どうなっていたことだろう。

「寧々、……もっとこっちおいで」

　毛布の中にもぐりこんで、寧々と隙間がないくらいに密着する。

　すぐに聞こえてきた可愛らしい寝息を聞きながら、高ぶった心を必死で落ち着けていた。

　リビングから音は聞こえない。帰ったのか、まだいるのか、そんなの確かめる勇気もない。

『もう、どこにも行くな』とすがるように言った橘マネージャーの声が、私の頭の中からひと晩中消えることはなかった。










二度目の恋心




「おい結城、メンバーズ会員向けのクリスマスＤＭのサンプル来てるけど、もうチェックは――」

「はい。終わってます」

「……そうか。……あのさ、お前」

「仕事の話じゃないなら後にしてください。……いらっしゃいませー。何かお探しですか？」

　営業スマイル全開で接客についている私を、橘マネージャーが不服そうな顔で見つめてくる。

　ゆりちゃんが抜けて人手が足りない中、先週のクリアランスセールでうちの店舗は全店で売上五位の好成績を収めていた。

　そして怒ど涛とうのフル番出勤は、今日で七連勤目に突入している。持ち前の若さとアドレナリンを武器に、このままクリスマスまで迎えるのも辞さない。

「ねぇ、エリカ張りきりすぎじゃない？　一日くらい公休取りなよ。クリスマスまで十二連勤とか……さすがにバカでしょ。バレたら橘マネージャーに殺されるよ？」

「大丈夫。わざわざあの人と公休日合わせて、内緒で出勤してるんだから」

「てかなんで自分んちに帰んないの？　いい加減、何があったのか教えなさいって」

「……記憶から消し去りたいことだから。本気で勘弁して」

　私はあれから、徹底的に橘マネージャーを避けまくっている。

　毎日美月の部屋に泊まりこんで、自分の部屋にはほとんど帰っていない。朝と夜の送り迎えの時間も、なるべく美月を巻きこんで、一緒に橘マネージャーの車に乗ってもらっている。

　寧々に少ししか会えなくて寂しそうだけど、そんなの知ったこっちゃない。彼があの日の朝放ったひと言が、私の怒りに火をつけてしまったのだから。




「……あれ、なんで俺こんなに前はだけてんだ？」

　だらしなくソファで爆睡していた橘マネージャーがやっと起き上がってきたのを、私がどれだけ緊張して迎えたことか彼にはきっとわからない。

「お前、まさか俺が寝てる隙に……」

　ニヤニヤと笑いながら、彼は無駄に筋肉のついた素肌をシャツの間から覗かせる。

　私はその時、どれだけ間抜けな顔をしたことだろう。

「……え、マジなの？」

　橘マネージャーがひとりで繰り広げる茶番劇に、突っこみを入れる気すら起こらなかった。

　……だって覚えてないとか、ありえなさすぎる。

「帰って」

「……は？」

「これ昨日のタクシー代。早くボタン閉めて。これ以上寧々の目に変なもの晒さないで」

「へ、変って……」

　無理やり橘マネージャーの背中を押して、その身体を玄関先にまで追いやっていく。

「ねねもするっ！」

　寧々は私と橘マネージャーが遊んでいると思ったのか、部屋から追い出すことに積極的に協力してくれた。

「おい結城。……何怒ってんだよ」

「知らない。自分の胸に手を当てて考えてみれば？」

　ムカついて、思いっきり強くドアを閉める。

　勝手にキスして、人の身体好き勝手に触りまくったくせに。思わせぶりなこと言って、私をひと晩中悩ませたくせに。

　別に……覚えてないなら、昨日のことはなかったこととして済ませられるからいいけど。……なんでこんなに悲しいのか、自分でもよくわからなかった。




「もしかして欲求不満なのかな……」

　美月の家のリビングで呟きながら、テーブルの上に頬杖をつく。隣でコーヒーを飲んでいた美月は、マグカップを握りしめながらなぜかむせていた。

「……あっぶなー！　危うく噴き出すとこだったじゃん。ちょっとエリカ、いきなり何を言いだすの？」

「だってさー……はぁ……」

　疲れているはずなのに、夜ぐっすり眠ることができない。頭には思い出したくないはずのあの濃密な出来事が、何度も何度も思い浮かんでしまって……。実際近くにあの香りを感じただけで、頭がおかしくなりそうになる。

　橘マネージャーを避けている理由は、単に怒っているからだけじゃない。

　長い指先に、形の整った薄い唇。あの黒く澄んだ瞳と目が合うだけで、呼吸困難に陥りそうになる。彼は昔から、とにかく無駄なフェロモンが、身体から出ているのだ。

　付き合っている時ですら、ここまで意識したことはなかったのに。まさか、あの毒に自分が当てられてしまうなんて、どうかしている。

「珍しいね。エリカが自分からこういう話持ち出すの」

「んー……自分では淡白な方だと思ったんだけどね」

「つまりヤリたくて仕方ないんだ？　橘マネージャーと」

「……ごほっ！」

「仕返しー」

　涙目になりながら、胸の辺りを必死で押さえる。

　豪快にむせた私を、美月は何やら満足そうに見つめていた。

「ヤ、ヤ、ヤリたいとか……直球で言わないでよ」

「エリカは本当にこの手の話ダメだねー。そのギャップ結構可愛いから、今度彼の前で使わせてもらお」

　肩をすくめた私は、赤く染まった頬を両手で覆い隠す。

　すぐに橘マネージャーの名前が出てきた美月には、私の行動の原因が全てお見通しなのかもしれない。

「エリカって橘マネージャー以外の人とは、全く経験ないんだっけ？」

「はぁ……。まぁ、そうですけど……」

「あれだけ完璧な男が初体験だったら、そりゃ忘れたくても忘れられないよね。もしかしてキスも？　やー本当可愛いー！」

　なんかバカにされているような気もするけど、ひとつだけ訂正がある。

「……気持ちとかは、全然残ってないから」

「え？」

「橘マネージャーのことは、もう全然好きじゃない」

　はっきりとそう言いきった私に、美月は不思議そうな目で首を傾げていた。

「好きじゃないの？」

「うん……」

「じゃあ、単にヤリたいだけってこと？」

「……だから、その言い方やめて」

　魅力を感じるのは、中身じゃなくて見た目とか雰囲気だけ。

　今の状態は、二年前の自分にすごくよく当てはまるんじゃないだろうか。

「そっか。私も身体目当てなのか……」

　なんだ、それじゃあお互い様だ。気持ちがなくても身体が反応してしまったのは、そういうことだったんだ。

「……ぷっ……」

「え、今笑うとこあった？」

　急に噴き出した美月に向かって、私は眉間に皺を寄せる。

「いや、随分純粋だなって思って」

「誰が……？　私のこと？」

「エリカは純粋すぎて、頭で難しく考えすぎてんの」

　うんうんと頷く美月に、私は慌てて首を横に振る。

　私が純粋な女だったら、絶対に元カレのことをいやらしい目で見たりしない。

「じゃあエリカ、本当に欲求不満かどうか他の人で試してみたら？」

「他の人……？」

「そうねぇ。ほら、よくあんたに声かけてくるメンズフロアの前橋とか。顔だけは悪くないし、間違いなく女好きだし、そういうこと楽しむだけなら、もってこいの奴じゃん」

「……冗談言わないで！」

　美月にそう言われた瞬間、身体中にぞわぞわと悪寒が走って私は声を荒げた。

　あんな軽率な人とどうにかなるなんて、想像しただけでも気分が悪くなる。いくら見た目が良くても、生理的に受けつけない。

「なんで？　身体を満たしたいだけなら、誰でもいいじゃない。別に橘マネージャーじゃなくても。イケメンなんてこの世にいくらでもいるよ」

「それは……」

　なんでと聞かれるのが一番困る。口では説明つかないからこんなに悩んでいるのに。

「ほらね、エリカには身体だけとか無理なんだよ。変に潔癖だから、ここ二年近く誰ともそういう関係を持てなかったじゃない。それが橘マネージャーとだったらいいなんて、一体どういうことよ」

「そんなの、わか……」

「わかんないんだったら、答えが出るまで永遠に悩んでなさい」

　眉間に皺を寄せて思い悩んでいると、額に美月のデコピンが飛んでくる。

「……本気で痛いんですけど」

　おでこを押さえながら涙目で睨む私に、美月はやれやれと大きなため息をついていた。

「ねぇ。……もういい加減認めれば？」

「やだ」

「やだって……何それ、子供か」

「寧々が私の子供じゃないってバラしたら、……どうせ口も聞いてもらえないほど嫌われる」

「そんなの身から出た錆さびじゃない。ほんと強情。頑固女。エリカはそうやって理由を作って、自分の気持ちに歯止めかけてるだけじゃない」

「なんとでも言って」

　本当は美月の言う通りだ。

　好きになんてなってたまるかって思っている時点で、気持ちはもう確定しているようなもの。二年前と同じ目になんて、絶対にあいたくないのに。

「電話、鳴ってるよ」

「……知ってる」

　さっきからテーブルの上で私のスマホが振動している。

　名前を確認しなくても相手がわかっていた私は、素知らぬ振りでテレビを見続けていた。

「出ないの？」

「……出たくないの！」

　家に帰らなくなってから、橘マネージャーはこうやって毎晩決まった時間に電話をかけてくる。もしかしたら、仕事の話かもしれないから、無視することもできない。

「……そのうち、ここに直接押しかけてくるんじゃない」

　美月にそう嫌味を言われてため息をつき、私は渋々画面の通話を親指でタップしていた。

「……はい」

　できるだけ無愛想な声で電話に出る。

　美月が興味津々な視線を送ってくるから、私は慌てて立ち上がり玄関の方に移動した。

『寧々は……ちゃんと寝たか』

　電話越しでもわかるほど寂しげな声に、胸がチクリと痛む。

　寧々に会えないことが、そんなにつらいの？

　悪いのは橘マネージャーなのに、なんだか私の方が悪いことをしている気分になってくる。

「寧々ならもうとっくに寝た。……要件はそれだけ？」

『いつまで俺を避けるつもりだ』

「……別に、避けてないけど」

『今日も後でって言ったくせに、結局何も話せてないだろ。お前、俺の車降りてすぐ相沢の部屋に逃げたよな』

「い、今話せばいいじゃない」

『ダメだ。俺は直接会って、顔見ながら話がしたい』

　橘マネージャーが見たいのは、私じゃなくて寧々の顔に違いない。

　そんなことわかっているはずなのに、電話越しの声を聞いているだけで心臓の音は激しさを増していた。

『……明日、会えるか』

「……え？」

『お前も俺も休みだろ』

「えっと……その」

　なんだか断るのが後ろめたくて、声がどんどん小さくなっていく。

　明日は確かに公休日だけど……当たり前のように橘マネージャーには内緒で出勤するつもりでいた。

「ごめん……明日は忙しいから。会うのは無理」

　私がはっきりそう言った瞬間、電話の向こうの声が突然途切れてしまった。

　なんか沈黙が怖いけど……バレてないよね？　一応バイトの子にも他の社員にも、私が出ることは口止めしてあるんだけど……。このまま間違ったフリをして通話を終了してしまおうか。

　そんな安易な考えが頭をよぎったけど、さすがに後が怖くて実行する気にはなれなかった。

『……わかった』

　その直後、意外にもあっさりと引いてくれた橘マネージャーに、私はホッと胸を撫で下ろす。

「それじゃあ」

『……結城』

　別れの言葉で締めくくろうとした私を、橘マネージャーの凛りんとした声が遮っていた。

『頼むから、勝手にいなくなったりすんなよ』

「……っ！」

　息が止まるかと思った。

〝もう、どこにも行くな……っ〟

　あの夜見せた彼の切ない表情と声が、頭の中を駆け巡る。

　……あれはやっぱり、本心だったの……？

『つーか早く機嫌直して帰ってこい。寧々と遊べなくて、俺がどれだけ落ちこんでるかわかってるのか？』

「……ロリコン」

『バーカ。……勝手に言ってろ』

　もう勘違いさせないで。声を聞いているだけで、胸に温かいものが溢れてきてしまうから。

「……タバコやめたら、帰ってあげてもいいよ」

　電話の先で狼狽えたような声を上げる橘マネージャーに、私はいつの間にか笑顔を取り戻していた。




　翌日、とても恐ろしいことが起きた。

　……やっぱりウソなんて、簡単につくものじゃない。

「はい、捕獲な」

「はぁ……っ、はぁ……」

　全力疾走した私の背中を追ってきたはずの彼の息は、全く乱れていない。そして昨日から無理なことを始めたせいなのか、彼はすこぶる機嫌が悪かった。

　禁煙がストレスになるなら、初めからやらなきゃいいのに。

「店長さん。今日はお休みのはずなのに、なんで出勤してんの？」

「そ、それはあなたも同じでは……」

　朝一で出勤したら、なぜか事務所には私服姿の橘マネージャーがいて、心臓が本気で止まりかけた。

　彼は普段、清潔感のあるスーツと細めでスタイリッシュなデザインのネクタイをよく着用している。

　だからネイビーのサファリジャケットにライトブルーのタブカラーシャツ、それに細身でグレーのコットンパンツを合わせた格好が、彼のモデルみたいにすらっとした体型によく合っていて、ほんの一瞬だけ見とれてしまった。

　私はすぐに回れ右をして逃走しようとしたけど、ヒールを履いた足ではあっさりと捕まってしまい……。

「俺は善良なここの販売員さんにね、十四連勤なんてしようとしてる大バカな店長がいるから止めてくれって言われて、わざわざ休みの日に確かめに来てやったわけ」

　おのれ……美月め、謀はかったな！

「まさか本当だったとはな。昨日電話で正直に俺の誘いを受け入れてたら、見逃してやったのに……」

「だ、だから昨日あんなにあっさり引き下がったのね！　この卑怯者っ」

「俺にウソつくとはいい度胸だよな。おかげで休みの日なのに朝六時起き。……お前どう責任とるんだ？」

「そ、そんなの知らない。ていうか……腕痛いから。早く離してよ」

　まだ朝早くて誰も出勤していないからいいけど、もしこんな場面見られてしまったら変な噂が立ちかねない。またゆりちゃんの時みたいに、誰かに辞めるなんて言われたら……。

「いいから帰るぞ。お前が休日出勤してまで働く必要はない」

　橘マネージャーが私の腕を離すまいと強引に引き寄せる。

　その瞬間爽やかな香りが私の鼻び腔くうをくすぐって、心拍が一気に急上昇した。

　や、やっぱり近づくと変に意識しちゃう……！

「帰らない。ゆりちゃんが辞めちゃったのは私のせいなんだから、私が代わりに働く！」

「いいか結城。そんなことして身体壊したら、元も子もないぞ」

「……そうですよぉ」

　聞こえるはずのない女の子の声が確かに聞こえて、私ははっと後ろを振り返る。

「ゆり……ちゃん？」

　あれから一週間以上見ることのなかったその姿に、私は驚きのあまり声を失っていた。

「ずっと無断欠勤していて、本当に申し訳ありませんでした」

　……私は夢でも見ているんだろうか。

　お客様のクレームにすら頭を下げたことのなかったプライドの高いゆりちゃんが、彼女をさんざん叱り飛ばした私に向かって頭を下げている。

「どうか、もう一度ここで働かせてください……っ！」

「……おい、どうするつもりだ」

「どうするって……ゆりちゃん、本当にいいの？　また、ここで働いてくれるの？」

　信じられない。私……あんなにひどいこと言ったのに。

「正直……最初は、納得できませんでした。私、親にも怒られたことなくて……甘やかされて育ったから。でもちゃんと叱ってくれた店長のことが、ずっと頭から離れなくて……。私、今まで本当に最低でご迷惑ばかりかけて、申し訳なく思ってます！　だからこれからは心を入れ替えて、一から頑張っていきたいです……っ」

　ゆりちゃんは必死な様子で、私に向かって頭を下げている。

「ゆりちゃん……」

　彼女が戻ってきてくれたことが、ただ純粋に嬉しくて、思わず口元に手を当てた。

　だって彼女はバイトでも、……ここでずっと、一緒に働いてきた仲間だから。あんな後味の悪い終わり方にならなくて本当に良かったと、心から安堵した。

「本来なら二日以上無断欠勤した場合は、社員であろうと即刻解雇だ。今回は結城店長に免じて特例の措置だからな。年末年始は死ぬ気で働け」

「橘マネージャー……」

　ゆりちゃんの前で本性を露わにしている橘マネージャーを、私は驚きの目で見つめる。

「こいつ、お前の様子が気になって店に何度も電話してきてたんだぞ。……良かったな、嫌われ役になった甲斐があって」

　背中をぽんと叩かれ、私の胸に熱い思いがこみ上げていた。

「じゃあ白鷺、後のことは頼んだぞ」

「はい！　任せてくださいっ」

「……え、ちょっと！」

　橘マネージャーが私を引き連れて、さっさと事務所を出ていく。

　ゆりちゃんはまるで何かを吹っ切ったような、清々しい笑顔を浮かべていた。




「……待って！　ねぇ、お願いだから待ってってば！」

　エレベーターに乗りこもうとする橘マネージャーの背中に必死で呼びかける。

　行く先は逃げ場のない密室。

　私は両足を踏ん張ってブレーキをかけ、これ以上前に進まないように必死であがいていた。

「なんだ。まだ何か問題があるのか」

「わかった。ちゃんと今日は帰って休むから。……とりあえず、この手を離して」

「ダメだ。離したら、お前絶対どっかにいなくなるだろ」

「子供と一緒にしないで。……恥ずかしいから離してって言ってるの！」

　ぎゅっと指を絡ませたまま、きつく握りしめられた私の手。

　傍から見れば、まるで仲のいい恋人同士のようにも見えるだろう。

「信じられない……！　しかもゆりちゃんの前で……。せっかく戻ってきてくれたんだから、こういうことしないでよ」

「あいつに遠慮する必要ないだろ」

「だってゆりちゃんは、橘マネージャーのことを……」

　途中まで言いかけて、慌てて口を閉ざす。

　ここから先は、私が軽々しく伝えていい言葉じゃない。

「……店に電話してきた時告られて、俺はそんな気、微塵もないってすぐに伝えた」

「え……？」

「白鷺さんも呆あっ気けなく諦めてくれたけど？　最初からわかってたからって」

　あんなに本気っぽかったのに……。なんで……？

　足の力を緩めた隙に、橘マネージャーは私をエレベーターの中へと引きずりこんでいく。

「勘違いすんな。……俺は別に若い子が好きなわけじゃない。そもそも、年下と付き合ったのなんか、お前が初めてだ」

「……え？」

　橘マネージャーの意外な告白に面食らってしまった私の足は、石のように固まって動かなくなってしまった。

「人をさんざんロリコン呼ばわりしやがって……」

　だって絶対私だけじゃないと思っていたのに。年下と付き合ったことが一度もなかったのなら、なんでいきなり五つも下の私と……？

「俺は別に、年齢で判断してるわけじゃないからな」

　橘マネージャーの頬が微かに赤く染まっている気がして、私はたまらず視線を下の方に移した。

　これぐらいのことでいちいちドキドキしてしまう私は、やっぱりすでに頭のどこかがおかしいのかもしれない。

「ソ、ソウデスカ……」

　素っ気なく言ったつもりが、動揺してカタコトになる。

　……なんなの、この甘ったるい空気は。

　エレベーターの中にいるたった数秒間が、私には恐ろしく長く感じられた。

「あれ？　ここって……」

　いつもの一階の職員通路とは違う風景に、そこから降りようとしていた私の足が止まる。

「なんで駐車場？　私、寧々を迎えに行かないといけないんだけど……」

　わけがわからずあたふたする私の手を引いて、橘マネージャーは自分の車に向かって歩きだしていた。

「ねぇ聞いてる？　……私寧々を……っ」

「あんな小さい子を連れて、人混みを連れ回す気か」

「……人混み……？」

　半ば引きずられるように歩いていると、橘マネージャーがなぜか嬉しそうな顔で、私の方を振り返ってくる。

「託児所に預けているのならちょうどいい。夕方早めに迎えに行こう。それまでは、俺に付き合ってもらう」

「……え!?」

　橘マネージャーは助手席のドアを開けて、私を中へと促していた。

　いつもは寧々の特等席なのに、そこに取りつけてあるはずのチャイルドシートは見当たらない。

　なかなか乗りこもうとしない私に向かって、橘マネージャーは鋭い眼光を飛ばしていた。

「おい、何してるんだ。早く乗れ」

「……それってまさか、ふたりで出かけるってこと？」

「それ以外に何がある」

　たどたどしく疑問を口にした私に、後ろにいる橘マネージャーが間髪いれずに答えてくる。

　今まではそばに必ず寧々がいたから、橘マネージャーと完全にふたりきりで過ごしたことなんてなかった。付き合っていた時ですら、こんなに日の高いうちから出かけたことないのに。

「なんでそんなに恥ずかしがってるんだ。……今さらだろ」

　そう言われて自分の顔が赤くなっていることに気づき、俯きながら両手で顔を覆ってしまう。

　隠したって、もうどうにもならない。

　耳まで赤くなっている私を、橘マネージャーは一体どんな表情で見下ろしているんだろう。

「お前は……もう、なんでこういう時に……」

　頭上から呆れたような声が聞こえて、私はびくっと肩を揺らす。

　自意識過剰なのは自分でもよくわかっている。女の人とふたりで出かけることなんて、橘マネージャーにとってはなんでもないこと。

　あっという間に腰と太ももの裏に回ってきた手が、私を軽々と持ち上げる。

　背中に座り心地のいいシートを感じた時、私の心臓は狂ったように早鐘を打った。

「……なるべく誰にも見られたくないから、そのまま顔隠しとけ」

「……すみませんね。誰にも見られたくないほど変な顔してて」

「ああ。なるべく俺以外の男の前では見せない方がいい。……お前隙だらけだから、絶対にすぐ食われるぞ」

　言われたことの意味を理解した瞬間、また顔が熱くなる。

「た、橘マネージャーが……一番危険だと思いますけど」

「バカ言え。俺ほど安全な奴はいない」

　あの夜のことを覚えてないから、そんなことが言えるんだ。下心のない男なんて、この世にいるわけないんだから。

「……そんなこと言って、私なんかを助手席に乗せたりしたら、怒る女の人とかいっぱいいるくせに」

　二年前とは車も変わっているけど、彼が運転する車の助手席に乗ったのはこれが初めてだ。

　ハンドルを握るゴツゴツした手や、横に並ぶとより私との違いが顕著にわかる長い手足。

　なんだかさっきから、変なところにばかり目がいってしまう。

「そんな奴ひとりもいない」

　橘マネージャーはそう言うけど、私は今でも、あの時のことを根に持っている。

　彼女がいるのに他の女の人を助手席に乗せるなんて、普通だったらありえないと思う。

　今でも脳裏によぎる、あの、勝ち誇ったような赤い唇。橘マネージャーの車の助手席に我が物顔で座っていたのは、きれいで大人っぽい女性だった。

　私は一度だって、その席に乗せてもらったことがなかったのに。

　店舗の駐車場で仕事が終わる橘マネージャーを待っているその人を見るのは、胸が張り裂けそうなくらいつらかった。思わず逃げ出してしまった自分が、今思い出しても惨めに感じる。

　私はそれ以来、ただの一度も彼の助手席には乗ろうとしなかった。思えば私たちの関係が壊れ始めたのはあの時で。

　……だから全てを諦めて、私は今、この街にいる。

「……ウソばっかり」

　呆れ交じりにため息をつき、私は車の外に視線を向ける。

「本当だ。この車の助手席に乗せた女は、寧々とお前のふたりだけだ」

　不用意に整った顔を向けられて、私はぐっと息を呑んだ。

「運転中なんだから、前向いてっ」

「じゃあ信じろよ」

　こんな近くから熱のこもったまっすぐな瞳に見つめられると、息の仕方すら忘れてしまいそうになる。

　橘マネージャーの言葉ほど信用できないものはない。裏切られたあの日から、彼のことはもう信じないって心に固く誓ったのに。

「俺を信じろ、結城」

　意地でも結婚するため？　それとも本当にただ私に誤解されたくないから？　できることなら、私をもう振り回さないでほしい。……そんなに真剣な顔されたら、せっかくの決意が揺らいでしまいそうになる。

「これからも他の女は乗せない。その席は寧々とお前だけのものだ」

「わかったからっ、もう前向いて！」

　何度も顔を茹でダコのように染める私を見て、きっと橘マネージャーはからかっているに違いない。

　隣から噛み殺したような笑い声が聞こえてくるのを、私は口元を手で覆いながら睨みつけていた。

「ほら、これ足にかけてろ」

　ちょうど信号待ちに差しかかって、橘マネージャーが後ろの席から暖かそうなブランケットを取り出して私に差し出してくる。

「……どーも」

　さすがにこういうところは手て馴なれていて、なんだか無性に腹立たしかった。

　他の女の人を乗せたことないって言っても、この車が買ったばかりの新車だからとか、そういう理由じゃないの？




「ちょ、ヤバイ何それ！　可愛すぎるっ！」

「だよな……。こっちの色とも迷ったんだけど。いっそのこと、両方買うか」

　橘マネージャーがチェック柄のチュールスカートを二色見比べながら、大真面目な顔でそんなことを言っている。

　ここは一着スカートを買うだけで諭吉が数枚飛んでいくような、高級子供服ブランドの直営ショップ。

　大人の服と変わらない値段に、二の足を踏みたくならないんだろうか。……まぁこの人外車乗っているくらいだから、結構もらっているんだろうけど。

「いくらなんでも、さっきから買いすぎ」

「お前が俺をうまく乗せて買わせてるんだろ」

「そんなつもりは……あっ、あの靴も可愛くない？」

　目に入ったフラワーモチーフ付きのパンプスを指差せば、橘マネージャーも目を輝かせながら頷く。

「やっぱり女の子に生まれてきたからには、いっぱいおしゃれさせてあげたいよね」

「……それも買う」

「え！　ほ、本気!?　二歳の子の靴なんて、一年もしないうちに履けなくなるんだよ？　何も、こんな高いやつじゃなくても……」

「俺が寧々に買ってやりたいだけだから。お前の見立てなら、まず間違いないし」

　そこまではっきりほめられると、さすがに照れてしまう。

　俯いてしまった私の手にあったショップの袋を、橘マネージャーがスマートに奪い取ってしまった。

「なんか、さっきから余計なものばっかり買ってるな」

「じゃあちょっとは自重したら？」

「お前が買いたくなるようなこと言うからだろ」

　苦笑いしながら、彼は持っている紙袋を私に見せつける。

　今日私を誘ったのは、寧々に送るクリスマスプレゼントを一緒に選ぶためだったらしい。

　だからこれは、断じてデートとは呼べないものなんだけど……。

「結城、ちょっとこっち来い」

　ぐいっと手を引っ張られて、今度は別のショップへ導かれていく。

　さっきから何度も当たり前のように繋いでくるから、もう振り払う気力もない。ショーウインドウに映った自分たちの姿が仲のいいカップルにしか見えなくて、ますます複雑な気分になってくる。

「あ、これも似合いそうだね……。てかカラーもデザインも、寧々のためにあつらえた服でしょ」

「お前本当に買わせるのうまいな。それ狙ってやってるだろ」

「これが個人セールスランキング、年間トップテン入りを果たした販売員の実力です」

　お互いに気心知れているせいか、一向に話のネタは尽きなかった。




「あのごめん……私も調子乗りすぎたし、後からお金ちゃんと返すから」

　休憩がてらに寄ったカフェで、私はそう橘マネージャーに申し出た。

　調子に乗って払ってもらってばかりいたけど、冷静になって思い返せば、他人の子供のクリスマスプレゼントの金額としては常軌を逸している。

「別に……たいしたことない。さっきも言ったように俺は自分の意志で、寧々にプレゼントを贈りたいと思ってるんだ。結城に強要されたわけじゃない」

「でも……」

　どうやら橘マネージャーは、意地でも譲りたくないらしい。

「こんなのはした金だって言ってるだろ。俺は忙しくて金を使う暇もないんだから、ボランティアでもしてるつもりになればいい」

「……はした金って！　このブルジョワめ！」

　いつもの調子で突っこむと、彼の表情がみるみるうちに優しく緩んでいった。

「そうそう、謙虚な結城なんて面白くもなんともない。俺はまだまだ買い足りないんだから、もっと好きなだけ選んでほしいくらいだ」

「言ったわね……」

　余裕たっぷりの橘マネージャーにうまく乗せられて、またしても購買意欲が湧いてきてしまう。

　メラメラと燃えながらクレープにかじりついていると、橘マネージャーは嬉しそうに目を細めながら、私のことを見つめていた。

「ほら、生クリームついてる。……まったく、お前は子供か」

「……んっ」

　口元に指を伸ばされて、唇の端についたクリームを橘マネージャーにそっと拭われる。

　何食わぬ顔でその指を舐なめている彼を見た瞬間、私の顔は火がついたように熱くなり、そのまま猛然と化粧室に駆けこんでしまった。

　な、何がしたいの……あの人。恥ずかしいのに、全然嫌じゃない。

　それどころか、彼の笑った顔をもっと見たいと思ってしまっている。ふたりでいると、時間の流れが恐ろしいほど早く感じてしまう。

　ああ、どうしよう。……橘マネージャーと一緒にいるのが、楽しくて仕方ない。




「……結局一日かかったな」

　寧々へのクリスマスプレゼントをようやく選び終えた私たちは、やっと車のシートに腰を落ち着けている。

　さすがに調子に乗りすぎたかもしれない。だって車のリヤシートが、寧々へのプレゼントでほぼ埋まってしまっている。

　こんなにいろいろ買い与えてしまったら、後でマリカに怒られそうなんだけど……。

　そう思った瞬間、私の心が一気に現実へと引き戻されていく。

　……そうだった。マリカと約束した一ヵ月が、もうそこまで迫っている。

　そろそろ本当のことを言わなくちゃいけない。橘マネージャーにどれだけひどい言葉を吐かれても、堪こらえなくちゃいけない時がもうすぐやってくる。

「……なんだ。急に元気がなくなったな。疲れたのか？」

「うん。……まぁそんなとこ」

　ぬるま湯の中にいるような心地良さに、私は視線を遠くの風景に移していく。

　こんな幸せな時間があるなんて知らなければ良かった。彼が抱き合う以外でもこんなに心を満たしてくれる人だったなんて、今日一緒に出歩いたりしなければ、一生気づくこともなかったのに。




　美月に言われた通り、私はずっと自分の気持ちから目を逸らしていた。

　……だから罰が当たったんだ。

　二年前にあんな別れ方をしなかったら、私は今でも彼の隣にいられたかもしれない。いつか手ひどく捨てられてしまうのが怖くて、彼を信じ続けることができなかった。胸張って私が彼の彼女だってあの女の人に言えてたら、こんなことにはならなかったかもしれないのに。

　帰りの車の中で、私は二度とこの場所から見ることのない彼の横顔を、必死で目に焼きつける。

　二度目の恋の終わりが、静かに近づいてくる予感がした。




　寧々を迎えに行く前に、橘マネージャーとたくさんの荷物をマンションの部屋に運びこむ。

　クリスマスまで、全部見えないところにしまっておこう。

　寧々の喜ぶ顔をなんとなく想像していたら、ようやく私の顔にも笑顔が戻っていた。

「結城、そろそろ行くぞ」

「うん」

　久しぶりに寧々と過ごせるのが嬉しいのか、橘マネージャーはどこかそわそわしている。

　彼の背中を追いかけようとした私は、急に立ち上がったせいで目め眩まいを感じ、その場でふらついてしまった。

「……わっ……」

「おい、大丈夫か」

　よろけてしまった私のそばに、こちらを振り返った橘マネージャーが慌てて手を伸ばしてくる。

「平気平気。寝不足だとよくこうなるから」

　咄とっ嗟さに掴まれた肩の部分が熱い。橘マネージャーが労いたわるようにさすってくるから尚更だ。

「あと……離していいよ」

　橘マネージャーの手から逃れるように、私は距離をとって彼に背中を向けていた。

　こんな顔見られたら、絶対変に意識したって気づかれる。

　ただ触られただけなのに、急激に膨れ上がった私の想いは今にも溢れそうになっていた。

「結城」

　私の名前を呼ぶ落ち着いた声にすら、いちいち反応してしまう。

「……何？」

　橘マネージャーと話しているだけで、心臓がどんどん疲弊してどうにかなってしまいそうだ。

　私は精いっぱい平静を装いながら、彼の方をまっすぐ見据えていた。

「俺がずっとお前と話そうと思ってたのは、この前……俺がここに泊まった夜のことだ」

　予想外のことを言われて、心臓がひと際大きく高鳴る。

　あの時とちょうど同じ場所に立っているせいか、足が少しだけ震えそうになってしまった。

「別に……聞かれるようなことは、何もなかったよ」

　……あんなこと、もう思い出さなくていい。酔った勢いだってことくらい、わかっているから。

「だってお前がいきなり不機嫌になったの、あの後からだよな。……お前何か俺に隠し事してるだろ」

「し、してないし！　なんなの、急にそんなこと言いだして……」

　焦って首を横に振る私の顔を、橘マネージャーがじっと覗きこんでくる。

「ほら、そんなこと言ってないで、早く寧々のお迎え行こう」

「ウソつくなよ。……俺、ここでお前とめちゃくちゃエロいことする夢見たんだ」

「……は……？」

　その瞬間ぐいっと腕を掴まれて、私は橘マネージャーの腕の中にあっという間に引きこまれていく。

「……あれってどこまで本当にやったのか、いい加減白状してくれないか？」

　いきなりそんなことを言われて、顔から火が噴き出そうになった。

「だって夢にしてはリアルすぎるだろ。匂いも感触も、間違いなく全部お前だった」

　背中に回った手にぎゅっと力がこもり、もう隙間がないくらい身体が密着していく。

「聞こうと思っても、お前徹底的に俺のこと避けてただろ。今日だって、なかなか聞くタイミングが掴めなくて。……なぁ……まさか俺たち、最後まで……」

「そんなわけないでしょ！　未遂だから！」

　神妙な面持ちで切り出されて、慌てて否定したのが間違いだった。

　目と鼻の先にある彼の唇の端が、ゆっくりと上に向かって持ち上がっていく。

「……へぇ、じゃあやっぱり夢じゃなかったんだな」

「……それは」

　もうごまかしきれない。

　目の前の男が意地悪そうに笑っているのを、私はただ歯を食いしばりながら見つめていた。

「俺、お前にどんなことした？」

「キ……キスと……、あとちょっと……身体触られたぐらいだから。別に……気にしてない」

　恥ずかしくてそっぽを向いた私は、時折聞こえないくらい小さな声で、あの時の状況を説明する。

　こんなこと聞いて、橘マネージャーは一体何がしたいんだろう。

「気にしてないなら、なんであんなに怒ったんだ？」

　まるで手のひらの上で転がされているみたいだ。

　彼は簡単に私を追いつめてくる。

「……なんで俺を名前で呼んで、受け入れようとした？」

　長い指が私の髪の毛を絡め取り、根元から毛先にかけて優しくすいていく。

　私が名前で呼んだこと、ちゃんと覚えていたの……？

　真剣な彼の瞳から目が逸らせなくて、私は次の瞬間とんでもないことを口にしてしまった。

「き、……気持ち良かったから。久しぶりで、ちょっと……流されちゃっただけ」

　その直後面食らったような表情を浮かべていた橘マネージャーの顔が、みるみるうちに照れくさそうなものに変わっていく。

「久しぶりってお前……」

「ここに来てから仕事が忙しくて、ずっと恋愛する暇なかったの！　だから……っ」

　頭の整理がつかない私は、焦ってつい早口になってしまう。

　ていうか、なんでこんなことまで暴ばく露ろしなくちゃいけないの？

　必死で言いわけする私のことを、橘マネージャーは嬉しそうな顔で見つめていた。

「そうか。……じゃあ今は、そういうことにしといてやる」

　妙な含みを持たせた言い方をする橘マネージャーのことを、私は口を引き結びながら見つめ返す。

　彼の言い回しに違和感を覚えつつ、うまく切り抜けられたことに私は安堵していた。

「ねぇ、そろそろ行こう」

「待てよ」

「何、まだ何かあるの？　……とりあえず、これ離してからにしてくれない？」

　橘マネージャーの手は、まだ私の腰と背中に絡みついたまま。

　本当はこうして触れ合っていられるだけでも嬉しいのに、いきなり素直になんてなれなかった。だって今までさんざん拒んできたのに、いきなり態度を変えたりしたら、あからさますぎる。

　ふいっと横を向いた私の両肩を、橘マネージャーが大きな手で押さえていた。

「お前だけずるいだろ。俺は覚えてないのに」

「……は？」

「もう一回キスしてやるから。……目つぶれ」

　その衝撃的なセリフに、私は目を見開いたまま動けなくなる。

「待って、なんでいきなりそうなるの。……しかもしてやるって、なんでそんなに偉そうなの？」

「お前が気持ちいいと思ったんならいいだろ。減るもんじゃないし」

　顔を徐々に近づけてくる橘マネージャーの胸元を、私は必死に押し返していた。

　ああなんで、彼の頭の中はいつもこういうことでいっぱいなんだろう……。そしてなんで私は、彼にキスされそうになっていることが、こんなに嬉しくてたまらないのだろう。

「……ダメ」

　ずるい女だ。

　口ではそんなことを言いながら、抵抗する気なんてさらさらない。涙目になった瞳を携えて、じっと彼の動きを待っている。

　……美月、私はやっぱり純情な女じゃないよ。こうやってこの人を誘う術すべを、本能で知っているんだから。

「……しょ、っ」

　名前を呼ぶ前に、唇が強引に奪われた。

　その瞬間身体に電気が走ったような刺激が走り、目が涙でもっと潤んでいく。触れた部分から溶けて身体がなくなってしまいそうだ。

　早々に立っていられなくなってしまった私の身体を、橘マネージャーは壁へと押しつける。

　そのまま角度を変えながら口内に侵入されるたび、私は夢中で彼の要求に応え続けていた。

「……はぁっ……」

　肌に影を落とすくらい長いまつげが揺れて、漆黒の強い瞳がまっすぐに私の姿を捉えてくる。

　腰に回った彼の手がだんだん下の方に移動してくるのを感じた私は、小さな声を上げて唇を離していた。

「キスだけで終われるか。……俺だって二年も我慢してるんだ」

　彼はその言葉に固まった私の太ももをなぞり、たやすい動作で自分の膝を壁に押しつけながら私の片足を押し上げていた。

「……待っ、……ひゃあぁっ……！」

　指が下着の内側に侵入してきたせいで、思考が焼き切れそうになる。やめさせたいのに、私の口からは熱い吐息と乾いた喘あえぎしか出てこない。

　彼の〝我慢〟という言葉の意味が理解できなかった。別れてから今まで恋人がいなかったなんて、そんなはずないのに。

　指が動くたびに、だんだん大きくなる水音を聞きたくなくて、いっそのこと耳を覆ってしまいたくなる。

　気持ち良くて、他のことが何も考えられない。そこから私が上りつめてしまうのは、本当にあっという間のことだった。

　高揚感と喪失感に襲われる私の目の前で、彼は満足げに濡れそぼった指に自分の赤い舌を這わせている。

　このまま、なし崩しに抱かれてしまうの？

　荒く息を乱しながら、それでも私は精いっぱいの虚勢を張っていた。

「……変態」

「どっちが？」

　バカにするように笑った彼の手が、再び私の方に伸びてくる。でも予想に反して、その手はいつまでも私の頭を優しく撫でていた。

「寧々は俺が迎えに行ってくる。……先にシャワー浴びてろ」

　そのままあっさりと離れて玄関へ向かっていった彼の背中を、私は呆然としたまま見送る。

　昔みたいに押し倒して、無理やり言うことを聞かせるくらい簡単にできるはずなのに……。

　残された私の身体にくすぶった熱が、急激に冷めていく。

　彼がそれ以上手を出してこなかった理由が、私にはわからなかった。










再会と覚悟




　学生が冬休みに入ると平日の客数も一気に増え、私はほとんど一日中接客に奔走することになる。

　さすがに、朝から立ちっぱなしはキツイな……。

　ようやく客足が引いてきたのも束の間、今度は売れてしまってサイズが切れている商品の品出しが待っていた。

「今日は久々に残業かも……」

　遅番のバイトの子に売り場を任せて、私は疲れた身体にムチを打ちながらバックヤードに引きこもる。

「あれ？」

　なぜかどこを探しても、日中大量に入荷したはずのダンボールが見当たらない。

　けれど、ハンガーにかけられた商品や袋出しされてきれいに畳まれた商品がそれだとわかると、私は顎に人差し指を当てながら首を傾げていた。

「それ、すぐ売り場に出せるようにしておいたから」

「た、橘マネージャー？」

　早番で上がったはずの橘マネージャーが、コートを着ながらこちらに向かってやってくる。

「これで明日から接客だけに専念できるだろ？　あとこれ、さっきコンビニで買ってきたデザート。最後の休憩の時にでも食えよ」

　渡された袋の中には大量のお菓子と栄養ドリンクが詰めこまれていた。

「こんなに食べたら太るでしょ……」

「お前はもう少し太って体力をつけろ。この前だって、ちょっといじったくらいでバテてただろ」

「……ちょっと橘マネージャー！」

　さっきから顔を赤くしたり青くしたりしている私に、橘マネージャーはいたずらっぽい笑顔を浮かべている。

「後で寧々と迎えに来るから。終わったら連絡しろ」

　そう言い残して去っていく橘マネージャーをじっと見つめていたら、急に後ろから誰かに肩を叩かれた。

「ちょっとー、やっぱりヨリ戻ったんだ？」

　振り返ればそこにいたのは美月で、私はホッと胸を撫で下ろす。

「……びっくりした～……」

　だってあんな会話を他の人に聞かれてしまったら、きっとあらぬ誤解を与えてしまうだろうから。

「戻ってないし。やっぱりって……それ、どういう意味？」

「ええ!?　だって今、寧々ちゃんと待ってるって……。事情話して、一緒に住み始めたんじゃないの？」

「……寧々のことは、まだ話してないし……。私が遅番で橘マネージャーが早番の時だけ、先に帰ってご飯食べさせてもらってるの。夜はちゃんと帰って自分の部屋で寝てるし」

　美月は私の話を聞いて、あからさまにがっかりした表情を浮かべている。

　あの日以来、また以前のように橘マネージャーが寧々に会いにうちへ来るようになった。

　……触れてきたのも、あの日だけ。

　意識しまくっている私とは対照的に、彼は何事もなかったように接してくる。

「えー、今ラブラブだったじゃん。それ、差し入れでしょ？」

「どこをどう見たらラブラブに見えんの……。嫌がらせだよ。今日だって寧々とすき焼きするって言ってたし」

「忙しくなるとエリカは何も食べなくなるからね。お菓子なら、口にしやすいと思ったんじゃない？　それにもう十九時に上がってから一時間以上経ってるのに……これ、全部ひとりでやっていってくれたんでしょ？」

　美月にそう言われて、私は俯いたまま何も言えなくなってしまった。

「尽くされすぎ。贅ぜい沢たく者もの」

　なんだか、すごく居心地が悪い。

　……橘マネージャーの行動に優しさが見え隠れするたびに、どうしたらいいのか自分でもわからなくなる。




「……寒っ」

　仕事を終えて職員通路から外に出た瞬間、吹きすさんだ北風に、首元のファーに顔をうずめて手をこすり合わせた。

　クリスマスイブまで、あと三日。

　周りは色とりどりのイルミネーションに彩られ、行き交う人々もどこか浮かれていて街は賑やかだ。

　去年は私にとってクリスマスなんてどうでもいいような行事で、仕事に追われているうちにあっという間に過ぎ去っていたし、一緒に過ごすような人もいなかった。

　一昨年にいたっては史上最悪な思い出になってしまったわけで、私はきっとクリスマスに縁のない女なんだって心のどこかで思っていたのに。

　……今年はなぜか、ひとりじゃない。

　これから寧々と笑顔でここに現れるであろうその人の顔が浮かんで、胸の辺りにじんわりとした暖かさが広がるのを感じる。このままクリスマスも当たり前みたいに一緒に過ごして、眠っている寧々の枕元に、ふたりでこっそりプレゼントを置きに行ったりするのだろうか。

　それが楽しみで仕方ない自分と、罪悪感に押し潰されそうになる自分とで、私の心はせめぎ合っていた。どちらにせよ今年のクリスマスは、私にとって何か特別なものになるような予感がした。

「エリカ……？」

　駅ビルの前を歩いていると、人混みに紛れて懐かしい声が聞こえてきた。

　最初は空耳だと思った。

　会えなくなって、もう随分経った気がする。

　甘酸っぱい思い出に包まれながら、〝彼〟を思い浮かべたその時――。

「エリカ、エリカだよな……？」

　後ろからやんわりと腕を掴まれた私は、首だけを動かして後ろに視線を向けていた。

「ウソ……ひ、ろくん……？」

　驚きすぎて、口を開けたまま私は硬直してしまった。

　なんで……なんで、ひろくんがこんなところにいるの…っ!?

「……良かった。マンションの方と迷ったけど、こっちに来てみて」

　動揺する私とは対照的に、彼は甘い綿菓子みたいにとろけそうな笑顔を浮かべている。

　私の幼馴染である彼の名は、天あま草くさ紘ひろ人と。

　眉目秀麗で王子様みたいに優しい顔立ちの彼が、隣の家に引越してきたのは私が小学五年生の時だった。

　四歳も年上な分頼りがいもあって、その上紳士的だった彼に、私がすぐに夢中になったのは言うまでもなく。ずっとずっと彼を追い続けていたから、中学でも高校でも私はろくに恋愛をしてこなかった。

「変わったね。すごく大人っぽくてきれいになったから、一瞬わからなかったよ」

　唇が震えているのは、きっと寒さのせいじゃない。

「な、何言ってるの？　それを言うなら、マリカだって……」

　その名前を出した瞬間、明らかに彼の表情が暗くなったのがわかる。

　ひろくんがお兄さんになるってわかった日、私は悲しくてたくさん泣いた。でもそれは、大事なふたりを同時に失ったような気がして寂しかったから。ひろくんへの想いは恋ではなく憧れで。

　……あの時それに気づかせてくれたのは、紛れもなく橘マネージャーだった。

「……寧々は？」

　ひろくんのトーンが急に落ちて、私は固く唇を結び息を呑んだ。

「エリカが、預かってくれてるんだよね？」

　今までは幼馴染のお兄ちゃんの顔をしていた彼が、急に父親の顔に変わったから。

　黙って頷いた私を見て、ひろくんが安心したように目を細める。

「ごめんね……いろいろ。エリカは仕事が忙しいのに」

「……ううん。ねぇ、マリカは？　今どこにいるの？」

　あの時必死で涙を堪えていたマリカの様子が、頭から離れない。

　そう聞き返すと、ひろくんは気まずそうな顔で口を一旦つぐんでしまった。

「……マリカはまだ、寧々に会えるような状態じゃない」

　彼は苦しげな表情のまま、視線を私の足元に落としていく。

「ひろくんが、何かマリカを悲しませるようなことをしたの？」

　どこから見ても、幸せそうだったふたり。

　それがもう遠い昔のことのような気がして、胸がまるで針で刺されたように痛くなってしまった。

「私……迷惑じゃないから。寧々のこと、マリカが迎えに来るまで預かってる」

「エリカ……」

　申し訳なさそうに眉を下げるひろくんのことを、私は神妙な面持ちで見据える。

「約束したの。一ヵ月経ったら、ちゃんと自分で寧々のこと迎えに来るって」

「……そうだったのか」

　私の固い決意を聞いたひろくんは、どこかホッとしたような、穏やかな笑みを浮かべていた。

「話、聞いてないの？」

「俺がやっと聞き出せたのは、寧々をエリカに預けてるってことだけだよ。エリカがそう言うなら、申し訳ないけど任せる。……できれば……詳しいこともゆっくり話したいんだけど」

　私だって、ひろくんに聞きたいことがたくさんある。

　でももうすぐ、橘マネージャーと寧々がここへ迎えに来てしまうから。頭の整理もつかない今の段階での鉢合わせだけは、なんとか避けたかった。

「ごめん、ひろくん。今日は時間遅いから、また日を改めよう？　連絡先教えるね」

　スマホを取り出して、手早く赤外線を起動する。

　ひろくんにスマホのデータを送信しようとしたその時、ディスプレイが着信画面に切り替わっていた。

　橘マネージャーからの着信に驚いて辺りを見渡すと、彼の車がハザードランプを灯しながら、反対車線の路肩に停車しているのが雑踏に紛れてかろうじて見える。

「あ、ごめんね？」

　私は慌ててその着信を切り、再度ひろくんと連絡先を交換した。

「エリカ、俺今仕事で出張中なんだ。二十五日の朝には帰るから、できれば明日かあさっての夜に会って話がしたい」

　その真剣な眼差しに、私も気が引きしまる。

　ゆっくりと頷くと、ひろくんは安心したように強ばった表情を緩めていた。

「わかった。ごめんね。迎え来ちゃったから、また後で連絡するね」

「ああ。寧々のことも、よろしく頼む」

　何度も頭を下げているひろくんに向かって手を振り、なるべく早歩きで横断歩道を渡りきる。

　停めてある車の後部座席に乗りこむと、暖房のきいた温かい空気が一気に私の身体を包みこんできた。

「遅くなっちゃってごめんね～……」

　助手席に身を乗り出した私は、一番に助手席にいる寧々へと声をかける。

「あれ……」

　返事がなくて顔を覗きこむと、寧々は背もたれのシートに深く身を預け、可愛い寝顔ですやすやと眠ってしまっていた。

「家を出る時はテンション高くてご機嫌だったんだけどな。運転で三分、目を離したらこうだ。……で？　お前はお前で、何のんびりやってたんだ」

　運転席から聞こえた声はどこか不機嫌そうで、私はうっと呻うめくようにして身をすくめる。

「ご、ごめん……えっと」

　適当な言いわけを並べようとした私を、氷のように冷たい声が遮っていた。

「助けてやろうとしたのに、何、人の電話切ってんだ。……まさかお前、あのナンパ野郎と連絡先なんて交換してないだろうな」

「え、いや……」

「大体俺は中で待ってろって言ったよな。……なんでお前はいつも、俺の言うことが聞けないんだっ」

　矢継ぎ早に責められて、言い返す暇もない。

「……なんか橘マネージャーってお父さんみたい……」

「……っ！」

　ぼそっと言ったひと言が効いたのか、橘マネージャーは恐ろしいくらい目を見開いて絶句していた。

「私もいい大人なんだから、ナンパくらい適当にあしらえるし。それにさっきのは知り合いで……」

「知り合いだと？」

　なぜか過剰に反応した橘マネージャーが、すごい勢いで私の方を振り返る。

「あんな馴れ馴れしそうな年上の男が、お前の知り合いだっていうのか」

「……結構距離あったのに、よく顔とか見えるね」

「俺、視力はいいから……って話を逸らすな。質問に答えろ」

　態度が威圧的すぎて、まるで事情聴取でも受けている気分だ。

「知り合いっていうか幼馴染だから。それに、ひろくんは二十七歳で、橘マネージャーよりひとつ年下だけど」

「……なるほど。お前の初恋の奴か。随分できすぎた偶然だな」

「出張中らしいよ。本当、すごい偶然でびっくりした」

　前に向き直った橘マネージャーが、車を静かに発進させる。

　先ほどの剣幕とは一転して静かになってしまった彼は、マンションに着くまでの間、ひと言も発することはなかった。




　車を降りてから寧々をベッドまで運んでくれた橘マネージャーにお礼を言って、私はそそくさとお風呂に向かった。機嫌の悪い彼とこれ以上諍いさかいを起こしたくないから、それは当然の判断で、私がいない間に彼は自分の部屋に帰るだろうと思ったのだ。

「あれ……」

　シャワーを浴び、髪を乾かし終わって浴室から出てきた私は、リビングの光景を見て目を丸くする。

「何やってるの？」

　橘マネージャーはダイニングテーブルの上に準備されたひとり分のすき焼きと睨めっこしながら、気だるそうな雰囲気で頬杖をついていた。

「……食えば」

　やっと言葉を発したと思ったら、そのまま目も合わさず、どこかへ顔をぷいっと背けてしまう。

　わぁすごい。誰が見ても、わかりやすいほど拗ねている……。三十歳目前の彼の、子供のような仕草がおかしくて仕方ない。

　こんな時間にこのボリュームのものを食べたら、明日確実に胃がもたれそうだけど、私は席に座って大人しく自分の箸はしを持っていた。

「……いただきます……」

　一応前に座っている橘マネージャーに声をかけてから、すき焼きの肉に箸を伸ばす。

　柔らかくてよく味が染みこんだそれは、それほど空腹ではなかった私の食欲を強く刺激してくる。気がつけば全部平らげてしまって、自分でもびっくりしてしまった。

「ごちそうさま。はー、やっぱり橘マネージャーは料理うまいね」

　胃が満たされ、心まで幸福で満たされる。

　そんな私を一いち瞥べつして、彼はまるでなんでもない日常会話のように、その言葉を口にした。

「……どうだ。俺と結婚したくなったか」

　油断していたせいで、私の反応も遅れる。いきなりそんなこと言われるとは思っていなくて、顔が一気に紅潮してしまった。

「な、ならない……」

〝うん〟と一瞬言ってしまいそうになった自分が恐ろしい。

　橘マネージャーといるだけでドキドキしてしまうのに、これ以上心臓に悪いことは言わないでほしかった。

「じゃあ、……また好きになったのか」

　畳みかけるように、予想外の言葉が続く。

「えっ？」

　好きに？　なんのこと？

　意味がわからなくて顔を上げた私は、苦しそうに顔を歪めた橘マネージャーの様子に、少しだけ驚いていた。

「確か結婚してるんだろ。あの幼馴染。もういい加減諦めろ。あんな優男が好みとか、お前趣味悪すぎだろ」

「ちょっと、ひろくんのことバカにしないでよ」

　マリカと何があったのかはわからないけど、私にはかっこ良くて自慢の義兄だ。たとえ橘マネージャーといえども、悪口を言われるのは許せなかった。

「〝ひろくん〟とか、〝お父さんみたい〟とか、……さっきからお前こそ俺のこと、バカにしてんのか」

　言葉は乱暴なのに、その表情は悲しみで歪んで見える。

「ちょっと、静かにしてよ。寧々が起きるっ」

　熱くなってきた彼を必死に制しても効果はなく、いきなり立ち上がった橘マネージャーに片腕を掴まれた私は、椅子から呆気なく引きはがされてしまった。

「俺は、……一体お前のなんなんだよ」

　目の前のきれいな顔が、まるで激情に押し潰れそうな切ないものに変わる。

「……っ」

　感情に任せるように近づいてきた唇を、私は思わず顔を横に向けて拒んでしまった。

「なんだよ……それ」

　耳元にある彼の口から聞こえた唸うなるような低い声が、私の鼓こ膜まくを揺さぶってくる。

　嫉妬しているの……？　まさかひろくんに？

　ありえない考えが浮かんで、私は思わず目を瞬かせた。

　そんなわけない。私は橘マネージャーにとって、寧々の付属品とか、おまけぐらいの存在のはず。でも……それなら、なんでこんなに怒るの……？　なんとも思っていない女のために、ここまで感情的になったりする？

　結婚したいと言いだしたのも寧々のためで。私がいないと寧々が手に入らないから、またひろくんを好きになったりしないように、必死になっているはずだって、そう思いたいのに。

　真剣なその瞳に、ウソや偽りの感情は見当たらない。

　浮かんだ淡い期待と共に、橘マネージャーへの想いが、私の中で溢れ始めていた。

「この間は、受け入れたくせに……」

　代わりとばかりに、彼は首筋に熱い唇を押しつけてくる。

「……ひぅっ……」

　小さく悲鳴を上げそうになってしまった口を、私は自分の手で必死に押さえこんでいた。

　直後に吸われるような痛みが走って、その場で激しく身をよじる。

「つけな……いで……っ」

「もう遅い」

　懇願するように声をしゃくり上げた私に向かって、彼が無表情でそう告げていた。

「たち、ばな……」

「悔しかったら、いつまでもふらふらしてる自分を恨め」

　橘マネージャーのそのセリフが、耳に焼きついて離れない。何度も襲いかかる唇の熱を、私は声を押し殺しながら受け入れるしかなかった。




　タートルネックというものを最初に考えたデザイナーに、私は死ぬほど感謝しようと思う。

「あれ？　今日は残業しないですぐ上がるんだ」

　すぐそばにいた橘マネージャーを目視で確認した美月が、コートを羽織って現れた私に、いたずらっぽく笑いかけていた。

「人と会う約束があるから」

「珍しー、デート……なわけないか」

　失礼な美月に反論しようとして、私は視線を走らせる。

　相変わらず何もなかったように飄ひょう々ひょうと働く橘マネージャーに、心の中で思いっきり舌を出してやった。

「……デートだよ。それも、ものすごいイケメンと」

　わざとらしく大声でそう言うと、橘マネージャーの肩が一瞬びくっと揺れる。

「え、エリカ……？」

「じゃあ、お疲れ様でした！」

　コンシーラーでも隠せないほど濃いキスマークをつけたその人に向かって、私は無駄に声を張り上げながら店を後にしていた。

　もう、本当にムカつく……！

　橘マネージャーは絶対に、一ミリも悪いと思っていない。

　キスマークをつけるだけつけて満足した橘マネージャーは、あの後放心状態の私を置いてさっさと自分の家に帰ってしまった。

　そして私には妙な敗北感と中途半端なくすぶりだけが残されて、またしてもひと晩中、頭を悩ますはめになってしまったのだ。

　もう、怒らせることをわざとやっているとしか到底思えない。ああやって焦らして人の反応を楽しむなんて、どれだけ悪趣味なんだろう……。

「ごめんエリカ、お待たせ」

「ひろくん！　全然待ってないよ」

　昨日と同じ駅ビルの前でひろくんと待ち合わせた私は、笑顔で彼のことを迎える。

「ごめんな？　昨日の今日で」

「ううん。私もちょうど、今日が早番だったから」

　昨日はじっくり見られなかったけど、ひろくんはやたらとスーツが似合う。

　これは私でなくとも、胸がときめいてしまうだろう。

「どうする？　どっかでご飯食べる？」

「あー……その……」

　私は視線を自分の働くビルの中に向けながら、冷静になって考えを巡らす。

　いくら私が母親のフリをしているからといっても、彼が寧々の実の父親であることに変わりはない。昨日は焦って自分が預かると申し出たとはいえ、ひろくんだって娘に会いたいだろう。

「このビルの託児所に寧々預けてるんだけど……一緒に迎えに行く？」

　父親というものが、どれだけ自分の娘に思い入れを持っているかなんて、私には想像もつかない。

　もし会ってみてやっぱり連れて帰りたいと言われたら、私もその時は覚悟を決めようと思い、気を張りつめながらひろくんに申し出ていた。

「……ごめん。本当は俺、寧々に会う心づもりが……全然できてないんだ」

「……え……っ？」

「昨日エリカがまだ預かるって言ってくれて……心のどこかで安心してしまった。こんな父親、最低だろ？」

　ひろくんの思いがけない告白にたじろぐ私を、悲しげな瞳が許しを請うように見つめてくる。

　どう反応したらいいかわからなくて、正直困り果ててしまった。

「寧々は母親にべったりだったから。……俺には、ほとんど懐いてないんだよ」

　寧々は男の人に懐かない性格らしいが、まさかパパにまでそうだとは思いもしなかった。

　橘マネージャーとあんなに打ち解けているのは、よほど気が合うってこと？

　ヒロくんのひと言は、私にとって結構衝撃的なものだった。

「なんで……？　ひろくんはパパなのに……」

「ここで立ち話するのもなんだから、そこの店入ろうか」

　寂しげに笑うひろくんに促され、私たちは近くのカフェに入る。

　それからメニューを見て飲み物を選ぶ間も、頼んだコーヒーが来てからも、ひろくんはずっと黙りこんだまま。外の景色だけを、厳しい眼差しでじっと見つめていた。

「……俺たち、実はあれからずっと東京に住んでたんだ」

「……え。ほ、本当？」

「だんだんお腹の大きくなるマリカを抱えて、最初は毎日食べるだけでやっとの……苦しい生活だった。仕事もなかなか見つからなかったしね。マリカはそんな俺に文句ひとつ言わずについてきてくれて……だいぶ苦労かけたよ」

「そうだったの……」

　ひろくんはマリカと駆け落ちする時、両親たちの目の届かない、なるべく離れた土地へ行こうと思ったのだろう。大学院まで進み、やっと決まったばかりの地元の就職先を蹴ってまで、マリカと一緒に逃げる道を選んだんだから。

「寧々が生まれた頃が、人生で一番幸せだったよ。守るものができると、やっぱり仕事に対する意気こみが変わってくるんだ。……その時大学時代の友達に誘われて、一緒にＩＴ関連の会社を立ち上げた。それが運良く軌道に乗ってね、もうマリカにも寧々にも貧しい思いはさせないって、俺は脇目も振らずがむしゃらに働いたんだ」

　東京にいるって知っていたら、私もマリカの助けになれたかもしれない。

　さっきまで険しかったひろくんの表情は、その当時を懐かしむように柔らかくなっていた。

「毎日帰りは深夜。寧々の寝顔を見られるだけで、マシな方だったよ。出張でいろんなところを飛び回るようになる頃には、一年の半分も家に帰れなくなっていた」

　寂しげなひろくんの横顔に、胸がぎゅっと締めつけられる。

　つらかったのはきっと、マリカだけじゃなかったはずだ。

「随分……大変だったんだね」

「見返りに、暮らしは前と比較にならないほど裕福になったよ。セキュリティ付きの広いマンションに引越して、車もいいの乗って。マリカにもそれまで我慢させた分、服やブランド品もどんどん買い与えることができた。でも彼女は全然喜んでくれなくて……それどころか、貧乏だった頃よりも、笑う回数がどんどん減っていったんだ」

　ひろくんの瞳に、悲しみの色が広がっていく。

　私はそれ以上何も言うことができなくて、彼の後悔の念を黙って聞いてあげることしかできなかった。

「寧々はもう、俺に寄りつきもしなかった。俺が帰ると泣いている母親のそばから離れなかったんだ。当然だよ。俺はマリカに任せっきりで、育児なんて何もしてこなかったんだから。寧々が初めて発した単語も、初めて歩いた瞬間も。……俺は寧々のこと、ほとんど何も知らないんだ」

　その場で頭を抱えてしまったひろくんを、私は沈痛な面持ちで見つめる。昔から見上げるほど背が高く逞しかったその身体が、なんだか今はとても小さく感じられた。

「マリカは今、都内の病院に入院してるんだ」

「……えっ!?」

「一ヵ月前買い物してる途中で倒れて、救急車で運ばれたんだ。多分エリカに寧々を預けたすぐ後だと思う。ストレスと疲労で、胃に穴が開く寸前だったって、医者に言われたよ」

　マリカが寧々を預けに来た時の折れそうなくらい細い腕を思い出して、私は差し伸べようとした手を止め激昂する。

「そんな状態のマリカを、東京にひとり残してきたって言うの……!?　どうして？　ひろくん！　ちゃんとあの子のそばにいてあげてよ！」

　周りの目なんか、気にする余裕はなかった。

　私にすら真実を話そうとしないで、あの子はどれだけの悲しみと寂しさをひとりで乗り越えようとしていたのだろう。

「もう、病室には来ないでほしいって……言われたんだ」

「……っ！」

「一緒にいるのも無理だって。……もう、俺の顔も見たくないらしい。家庭を顧みないで仕事に没頭したせいで、俺は完全に嫌われてしまったんだ」

　ひろくんの目尻が、赤く充血していく。

　男の人がこんな風に涙を堪えるところなんて生まれて初めて目にした私は、胸に張り裂けそうなほどの痛みを感じていた。

「そんな……意地張ってるだけに決まっているじゃない。マリカが、本気でそんなこと言うわけ……」

　動揺する私の前に、ひろくんは封筒から折り畳まれた紙を一枚取り出す。

　妻の欄が全部記入された離婚届を見た瞬間、私の身体には戦せん慄りつが走っていた。

「な……何これ」

「病院でマリカに渡された。……前から準備していたのかもしれないな。もう……いつ出してもらってもかまわないからって」

「バカじゃないの……」

　いきなりこんな話を聞かされたら、私の方が泣きそうになってしまう。

「本当にバカな父親だよな」

「ひろくんだけじゃなく、マリカも！」

「……え……？」

　自分だけが責められると思っていたのか、ひろくんは目を丸くしながら驚いていた。

「離婚なんて、そんなことになったら一番可哀想なのは寧々だよ。なんでふたりとも自分のことばっかりで、一番大事な子供のことなんにも考えてあげられないの？」

　涙が勝手にポロポロと溢れてくる。

　寧々は二歳にしては聞き分けが良くて、泣いたりぐずったりすることもほとんどない。本当に手のかからない子で、かえって子供らしくなくて心配になる。

　本当は甘えてワガママを言いたい時期のはずなのに、そうしないのはマリカの手を煩わせないように、自然に身についてしまったからだろう。

「エリカ、ごめ……」

「……私に謝るくらいなら、さっさとマリカの心を取り戻してきてよ」

　私は時折鼻をすすりながら、寒空の下をとぼとぼと駅ビルに向かって歩いていく。

　さっき弱々しく頷いてくれたひろくんを、今は信じて待つことしかできない。寧々にとって、一番幸せな結果をふたりが導き出してくれるといいんだけど……。

「……何これ、ひどい顔」

　手鏡に映った私の顔は、泣いたせいでアイラインがはがれ落ち、マスカラもカール力を失い目尻に貼りついてしまっている。

　ウォータープルーフといえど、あれだけ泣けば大惨事になるのだ。

「直さなくてもいいや。……もう寧々迎えに行って帰るだけだし」

　そんなことに時間を割くくらいなら、一秒でも早く寧々に大好きなママの姿を見せてあげたい。

　なるべく顔が隠れるようにマフラーを巻き直して、私は早足で託児所へと向かっていた。

「寧々ー、迎えに来たよー！」

「あ、ママ！」

　託児所のドアから中に向かって声をかけると、寧々が嬉しそうに私のもとへと駆け寄ってくる。

「しょーちゃんと、ちゅみきしてたの！」

「ちゅみき……？」

　寧々にそう言われておもちゃのコーナーを覗くと、なぜかそこには寧々の身長の高さまで必死に積み木を積んでいる橘マネージャーの姿がある。

　今にも倒れそうだった積み木が傾いた瞬間、私は驚きのあまり、思わず「あっ」と口に出してしまった。

「うーわー、倒れた!!」

「きゃーっ」

　私が現れたことに気づいたのか、橘マネージャーが寧々と大はしゃぎしながら近寄ってくる。

「……自分の娘放っておいて、どこに行ってんだよ。この不良ママ」

「橘マネージャーこそ、今業務中のはずでは？」

　腕を組んだまま見下ろしてくる彼は、かなり威圧的なオーラを放っている。

　寧々を迎えに来るのが遅くなってしまったことに後ろめたさを感じつつ、私は反抗的に言い返していた。

「俺は……短い休憩時間を割いてでも寧々と遊びたかっただけだ」

　そういえば、最近橘マネージャーは休憩中に喫煙室を使わなくなった。

　……きっと本気で、禁煙するつもりなんだね。

「寧々、また明日も積み木やろうな」

「うん！　ねね、しょーちゃん、だいすきっ」

「えーっ!!」

　私すらまだ言われたことのない寧々の〝だいすき〟が飛び出して、思わず驚きょう愕がくする。私の心は、嫉妬でいっぱいになっていた。

「……っていうか寧々。いつの間にそんな言葉覚えたの……」

「さっき俺が言ったら、寧々が真似したんだよ。なんだ、悔しいのか？」

「……別にっ」

　慌てて視線を逸らした私に手を伸ばし、橘マネージャーが馴れ馴れしく肩に触れてくる。

　っていうか私、まだキスマークつけられたこと怒っているんですけど！

「触らないで」

　その手を軽く払って、私は散らばった積み木を片づけ始める。

「しょーちゃんは、ママすき？」

「もちろん」

　淀みなく寧々の質問に答えた橘マネージャーに、私は思わず手の動きを止めてしまった。

　それは私の頑かたくなだった心を動かすには、十分すぎる出来事で。顔が赤くなるのを、俯きながら必死で隠していた。

「俺は寧々のことも、ママのことも、大好きだよ」

　追い打ちをかけるようなその言葉に、私は目眩すら覚えてしまう。顔を見て、直接言われたわけでもないのに。

　寧々に無償の愛情を示す橘マネージャーの優しい横顔に、目が釘づけになる。その表情は、適当に合わせたり、ウソを言っているようには到底見えなくて。

　全ての考えを覆したくなるほど、私の心は、この瞬間全部持っていかれてしまった。

　ねぇ……〝私〟だから？　〝私〟だから、結婚したいって思ってくれてるの？　橘マネージャーは私のこと、ちゃんと心から想ってくれてる？

　今まで固く閉ざしていた心が、彼の優しさによって解かれていく。

　そこに残ったのは、純粋に橘マネージャーを想う心だけで。本当の気持ちを抑えることは、もう、できそうもなかった。

「昨日は……悪かった」

　上から降ってきたどこか切なさ交じりの声に、積み木を持っていた手が止まる。

「謝るから、だから」

　俯いているせいか、ますます顔に血液が集まってくる。

　タートルネックの下に隠れた昨日の印が、静かに疼き始めていた。

「……もう、あいつとふたりで会ったりするな」

「それは……」

　無理だと伝えたいのに次の言葉が続かない。そしたらきっと、彼に悲しい顔をさせてしまうだろうから。

「……私が、それに〝はい〟って答えたら、本当に守ると思う？」

「守らせる」

「もしかしたら、私、ひろくんと不倫してるかもしれないよ？」

　そう言ったのは私の意地悪だった。

　私に双子の妹がいることも、その旦那さんがひろくんだということも、橘マネージャーは知らない。知っているのは、ひろくんが既婚者だということだけ。橘マネージャーが勘違いしているのは、不倫とか、そういうことなのかもしれない。

　だったらこの際、私とひろくんの関係をどう思っているのか、ここではっきりさせておこうと思った。

「お前に限ってそれはない。十年以上何もできずに片想いしてたくせに、いきなりそんな器用な真似ができるわけない」

　間を置くことなくきっぱり言いきった橘マネージャーの顔を、私はまじまじと見つめてしまう。

「そういうこと疑ってるから……会うなとか……言ってくるんじゃないの？」

「それは……俺、個人の問題っていうか……」

「何それ。意味わかんないからはっきり言ってよ」

「こんな場所で言うべきことじゃないってことぐらい、頼むから察してくれ」

　そう言われて後ろを振り返れば、数人の保育士さんたちが頬を染めながら、急いで私たちから目を逸らしている。

　気恥ずかしくなった私は、残りの積み木を再び手早く回収し始めていた。

　大方、夫婦ふたりでいちゃついているようにでも見えたのだろう。

　最後のひとつを取ろうとした時、ふと私の目の前が暗くなっていた。

「お前、……何その顔」

　あまりにも近くから顔を覗きこまれて、私は絶句する。

「泣いた？」

「泣いてないから。さっき両目にゴミが入って、すごい勢いでこすっちゃっただけ!!」

　そんな見え見えのウソをついた私を、橘マネージャーが思いっきり訝しげな表情で見つめていた。

「橘マネージャーって私のこと美化しすぎ。そんなに純粋な女じゃないと思うけど」

「……確かに、もうあっちの方は純粋ではないな」

「もういい。聞いた私がバカだった。寧々、帰ろ」

　ニヤつきながら別のことを想像しているに違いない橘マネージャーを置いて、私は先生方に挨拶を済ませそそくさと保育室を出ていく。

　後ろを追いかけてくる彼に一瞥くれてやると、橘マネージャーは口元になんだか満足そうな笑みを浮かべていた。

「おい。ちゃんとタクシー拾って帰れよ」

「はいはい。寧々様に寒い思いはさせませんからご心配なく」

「お前のことも心配して言ってるんだ」

　何気なく言われたそのひと言に、心臓が慌ただしく騒ぎだす。

　そのまま彼と見つめ合った私は、数秒間その場を動くことができなかった。

「……もう、そんなに若くないんだから。身体労われよ」

「ひと言多いし、橘マネージャーに言われたくない」

　そう言い返したけど、橘マネージャーの頬も心なしか赤くなっている気がして、なんだかいたたまれない気持ちになってしまう。

　なんなんだ……今日の橘マネージャーは。お願いだから、変に私を焦らすようなことは冗談でも言わないでほしい。

　この場の甘ったるい空気を変えようとして、私は別の話題を持ち出していた。

「あの、ちなみに明日って……」

「お前遅番だよな。俺が早番で上がったら、ケーキとか寧々といろいろ準備しておくから楽しみにしてろ」

「うん、わかった」

　そう言われて、私もひとつ、心の中で決意を固める。それはずっとずっと、考えていたこと。

　……全てを打ち明けるなら、明日のクリスマスイブが一番いい。

　さっきひろくんと話したことで、私も覚悟を決めていた。

「明日……橘マネージャーに、大事な話があるの」

「奇遇だな。俺も大事な話がある」

　柄にもなく緊張してしまったけど、彼のそのひと言でそんなものはどこかに吹っ飛んでしまう。いつもはイラッとする爽やかな笑顔も、今はどこかくすぐったく感じて仕方ない。

　……恋は盲目って、どうやらこういうことらしい。

「どうせ、いつものあれでしょ」

「……どうかな。いつも以上に期待して待ってろよ」

「私のは、……あんまり期待しなくていいから」

「なんだよそれ。お前は本当に……俺を振り回してばっかりだな」

　明日真実を打ち明けて、彼がどんな反応を見せようと関係ない。たとえ嫌がられたって、笑われたって。

　――ようやく自覚できた自分の本当の気持ちだけは、素直に伝えたい。

「じゃあね。また明日」

「しょーちゃん、バイバイ」

「おー気をつけてなー」

　何度も振り返っては、いつまでも手を振っている橘マネージャーの姿を目に焼きつける。

　ようやく決心がついた私の心は、もう自分でも恥ずかしいくらいに橘マネージャーのことでいっぱいになっていた。










最後のウソと涙




「最悪……もう帰りたい……。こんなクリスマス嫌だ」

「あら、エリカ意外と似合うじゃない。さすがね、そんなものまで着こなせるなんて」

「そうですよぉ店長！　ゆりより断然イケてますって」

　美月とゆりちゃんのふたりにおだてられても、全然その気になんてなれない。

　これさえなければ、毎年恒例のクリスマスセールだって、いつもの調子で売上を伸ばせるのに。恥ずかしくて売り場に出たくない……。

　先ほどの遅番朝礼で、私は運悪く、サンタコスプレ係の当たりくじを引き当ててしまった。文句を言いたくても、上層部のお偉いさんたちの指示だし、毎年恨みっこなしで誰かひとりがやらなきゃいけないから、どうしようもない。

「これは悪意のある短さだわ……」

　ふわふわの白い綿毛で覆われたスカートの裾をつまみ上げて、大きく息を漏らす。

　何が悲しくて、クリスマスにミニスカサンタにならなければならないのだろうか。どう考えてもサンタの帽子をかぶるだけで事足りるのに、これを平気で着させる上層部のお偉いさんは悪趣味すぎる。今日一日はもう、無我の境地に立って働くしかない。

　意を決して売り場に出ると、店の中はかなりの人でひしめき合っていた。

「いらっしゃいませー！」

　すでに見世物状態の私だけど、売り場に立てば販売員の血が騒ぎだす。いつもの倍の声を張り上げて店内を進んでいく。

「わー、店長可愛い！」

「可愛いって言われる歳でもないけどね……」

　他の社員に引き継ぎを受けていた私は、ちょうどフィッティングルームで接客についていた橘マネージャーと思いっきり目が合ってしまった。

〝こっちを見るな……！〟と言わんばかりに睨みつけても、橘マネージャーは呆ほうけた表情のまま、全く視線を逸らそうとしない。そのうち中から試着を終えたお客様が出てきてしまって、ようやくそこで彼は我に返っていた。

「あの……どうですか……？」

「お、お似合いですよ……。とても、すごく、お似合いです」

　そう言って頬を染めながら、橘マネージャーは照れくさそうに視線を足元に落としていく。

「えっ、じゃ、じゃあ私これ買います！　ついでにこれも！」

　イケメンにそんな顔をされた女の子は大喜びで、購入する商品を次々と橘マネージャーに渡していた。

「……さすがですね。橘マネージャー」

　私のそばにいた従業員が呟いて、私ははっとする。

「いつの間にあんな技を……。なんか、負けてられない」

　クリスマスで浮かれているせいか、お客様の財布の紐ひもも自ずと緩くなるし、ここは販売員の腕の見せどころ。

「すいませーん……ＤＭに載ってるこのワンピースって……」

「はい！　ただいまご案内いたします！」

　勝手に対抗意識を燃やしてしまった私は、それから彼に目をくれることもなく、終わりの全く見えない接客に明け暮れていた。

「エリカお疲れー。ラストまで体力持ちそう？　今客も引いてるし、先に一番とってもいいよ」

「ありがとう助かる。あー、喋りすぎて喉カラカラ～……」

「ついでに心も潤してきなさい」

「……なんのこと？」

　ふふっと肩をすくめてひとりで笑っている美月を不審に思いながら、私は休憩室に向かっていく。そしてドアを開けた直後、何かにぶつかってしまった。

「あ、ごめん」

　その先には橘マネージャーがいて、痛みを堪えるように腰に手を当てながらその場にうずくまっている。

「誰か出てこないかくらい……ちゃんと確認してから開けろよ……」

「ごめん、よそ見してた。大丈夫？　立てる？」

　申し訳なく思いながら彼に手を差し出すと、なぜか顔を赤くしながら自分でさっさと立ち上がってしまった。

「お前さ、今普通にスカートの中見えたんだけど」

「え？　ああこれね、見えても大丈夫なやつだから」

　男の人はペチコートなんて言われても、なんのことかわからないだろう。

　ちょっとだけスカートの裾を持ち上げてそれを見せると、橘マネージャーはため息をつきながら片手で顔を覆ってしまった。

「あのなぁ……そういう問題じゃなくて……。マジでそれ、廃止の方向で上にかけ合ってみるわ」

「私似合わないよねー。……みんな自分がやりたくないからって、お世辞言ってくるし」

「誰も似合わないとは言ってないだろ」

　いきなり真顔でそんなことを言われた私は、注いでいたウォーターサーバーの水を危うくこぼしかける。

　私たち以外誰もいない休憩室には、なんだか気まずい空気が漂っていた。

「やめてよ、橘マネージャーまで……」

「……だからあんまり見せびらかすな」

「な、何を言って……からかわないで」

　焦って動揺する私の方に向かって、躊躇なく彼は顔を近づけてくる。

　避ける余裕はあったのに、やっぱり動くことはできなくて。

「それ。来年からは、……俺の前だけにしろよ」

　軽く掠めるように触れてきた唇を、顔を真っ赤にしながら受け入れてしまった。

　来年からって……。

　橘マネージャーが出ていったドアから、目を離すことができない。唇に残った甘い余よ韻いんに、私はどうしようもないくらい浮かれていた。




「……潤ったみたいだねぇ」

「なんのこと？」

「せっかくふたりきりにしてあげたのに、何？　そのつれない態度」

「いいから、早く美月も一番行ってきなよ」

　ぐちゃぐちゃに荒らされた商品を必死で畳み直しながら、からかってくる美月を牽けん制せいする。

　今日はクリスマスイブということで、これからイルミネーションを見たり、食事に行ったりする人がほとんどだろう。十九時から閉店にかけての集客は、もうあまり期待できない。

　ピーク時とは対照的に閑散としてしまった売り場の手直しぐらいしか、正直言って今はやることがなかった。

「じゃあ、ゆりちゃんも一緒に連れてくね。上がってきたら、みんなで一斉に商品整理始めよう」

「いってらっしゃい」

　橘マネージャーもさっき十九時で上がってしまい、なんだかひとり残されたような気分になって寂しく感じる。

　……私って、こんなに弱い人間だっけ。

　ここに来たばっかりの時はずっと気を張ってて、周りになんて頼ることなく全部自分で背負いこんでいたのに。

　橘マネージャーが来てから、いつの間にか甘えることの心地良さを覚えてしまった。このまま、あの温かい腕なしじゃ、生きていけなくなりそうな自分に恐ろしさすら感じる。

　なんでこんなに好きになっちゃったんだろう……。

　仕事中でもこういう作業だけを淡々とこなしている時は、橘マネージャーのことばかり考えるようになってしまった。

　ふーっと息を吐きながら、背筋を伸ばしたその時。

「……あの、すみません」

　後ろから鈴の鳴るような愛らしい声が聞こえて、私は慌てて体勢を立て直していた。

　そして、いつもの笑顔を作って振り返る。

「は……い」

　見覚えのある女の人が目に入った瞬間、時が止まったように動けなくなってしまった。背筋を冷や汗が伝っていき、震えた唇を咄嗟に覆う。

　二年も前のことなのに、顔を覚えている自分を激しく呪いたくなった。

「あの、翔太は……ここにいますか？」

　美しい艶のある長い髪を揺らしながら、彼女がその名を口にする。

　やめて。呼び捨てにしないで。

　そう言いたいのに、渇いた喉からは声が出てこない。黙って首を横に振るのが、私には精いっぱいだった。

「そっか……どうしよう」

　独特の可愛らしい声が、思い出したくない記憶を勝手に呼び起こす。




『今日は忙しくて会えない』と言われた二年前のあの日、楽しそうに会話する彼女と翔太の姿を、私は偶然目撃してしまった。

『ねぇねぇ、翔太って今彼女いるの？』

『……は？　別に、いないけど』

『本当!?　じゃあ私、翔太の彼女になっちゃおっかなぁー』

　嬉しそうに橘マネージャーの腕に細い手を絡めたこの人のことを、橘マネージャーは全く拒もうとしていなかった。

　なんで？　翔太にとって、私は彼女じゃないの？

　激しい憤りと、絶望。

　彼女は彼を呼び捨てにし、彼も本来の口調で話していることに驚いて、たまらず涙がこみ上げてきた。

　翔太のあの姿は、私だけが知っていると思っていたのに。

　並んでいるふたりは美男美女で、胸を思いきりかきむしりたくなるくらい、お似合いだった。

　……間違いない。橘マネージャーの車の助手席に、我が物顔で乗って待っていたのもこの人だ。




「えっと私、翔太の彼女で、奈な良ら橋はし梓あずさって言います。実は彼とは東京で同どう棲せいしてるんですけど、こっちに出張になってから、なかなか連絡がとれなくて……。今日クリスマスイブだし、驚かせようと思ってここに来ちゃったんですけど……」

　ころころと悪気なく笑う彼女の顔が、私の傷ついた心をさらに深くえぐる。

　雷に打たれたような衝撃が、私の身体を縦に走っていた。

「住んでるとこ、知りませんか？　とりあえず会社の寮に住むってことは、聞いていたんですけど」

「……あ、……いや」

　さっきから焦点が定まらない。

　耳に髪の毛をかける左手の薬指に光ったものが見えて、驚きのあまり心臓が止まりそうになる。

「……あっ、婚約してるんです、私たち。彼ったら、仕事となるといつも連絡が疎おろそかになっちゃって」

　ひどく幸せそうに笑う彼女の顔が、私には激しく歪んで見えていた。

　……どうしてなの、橘マネージャー。なんであなたは、いつも最後に私を不幸のどん底へ突き落とすの？

　目頭が熱くなってきて、視界もだんだんぼやけてくる。

　……寧々とこの人だったら、橘マネージャーはどちらを選ぶのだろう。

　一瞬だけ考えた私は、すぐにバカらしくなってその考えを中断した。

　考える必要もない。だって寧々は、橘マネージャーの子供じゃないんだから。

　真実を伝えてしまえば、彼はこの人のもとに舞い戻ることになるだろう。私はまた、まんまと騙されてしまうところだったんだ。

　もしかしたら、私を求めてくれているんじゃないかなんて、そんな幻想を抱いて舞い上がって。……また彼の魅力に、深く囚われてしまった。

「あの……どうかしました？　気分でも……」

「……いえ、大丈夫です」

　ふらついている私を気遣ってか、彼女は白く、か細い手を差し伸べてくる。

　こんなに優しくて美しい人を手放そうとしているなんて、橘マネージャーはバカだ。救いようのないくらい愚かで、残酷な人。

　彼女の言葉なんて、もう耳には入って来ない。

　考えることを放棄した私の視界は、少しずつ暗転していった。




「――リカ、エリカ!?」

「……え？」

「良かったー、いくら声かけても反応ないから、立ったまま気失ってるのかと思ったんだけど」

「あれ……」

　力なく顔を上げれば、そこには心配そうな美月とゆりちゃんの姿しか見当たらない。

　おぼろげな記憶を辿ってみると、先ほどまでここにいた彼女の顔が浮かんで、じわじわと私の傷を刺激してくる。

　そうだ。彼女は人形のように反応しなくなってしまった私に話を聞くのを諦めたのか、礼儀正しくお礼を言ってこの場を去ってしまったんだ。

　……橘マネージャーは私の家にいるって、教えてあげれば良かったのかな。でもそんなことしても、もう意味がないよね。

　この恋に望みが残されてはいないことを、彼女のおかげではっきりと理解した。

　遅かれ早かれ、彼は私の前からいなくなる。寧々が自分の子じゃないとわかった瞬間、橘マネージャーは私を捨てて、あの人のもとに帰っていくんだ。

　気持ちを伝えるなんて余計な恥をかかずに済んで、……本当に良かった。

「随分疲れてるみたいだし、今日はもう先帰りな？　私とゆりちゃんで閉店業務やっておくから」

「……でも……」

「そうですよ。ゆりは独り身だから、終わった後の予定なんて友達との飲み会ぐらいですし」

「そうなの？　寂しーね。私はこの後彼の家にお泊まりだから」

「ちょっと美月さんっ、さりげなく自慢しないでくださいよ！」

　目に涙の膜が張っていくのを感じて、私は慌ててそれを拭う。

「……ふたり共……本当にごめん」

「いいクリスマスになるといいね」

　美月にそう言われても、私は笑って返事することなんてできなかった。

　……私はやっぱり、クリスマスには縁がないみたい。




　駅ビルを出てから自分のマンションまでどうやって帰ったのか、ほとんど覚えていない。

　ひとりになっても泣かなかったのは、冬の凍いてつく寒さのおかげで痛みが麻痺してしまったからだろう。このままずっと、心が麻痺したまま何も感じなくなってしまえばいいのに。

　……私はまた、同じ過ちを繰り返してしまった。

　これから長い時間をかけて、彼のことを忘れなくてはいけない。

　今回はもう……それがどれくらいかかるのか、あまりに途方もない時間に思えて見当さえつかなかった。二年前よりもずっと深く、心は傷ついている。

　できることなら、このまま帰らずにどこかへ逃げてしまいたいくらいなのに。なんでこんな時でも頭に浮かんでくるのは、彼の笑顔ばかりなのだろう。なんで騙されたとわかっているのに、私は彼をすぐに嫌いになることができないのだろう。




「お前なんで歩いて帰ってくるんだよ。電話すれば迎えに行くって言ったろ」

　玄関を開けてすぐに飛びこんできた橘マネージャーの姿に、それまで堪えていた感情の波が一気に押し寄せそうになる。

　必死で無視してブーツを脱いでいると、急に肩を掴まれ、無理やり彼の方を向かされてしまった。

「顔真っ白だぞ。ほら、こんなに冷たくなって……」

　大きな手のひらがいきなり私の頬を包みこんできて、その温もりが凍てつく肌を伝わって浸透してくる。

　……そうやって、心配するフリなんかされても、もう私は騙されない。

「触らないで」

　私が感情を全くこめない冷たい瞳で睨みつけると、彼の長い指がピクッと小さく反応した。

「……なんだよ。一日中サンタの格好させられたせいで機嫌悪くなったのか？」

　私の後を追いかけてくる橘マネージャーには目もくれず、玄関からリビングの方に向かっていく。

「ママおかえりー、見てぇ！　じゃーん」

　寧々は私を見るなり飛びついてきて、ダイニングテーブルの上に置かれたケーキやごちそうを一生懸命指差していた。

「……これ……」

「全部テイクアウトで悪いけど。お前ずっと頑張ってたし、俺からのおごりな」

　彼のことを何も知らなかったら、手放しで喜んで感謝の気持ちを伝えられるのに。

　必死に頑張る橘マネージャーが、滑こっ稽けいに思えて息ができないほど苦しかった。

「何突っ立てんだ。早く座れ。寧々も食べないで、ずっとお前のこと待ってたんだぞ」

「ママッ、はやくっ！」

　促されるまま席に着いた私は、複雑な心境のまま目の前で楽しそうに会話を繰り広げるふたりを見つめる。

　……あと、何時間こうしていられるのだろう。このまま時間が止まれば、ずっとこうして三人でいられるのに。

　私の虚うつろな目は、握りしめたスマホのディスプレイをじっと見つめていた。




「……いいか寧々。早く寝ないと、サンタさん来ないからな」

「はーい。ママ、行こっ」

　お風呂から上がって寝る準備を整えた寧々と一緒に、私はベッドにもぐりこむ。

　このまま眠ってしまえれば楽だけど、いろんなことがありすぎて今日は眠れそうもない。

「……ねぇママ」

「……ん……？」

「だーいすき」

　半分うとうとしながら、寧々が柔らかい表情で幸せそうに微笑んでいる。

「ママも……寧々が大好き」

　胸がじんと熱くなるのを感じながら、寧々を自分の胸に引き寄せる。

　ごめんね、寧々。もう、あなたの大好きな〝しょーちゃん〟とは、会えなくなるの。ママは今日、一番大好きな人とさよならしなくちゃいけないんだ。

　それからしばらくして聞こえてきた衣擦れの音に、私は薄目を開けゆっくりと起き上がる。

「……寝た？」

　囁くようなその声に頷いた私は、彼が嬉しそうに寧々の枕元にプレゼントを置いている様子を黙って見つめていた。

「明日どんな反応するだろうな。あー、すげー見たい！　このまま泊まっていいか？」

「……バカじゃないの」

　リビングに戻ってきた途端そんなことを言いだす橘マネージャーに、つい本音が出てしまう。

　彼女いるくせに……本当に信じられない。今まで彼が私に行ってきた行為も、浮気同然のものだ。

　何も知らなかった私の方が、重い罪悪感を彼女に対して抱いている。

　……なんて滑稽なことだろう。

「なんか、さっきからやけに態度が辛しん辣らつだな。店出る前は、普通だっただろ」

「思い当たることないの？」

「お前の考えてることは、さっぱりだな」

「……最低」

「エリカ」

　急に名前で呼ばれて、私は目を大きく見開き動きを止める。

　ピンと張りつめた空気に、背筋から不安が一気に駆け上がっていく。

「……エリカ」

　こんな茶番はやめさせたいのに、喉元まで苦しい何かがこみ上げてきて、言葉を発することができない。

「何があっても、俺の気持ちは変わらない。……だからお前に、これを受け取ってほしい」

　差し出された漆黒のジュエリーケースには、金色でブランド名が刻印されてある。

　服の胸元を握りしめていた私の手は、怒りと悲しみで小刻みに震えていた。

「本当は二年前に……エリカに渡そうと思ってた指輪なんだ」

　愛おしそうに目を細めながら、橘マネージャーがケースを開ける。

　中から現れたのは、大きなダイヤを花びらが抱くようなデザインの、エンゲージリング。

　そのプラチナの輝きさえも、私にはウソにまみれているように思えた。

「俺、あの時……」

「……めて」

「エリカ……？」

「やめて……っ、そんなの、いらない……！　橘マネージャーとなんて、絶対に結婚しない！」

　涙を浮かべながら全力で拒否した私を見て、彼の動きが止まる。

「……もう、これ以上……バカにしないで」

　声が震えそうになるのを必死で抑えながら、私は腕に爪が食いこむほど、自分の身体を強く抱きしめていた。

　彼女の細くて長い指に、よく似合っていたその指輪。デザインも何もかも全く同じものが、今彼の手の中に収められている。

　この人は一体どこまで、私を傷つければ気が済むの？　たとえウソでも、私のために選ぶことすら煩わしかった？　……最初から、全部が偽りだったんだね。

　二年前私を包みこんでくれた手の温もりすら、もう信じることができない。

「ブランド物の指輪やっとけば、……女なら、誰でも喜ぶみたいな考え、改めた方がいいよ」

「エリカ、お前何言って……」

　橘マネージャーの表情が険しくなり、戸と惑まどいを隠せない様子の瞳は、焦点を失ってぐらぐらと揺れているようにも見える。

「残念だったね。……もう私の機嫌なんてとる必要ないよ。この際だから、はっきり言っておくけど」

　私の顔には、涙の代わりに自じ嘲ちょうの笑みが浮かんでいた。

　ウソでなんか終わらせない。それが、私の復讐。

「……寧々はあなたの子供じゃないから」

　静かにそう言って、目の前の橘マネージャーを睨み上げる。

　これでもう、後戻りはできない。

　彼は瞳を大きく瞬かせて、凍りついたように動けなくなっていた。眉間に手を当てながら黙りこんでしまった橘マネージャーの視線が、ゆっくりと私の方に向けられる。

「お前の大事な話って、それのことか？」

　地を這うような低い声が聞こえてきた瞬間、私は自然に身体を強ばらせていた。

　表情にはたいして変化がないのに、その黒い瞳の奥に、熱い怒りの感情を孕はらんでいるように見える。

　彼の足がこちらに一歩踏み出してくる前に逃げれば良かったのに、私のすくんでしまった足は全く動いてくれなかった。

「……期待した俺がバカだったな」

　乱暴にそう言い捨てた彼は、私の手首を痕あとがつきそうなくらい強く握りしめてくる。

「は、離して……」

「離さない」

　ギリギリと徐々に締めつけられて、その痛みに私の頬が引きつっていく。

「離したら、お前、また俺の前からいなくなるだろ」

　橘マネージャーは、自分が今どんな顔をしているのか、気づいているの？　傷ついているのは、私の方なのに。

　彼はまるで激痛に耐えるような、切なく苦しい表情を浮かべている。

　一体どこまでが演技なのか、私にもわからない。

「どうすれば、お前は俺の腕の中に戻ってくるんだよ！」

　そのまま腕の中に閉じこめられて、洗いざらしの服の匂いと爽やかな香水の香りが、私の鼻腔をくすぐってくる。

　ぎゅっと強く抱きこまれるたび、私の胸には苦い悲しみが広がっていた。

「……に、二度と戻らない。絶対に……戻ったりしない」

　油断してしまえば涙が溢れてしまいそうになる中、私は必死で声を張り上げる。

「うるさい」

　橘マネージャーは、まるで黙れと言わんばかりに、自分の胸に私の口を押しつけていた。

「……っ離し」

　後頭部に添えられた手の力が緩む気配は全くない。

　息も満足にできないようなその場所で、私は自分の気力と必死で闘っていた。

　橘マネージャーの温もりがあまりにも心地良く、そして何よりも愛おしい。ずっとこうしていたくて、思わず広い背中に手を伸ばしてしまいそうになる。

「……エリカ……」

　彼が私の名前を呼んだとほぼ同時に聞こえてきた、インターホンの音。

　静かな部屋に響き渡ったその音に、私は正気を取り戻していた。

　そうだ。もう、タイムオーバーなんだ。

　同じように気をとられている橘マネージャーの手が緩んだ隙に、私はそこから抜け出してエントランスのモニターを覗きこむ。

　画面に映っているのは、そわそわしながら心配そうな表情をしているその人で。

　ロックを解除しながら、私はゆっくりと後ろを振り返っていた。

「……なんで、そいつがここに……」

　驚愕の表情を浮かべる橘マネージャーの顔を見て、私は最後の覚悟を決める。

　悔しいから、真実なんて明かしてあげない。最低の元カノとして、記憶に残ればいい。私がつく最後のウソが……ずっと、心に残ればいい。

「私が呼んだの」

「なんのためだ」

「もちろん、寧々のためだけど」

　私の言葉に何か違和感を覚えたのか、彼の表情に焦しょう燥そうが走る。

　そして、そこから導き出される答えを、私はなんとなく予見できていた。

「……お前……あいつとはなんでもないって……」

「橘マネージャーが自分の娘だって信じこんでたから。送り迎えとか料理とかやってもらって、いろいろと楽させてもらっただけ」

　私は口元に笑みを浮かべながら、橘マネージャーをバカにするような目で見上げる。

「ウソだ……お前は、そんな女じゃない」

「なんで？　私のことよく知りもしないくせに、なんの根拠があってそんなことが言えるの？」

「それはお前が……」

　橘マネージャーに一途だと言われた時、本当は嬉しかった。

　だけど私はこれから、あなたの中で、最低な女に成り下がる。

「いつまで私のこと、二股なんてできない純粋な女だって思ってるの？　ひろくんも東京に住んでたんだから、会うことなんていくらでも可能だったのに」

「頼む。……悪い冗談はやめてくれ」

「冗談じゃないから」

　そう言いきったところで、私は急いで玄関に向かった。

　ひろくんは急いでここまで来てくれたのか、息が少し荒くて頬の辺りが赤くなっている。

「ごめんね、明日帰るのにわざわざ来てもらったりして……」

「平気。それより……大丈夫なのか？」

「うん。今ちょうど話してるから、中入って。寒かったでしょ」

　急な呼び出しにもかかわらず、すぐに応じてここまで足を運んでくれた彼をねぎらいながら、リビングへと案内する。

「……こんばんは。天草紘人と申します」

　殺伐とした雰囲気の中、挨拶したひろくんに橘マネージャーは底冷えがするほど冷たい目線を向けていた。

「橘マネージャーが寧々を自分の子だって勘違いしてるのわかってて、ずっと黙ってた。……ごめんね。寧々は、私とひろくんの間にできた子供なの」

　いつから私は、ウソがこんなにもすらすら言えるようになったのだろう。

　急に訪れた沈黙が、恐ろしいほど長く感じる。

　俯いたまま言葉を発しない橘マネージャーを、私はただずっと見つめていた。

「寧々が大変お世話になったと、エリカから聞いています。これからは俺が責任持って育て――」

「てめぇっ！　……ふざけんなっ！」

　口火を切ったひろくんを遮って橘マネージャーが壁を殴りつけ、鈍い音が響き渡る。

　それに怯おびえた私を、ひろくんは自分の後ろに隠してくれていた。

「そんなもんはめてるくせに、よく平気で〝責任〟なんて言葉が使えるな」

「……それを、君にわかってもらうつもりはないよ」

　結婚指輪を指摘されても、ひろくんは毅き然ぜんとした態度で橘マネージャーに向き合っている。

　嫌な役をやらせてしまったことが申し訳なくて、私は必死で奥歯を噛みしめていた。

「俺はお前を……一発殴らないと気が済まない」

　唸るようにそう言った橘マネージャーの言葉を聞いて、彼が本気で怒っているのが伝わってくる。

「好きにすればいい」

　まるで挑発するようにそう返したひろくんに橘マネージャーが掴みかかっていくから、私は目を丸くしながら驚いていた。

「……ま、待って」

　まさかこんなことになるなんて。

　拮きっ抗こうしているふたりの間に、私は慌てて入っていく。

「やめて、お願い！」

　それでも橘マネージャーは、ひろくんの襟首を掴んだまま、その手を離そうとしない。

　それは私にとって大きな誤算だった。寧々が自分の子じゃないってわかったら、あっさり諦めて彼女のもとへ行くと思っていたのに。……誰のために、そんなに怒っているの？

　橘マネージャーの行動の意味が理解できなくて、頭が混乱する。

　彼がひろくんに向かって拳を振り上げた、その時――。

「……パパ……？」

　そこにいた全員の目が、寧々のところに集中する。

　あれだけ音を立てれば起きてしまうのも無理はない。

　寝ぼけ眼まなこの寧々は、ゆっくりと私たちの方に近づいてきていた。

「パパだ」

　首を傾げるようにした後、寧々が恥ずかしそうに笑っている。

「お、おいで……？　寧々」

　ひろくんの声は情けないくらい震えていて。……その優しい瞳にはうっすらと涙が滲んでいた。

「パパ、あのね、サンタさんがねー」

「う、うわ、もうこんなに喋れるようになったのか……」

「そうだよ。寧々、いろんな言葉覚えたもんね」

　懐いてないなんて、ひろくんはなんでそんなに自信がなかったんだろう。寧々の生き生きとした表情を見ていればわかる。……パパが嫌いな子供なんて、いるわけがない。

　カタン、と背後から音が聞こえて、私は橘マネージャーの方を振り返る。

　部屋から出ていく彼の目尻が赤みを帯びているような気がしたけれど、もう声をかけることはできなかった。

「あれママ……しょーちゃんは？」

　寧々が不安そうに見上げて私に聞いてくる。

「……本当に、大事な人のところに行ったんだよ」

　ようやくひと仕事を終えて、心から安堵する。

　忘れ去られたジュエリーケースを見た瞬間、ようやく一筋の涙が頬を伝っていた。

「エリカ……？」

「あれ？　安心しちゃったからかな。なんか、止まらないんだけど……」

　堰を切ったように、涙が溢れてくる。拭っても拭っても止めることができなくて、そんな自分が未練たらしく思えた。

　私が不倫をしたように思わせたことは、後悔していない。婚約者のもとに戻る彼に、可哀想な女だと思われるのは、絶対に嫌だったから。

「ひろくん、ごめっ……。こんな、面倒なことさせて、本当に……」

　嗚お咽えつをどうにか堪えながら、ひろくんに何度も頭を下げる。

「元カレが自分の子供だって勘違いして、ずっとつきまとわれてたんでしょ？　寧々を預かってもらってた手前、俺にも責任あるから」

　その場にうずくまってしまった私の背中を、ひろくんが優しくさすってくれていた。

「ママいたいの？　どこ？」

「……もう大丈夫。どこも痛くないよ」

　こんなに小さい寧々にまで、心配はかけたくない。

　そう思うのに、私の心にはぽっかりと大きな穴が開いたまま。

　もう二度と彼に触れることはできない。……前に進める日なんて、一生来ないかもしれない。










離れ離れの絆




「じゃあ……マリカによろしくね」

「うん。許してもらえるかわからないけど……寧々のために頑張るよ」

　パパとの再会で興奮していた寧々も、二十三時を過ぎる頃にはさすがに力尽きて寝てしまった。サンタさんからもらった大きなテディベアを抱きかかえて、幸せそうな顔で眠っている。

「悔しいな。こんなに大事そうにしてるの見ると。……急いで来たから、俺、何も用意できなくて……」

「来年からは、ずっと寧々のサンタでいられるんだからいいじゃない」

　ふと、嬉しそうに寧々へのプレゼントを選んでいた橘マネージャーの姿が、頭をよぎる。

　……ダメだな。思い出が多すぎると、忘れる暇がない。

　無理して笑う私の頭を、ひろくんは何も言わず優しく撫でてくれていた。

　こうしていると、まるで子供の頃に戻った気分になる。

　ひろくんには本当に感謝しているし、彼が父親としての自信を取り戻してくれて、本当に良かったと思う。

　明日始発の飛行機で東京に帰るため、ひろくんは空港近くのホテルに戻らなければならない。

　名残惜しそうに玄関に向かうひろくんの姿を見て、私はずっと考えていたことを提案した。

「あのさ……こっちって初売りが二日からだから、元日は休みなんだけど……。私が東京まで寧々を送っていってもいいかな？　マリカにも直接会いたいし」

「……え……」

「早く、親子三人そろって笑ってるとこ見て……安心したいし」

　私だってマリカの様子が気になる。

　突然の申し出に、ひろくんは少しだけ戸惑いの表情を浮かべた後、嬉しそうに微笑んでくれた。

「俺はもちろん嬉しいよ。けど、エリカの負担が大きくならない？」

「全然平気。三十一日、仕事が終わったら新幹線で行くから。夜、東京駅に迎えに来てくれる？」

「わかった」

　寧々と離れるのは正直言ってものすごく寂しい。でも早く慣れないと。……私はもうすぐ、ひとりになるんだから。




　それから年末にかけて、毎日慌ただしく過ぎていった。

　橘マネージャーの姿は、あの日以来一度も見ていない。偶然にもふたりの公休日がずれていたので、あのイブの日から四日間は顔を合わせなくて済んだのだ。

　さらに幸いなことにヘルプは今月末で終了する。

　隣の部屋に引越し業者が入っているのを偶然見かけて、彼はもう東京へ戻る準備を始めているんだなぁとぼんやり思った。

　私たち販売員と違って、本社勤めのマネージャーは二十八日から年末年始の休暇に入る。

　そのことが頭から抜け落ちていた私は、連休明けに出社して橘マネージャーのヘルプがすでに終わっていたことに気づき、とても拍子抜けした。

「どうしたの？　浮かない顔して。……早く忘れなよ。あんな、エリカにだけ挨拶しないで行っちゃった三十路みそじ男おとこのことなんて」

「三十路男って……。違うし、橘マネージャーのことなんて考えてない。もうすぐ寧々とお別れだから、感傷に浸ってるだけ」

　美月には橘マネージャーに本当のことを話したら、呆気なく振られたと言ってある。

　彼女は最初ひどく驚いていたけれど、今はこんな風にしゃきっとしない私を叱しっ咤たしてくれるようになった。

「あー、三十一日東京に行って元日の夜に帰ってくるんだっけ。弾丸ツアーすぎるでしょ」

　呆れたように笑っているけど、美月は私の身体を気遣ってくれているのだろう。わざわざ私のために、三十一日のシフトを早番と交代してくれた。

「寧々のためなら……なんでもできるし」

「ふーん。私はてっきり、橘マネージャーに会いに行くのかと思ったんだけど」

「そんなわけないでしょ！　……もう、きっぱり忘れたから」

　大体、橘マネージャーが東京にいるとも限らない。あのきれいな彼女と、ゆっくりどこかへ旅行に出かけているかもしれない。

　そんなくだらないことを考えて、私はまた勝手に落ちこんでしまった。

「……それならいいけど？」

　美月に見透かされないように、顔にいつもの笑顔を貼りつけて振る舞う。

　本当は引きずっているなんて言ったら、美月に怒られそうだな……。

　空になったロッカーに、彼の私物はもう、ひとつも残っていない。橘マネージャーは、まるで逃げるように私の前から姿を消してしまった。

　……だから皮肉にも、あのイブの日が顔を合わせた最後の日になってしまった。




「寧々、人いっぱいだから迷子になるよ。ちゃんと手繋いで」

「はぁい」

　新幹線からホームに下り立ちエスカレーターを下ると、人の波が一気に押し寄せてくる。寧々が潰されないように守りながら、私は目的の場所へ必死で足を進めていた。

　相変わらず、東京駅は人の多さが尋常じゃない。もし寧々とはぐれたら、絶対見つけられないし、自分も間違いなく迷子になる自信がある。

　仙台から向かう新幹線の席はガラガラだったし、ここを訪れるのは丸二年ぶり。この駅の恐ろしさを、私はすっかり忘れていた。

「寧々ー！　エリカー！」

「あ！　パパいたっ！」

「うわーん、ひろくーん」

　さんざん歩き回ってようやく彼の姿を見つけた私は、安堵して涙が出そうになる。

　子供を連れての長距離移動が、まさかこんなに大変だとは思わなかった。

「良かった、無事役目を果たせて……」

「大げさだなぁ、エリカは。だから大変だって言ったのに」

　人の気も知らずに、爽やかに笑うひろくんが憎らしい。

　寧々に会えたことがよほど嬉しいのか、目尻を下げながらずっとにこにこしている。

「マリカのことは？　今どうなってんの」

　ひろくんの車に向かう途中、さりげなく聞いてみると、彼はさっきまでの表情が一変。なんだか気まずそうに、口を閉ざしてしまった。

　信じられない。あの日から、一週間もあったのに！

「……まさか、まだ仲直りしてないとか言わないよね」

　眉間に皺を寄せながら問いつめると、ようやく『ごめん』と白状されてしまった。

　車での道中、ひろくんに聞いたところによると、マリカは相変わらず会うことすら受け入れてくれないらしい。足繁く病院に通っても、『今さらなんの用？』と門前払い。

　日に日に憔しょう悴すいしていったひろくんは、〝やっぱりダメなんじゃないか〟とまたネガティブモードに陥っていた。

　イブの夜、橘マネージャーの前で見せたあの男らしさは、一体どこに行ってしまったんだろう。

「……マリカは意地っ張りだからね。あの子、喧嘩になると絶対〝もういい〟って言いだすでしょ？」

「さすが双子だね。毎回、必ずと言っていいほど言われるよ」

「謝るタイミングが遅すぎたり、その時言ってほしい言葉じゃないとすぐ拗ねるから。まぁ今回は、さすがにこじれすぎだと思うけど」

　何より、お互いに言葉が足りなすぎる。

　思い当たる節がたくさんあるのか、ひろくんは困ったような笑みを浮かべていた。

「あー……どうしよう。寧々～……」

「疲れて寝てるんだから！　起こさないでね！」




　今夜は、マリカの病院近くのホテルにみんなで泊まることになった。

　最後の思い出に、私は寧々ともちろん一緒の部屋。

　ひろくんは寧々とふたりが良かったみたいだけど、この権利を譲るわけがない。

「……なんか、エリカって本当に寧々の母親みたいだな」

「寧々にはいろんなこと教わったからね」

「俺もダメだよな。父親らしくちゃんとしないと……」

「そうだよ。じゃないと、また私寧々のこと連れて帰っちゃうからね」

「明日こそ、マリカを振り向かせてみせる」

　マリカがどんなにワガママでも、ひろくんは決して彼女を見捨てたりしない。寧々の存在も大きいけど、それはマリカのことを深く愛しているからだ。

「……いいなぁ」

「ん、何が？」

　私も誰かに深く愛されてみたい。一生変わらず、私だけを愛し続けてほしい。

　それがどんなに幸せなことか……マリカはわかっていないんだ。

「ううん。……明日頑張ってね」

　羨ましいなんて、言っちゃいけない。

　私は寧々の隣にいるテディベアを見つめながら、もう二度と思いを通わせることのないあの人のことを、ぼんやりと思い返していた。




「じゃあ、私はここで寧々と待ってるね」

「……あ、ああ」

「ひろくん？」

「わ、わかったよ……行ってくる」

　翌日一緒に病院を訪れたひろくんは、誰の目にもわかるくらい緊張している。

　病院のコミュニティルームで待機していることになった私と寧々は、今にもプレッシャーに押し潰されてしまいそうなその背中を、一抹の不安を抱きつつ見送っていた。

「ねね、これであそぶ」

「ちゃんと靴脱いでね」

　待っている子供が飽きないように作られた遊びのスペースで、寧々は嬉しそうにおままごとをしている。

　子供って、本当に可愛い。それが自分の愛した人の子供だったら、尚更だろう。

　寧々を抱きしめる橘マネージャーの残像が、私の頭の中をちらつく。もう思い出したくない苦い記憶が、未だに私の心の中で火種のようにくすぶっていた。

　あの頃、彼がもっとそばにいてくれていたら、私たちの未来は今とは違うものになっていたのだろうか。

「……はぁ」

　大きくため息をついて、飲み物を買うために自動販売機の方に向かう。財布から小銭を取ろうとしたら、うっかり百円玉を取り損ねて落としてしまった。

　床を転がっていったそれは、近くにいた人の足にぶつかってくるくると円を描きながら止まり――。

「あ、すみませ……」

　顔を上げた瞬間目が合って、お互いに同じような驚嘆の表情を浮かべ合う。

「マリカ……」

「えっ！　エリカ？　なんでここに？」

　病衣に身を包んだ彼女の瞳が、大きく見開かれる。

　一ヵ月ぶりに見たマリカは、最後に会った時よりも身体の線が細くなっていた。




「……ちょっと、歩いて大丈夫なの!?」

「え、あ……あんまり良くない……かな」

　今にも倒れそうなほど貧弱な身体のマリカを、私は無理やり近くのソファに座らせる。

　遠くで遊んでいる寧々が目に入ったのか、マリカは一気に目を潤ませていった。

「……そっか、紘人が教えたのね。わざわざ仙台から……本当にごめん」

「そうだよ。ねぇ、ひろくん今マリカに会いに行ったんだけど。途中で会わなかった？」

　心配そうに尋ねた私の瞳を、マリカは見ようともせず俯いている。

「まさか……会いたくなくて避けるためにここに来たの……？」

「……今日はなんとなく、朝イチで来そうな気がしてたから」

「ねぇマリカ。ひろくんがどんな気持ちで……」

「わかってる……！」

　急に声を荒らげたマリカの瞳からは、ぼろぼろと涙がこぼれ落ちていた。

「わかってる、けど、許せない、の……。今さらだよ。私が育児に追われて大変な時期に、紘人はそばに……いてくれなかったんだから……」

「でもそれは……マリカと寧々のために……」

「寧々が高熱を出して不安だった夜も、初めて『パパ』って喋った日も、寧々の一歳の誕生日にも、紘人は……家に、帰ってこなかった。一緒にいてほしいってどんなに訴えても、聞いてくれなかった。そんな……そんなパパなら……最初からいなくても、同じじゃない。私は、たとえ貧しくても、些細なことで笑い合えた日々の方が……ずっとずっと幸せだったのに」

　泣き崩れてうずくまるマリカの姿が、二年前の私とダブッて見える。

　どんなに『会いたい』って伝えても会ってくれなくて、いつの間にか我慢するのが当たり前になっていた。

　勝手な都合に振り回されても、誘われれば嬉しくてどんな遅い時間でも会いに行った。彼女じゃないって言われてしまった、あの日までは。




「マリカ……」

　妹であるこの子の気持ちが、痛いほどよくわかる。ひとりの寂しさに負けないように、強くあろうと精いっぱい虚勢を張っているところなんて、私にそっくりだ。

　でも……だからこそ、私みたいに不幸になってほしくない。

「マリカ私ね。……昔、すごく大好きだった人と、いろいろ我慢して付き合ってたことがあるの」

「……え……？」

「なかなか会ってくれない相手に不満ばっかりだったけど。それでも好きだから寂しくても、何も言わなかった。……そしたら、生理が遅れて来ない月があってね」

「え、エリカ……それって」

「きっと子供ができたんだって、浮かれて喜んだよ。順番は違うけど嬉しくて、これでずっとこの人のそばにいられるって、そう思った。……最低だよね。子供を結婚の切り札にしようとするなんて」

　マリカは目に涙を溜めながら、首を一生懸命横に振っている。

「それで……どうしたの？」

「そのこと相談しようと思ったんだけど、全然会ってもらえなくて。……結局、ひとりで産婦人科に行った」

　あの時の気持ちは今でもよく覚えている。

　橘マネージャーに私だけを見てほしくて、本当に必死で。まだぺったんこのお腹を撫でながら、彼の喜ぶ顔ばかりバカみたいに思い浮かべていた。

「その彼、影では〝彼女いない〟とか言って他の女と遊んでたんだけどね。私、諦め悪いから……赤ちゃんできたって言えば彼が振り向いてくれると思ってた」

「その……赤ちゃんは？」

「……いなかった」

「……え……？」

「初めから私のお腹にはいなかったよ。……ただの生理不順だって言われて。あれだけ絶望したことは、今までなかったと思う」

　思い出したら目頭が熱くなってきて、唇をぐっと引き結んだ。

　……今まで誰にも言えなかった、私だけの大切な秘密。

「子供がいなかったことよりも、これで彼との繋がりがなんにもなくなっちゃったことの方が悲しかったの。そんな女のところに、赤ちゃんが来てくれるわけないよね」

　遠くを見つめながらそう言った私のことを、マリカは複雑そうな表情で見つめていた。

「だから、あんたは甘ったれすぎ！　バカ！」

　いきなり私に罵られて、マリカはきょとんと目を瞬かせている。

「……えっ、バカ？」

「バカだよ。ひろくんは過ちを認めて謝ってるのに、全然受け入れようとしないなんて。あんたが意地張って一番悲しむのは、寧々でしょ。許すってことも、いい加減覚えろ！」

「……っ！」

「マリカとひろくんの間には、寧々がいること絶対忘れないで。ちゃんと目に見えるふたりの絆だよ。子供には喧嘩すんなって教えるくせに、なんなのよ。バカな大人でごめんなさいって、あんたの方こそちゃんと寧々に謝って。お願いだから、寧々が笑っていられるように仲良く暮らしてよ」

「エリカ……」

　マリカの瞳に涙が溜まっていく。一番大事なものにようやく気づいたのか、熱のこもった眼差しを寧々に向けていた。

「マリカは、私にはもう手に入らない宝物持ってる。私、羨ましくて仕方ないんだよ？　だから一時の感情に惑わされたりしないで、大切にしてほしい。寧々も、ひろくんのことも」

「ママ～！」

　私たちの方に向かって、手におままごとのごちそうを持った寧々が、一生懸命走ってくる。

「……あれ……？」

　寧々は泣き顔のマリカと私を見比べて、大きな目をぱちくりと開いていた。

「えー！　ママ、ふたりいるー！」

　びっくりするどころか大喜びしている寧々の顔を見て、マリカは泣きながら微笑んでいる。

　寧々の後ろには、気まずそうにこちらを見るひろくんの姿があった。

「今まで本当にごめん。マリカ」

「紘人……」

「これからはずっとふたりのそばにいる。いや、……いさせてください」

　恭うやうやしく頭を下げたひろくんを見て、マリカは両手で顔を押さえている。

　そのまま大きく頷いたマリカを、ひろくんは腕の中に優しく抱きしめていた。

「エリカ……つらいこと思い出させてごめんね……」

　謝る必要なんてどこにもない。

　沈痛な表情で私に懺ざん悔げしてくるマリカに、私はとびきりの笑顔を向けていた。

「いいよ。私こそ、一ヵ月間、この子と一緒にいられて幸せだった」

　そばにいる寧々を抱き寄せて、額に口づける。

「寧々、私の娘になってくれてありがとう」

「ねね、どっちのママもすき！」

　声を弾ませてそう言った寧々に、私とマリカはお互いに目を合わせて一斉に笑い合っていた。

「……本当に送らなくて大丈夫？」

「いいよ。これから昔勤めてた店舗に顔出しに行くし。ひろくんはちゃんとマリカについててあげて」

「ママ」

　病院の外まで見送りに来てくれた寧々を最後にぎゅっと抱きしめる。

「たまには……仙台に遊びに来てね」

「うんっ！」

　元気に返事してくれた寧々の頭を撫でて、私は駅までの道をゆっくり歩きだした。

　一ヵ月間だけの、幻のような、幸せな時間だった。大好きな、心から愛している人と一緒にいられた。

　……それだけで、もう十分。思い描いていた未来を叶えることは、もうできないけれど。橘マネージャーと寧々の三人で家族のように過ごした日々は。

　――たとえ偽りでも、夢のように幸せなひと時だった。




「きゃー!!　エリカ久しぶりー!!　なんで？　なんで東京にいるの？」

「……知り合いに会いに来たんだ。元日から仕事お疲れー」

「そっか。仙台のお店って初売り二日からだもんねぇ。エリカのとこも明日はきっとこうなるよ」

　ずっと東京の店舗で一緒だった同期の子にそう言われて、戦場のような売り場に目を向ける。

　一番ひどいのはやっぱり福袋のコーナーだ。明日は、担当の美月に頑張ってもらわないと。

「エリカのお店すごいよねー。冬物アウターの商品部門でダントツ一位取ってたじゃん。うちも負けてられないな」

「たまたまだよ。……バイヤーも在庫多く回してくれたみたいだし」

　橘マネージャーがやってくれたとはなんとなく言いだせなくて、視線を横に流す。懐かしい店舗の雰囲気に、私は目を細めて周りを見渡していた。

　この場所で、私は彼に出会い、恋をした。

　ここを訪れたのは、全てをリセットして、また一からスタートしたかったから……。後ろはもう、振り返りたくない。橘マネージャーへの思いは、この場所に全部置いていく。

「――じゃあ、また東京来る機会あったら店寄ってね」

「ごめんね、忙しいとこ邪魔して……ってわ！」

　同期に別れを告げて店から一歩踏み出そうとした私は、勢いあまって人にぶつかってしまった。

「……す、すいませ……」

「お……お前、結城じゃないか！」

　見覚えのある顔が目の前に現れて、私は表情を綻ほころばせる。

「明けましておめでとうございます。ご無ぶ沙さ汰たしてます、平泉マネージャー」

「おーおー、おめでとう。元気そうだな。もう二年ぶりじゃねぇか」

　深々とお辞儀をする私の背中を、平泉マネージャーは笑いながら無遠慮にバシバシ叩いていた。

　東日本全域の統括マネージャーであるこの方は、橘マネージャーの直属の上司だ。歳は私よりふた回りくらい上だけど、老いを全く感じさせないダンディなおじ様である。

「今日は……お休みのはずでは……？」

「たまたま初詣の帰りに寄っただけだよ。しかし大盛況だな」

「じゃあ……本当に偶然お会いできたんですね」

　以前と変わらない砕けた雰囲気に、私もホッと胸を撫で下ろす。入社当時の面接からお世話になった人との再会に、感慨もひとしおだ。

「おいおい、うまくいってんのか～？　橘とは」

「……へ？」

　全く予想もしていなかった名前が出て、私は思わず気の抜けた声を出してしまう。

「お前ら、よく続いたなぁ。式はいつ挙げるんだ？」

「あの……おっしゃってることが、わからないのですが……」

　次から次へと出てくる意味不明な話題に、私は首を傾げていた。

　だって〝続いた〟とか〝式〟とか、自分には身に覚えのない言葉だったから。

「今さら何照れてんだ。俺は、ちゃんと全部橘から聞いてるぞ」

　そう言われて、ますますわけがわからなくなる。

　……それって、誰か別の人の話じゃないの？

「しかし大変だったな。橘のストーカーが、警察の警告無視して、仙台まで会いに行ったんだろ？　……良かったなぁ。実刑が下ればお前も安心だろ。ここ二年は大人しくしてたのに、全く相手も執念深い女だよな」

　話がよく理解できない。

　……ストーカーって何？　私、そんな話全然聞いたことない。

「その話、私に詳しく教えてくれませんか」

「教えてってお前……確か三年前だよな？　お前が橘と付き合いだしたのって」

「そ、そうですけど……」

　私と橘マネージャーの関係なんて、今まで誰も知らないと思っていたのに。

　本当に、彼が平泉マネージャーに報告していたってこと？

「それ以前からだろ。ほら、橘が変な女につきまとわれてたのは。自宅の郵便物持ち出されたり、変なメール何通も送られてきたり……」

「なんですか？　その話」

　それまで普通に話していた平泉マネージャーの顔色が、急に変わる。

「本当に、何も聞いてないのか？」

　衝撃のあまり、私は言葉を失った。

　だって……橘マネージャーがストーカーにあってたなんて、今、初めて知ったから。

「参ったな。橘の奴、何考えてんだ」

「あの……詳しく教えてください、お願いします！」

　ここで聞かなければ、一生後悔するような気がする。

「教えられるのは、俺が橘に聞いてたことだけだぞ」

「かまいません。どんな些細な情報でもいいので……ちゃんと私に教えてください！」

　必死で頭を下げる私の勢いに押され、平泉マネージャーは観念したように大きなため息をつく。

　自分の心臓が、嫌な音を奏で始めていた。

「ストーカーされ始めた頃、橘は関わりたくないって、相手をずっと無視してたんだ。どんなにつきまとわれようと、そのうち飽きるだろうから放っとくって。まぁ規制法も施行されてるみたいだし、立派な犯罪だから、警察行って相談しろって俺は何度も進言したんだけど……」

「そんなの、私……全然知らない……」

「対応に乗り出したのは、結城と付き合い始めた頃からだな。最初は相手が誰かわからなくて、ずっと証拠だけ集めてたみたいだ。……お前を危険に晒したくないからあんまり外で会えないって、いつも喫煙室でぼやいてたぞ」

「……っ」

　頭の中にあった疑問のパズルが、きれいに組み合わさっていく。

　会いたい時に会えなかった理由。家にすら呼んでくれなくて、会うのは決まってホテルの中だった理由。

　それが全部、私をストーカーから守るためだったっていうの……？

「てっきり俺は、結城にも事情を話してると思ってたんだが……違ったんだな。橘は、ひとりでいろいろ抱えこむタチだから。俺も……気づいてやれなかった。あいつにも、いろいろ葛かっ藤とうがあったんだろう。あんなに余裕がない橘の表情は、仕事でも見たことがなかったな」

　せり上がってくる後悔の思いに、胸が押し潰されそうになる。最後に見た目尻の赤い橘マネージャーの顔が頭に浮かんで、私の目頭にどんどん熱が集まってきていた。

「は……犯人は……っ」

「確か大学の同級生だったって聞いたけど……一応知り合いだからって、あいつも最後まで警察に行くのは躊躇してたな」

　彼はきっと、自分ひとりでなんとかしようとしたのだろう。

　一年間も付き合っていたのに、私は何も気づいてあげることができなかった。

「だから相手もつけ上がって、行為もエスカレートしていったらしい。鍵盗んで車ん中まで荒らしたり、客として押しかけて何時間も拘束したり……。しまいには全く関係のない店の女の子に嫌がらせして、その子が出社拒否するまで、精神的に追いつめてな。それでようやく、橘もその女を警察に突き出す決意を固めたんだ」

　その話を聞いた私は、ひとりの人物の顔が頭に浮かび、背筋が凍りつきそうになった。

　忘れもしない……イブの夜に店に来た……あの女の人。

　あんなきれいな人が、橘マネージャーにストーカー行為を繰り返していたっていうの？　ウソとは思えないほど流りゅう暢ちょうに、橘マネージャーとのことを自慢げに話していたのに。

　あの人に『彼女はいない』って話していたのは……私に、危害が及ばないようにするためで。助手席に乗っていたのも、彼女の……勝手な行動だったの？

「……そんな……こんなことって……」

　全ての真実を知った私は、愕がく然ぜんとする。もう聞いているのがつらくて、指が小刻みに震えていた。

　私はその頃彼がそんな目に遭っていることも知らず、勝手に身体目当てだって勘ぐった上に、ひとりで悲劇のヒロインぶって……。一方的に別れを突きつけては、何も告げることなく仙台に向かってしまった。

「お前が仙台に行った後は日を追うごとにやつれていって、社内一の色男が見る影もなかったぞ」

　苦しそうに眉をひそめた平泉マネージャーが、寂しそうな瞳で当時のことを哀れんでいる。

「私が……彼のそばにいるのがつらくて、逃げ出してしまったせいです」

「でもあいつ、俺には遠距離恋愛だって言い張ってたぜ。いつか必ず、迎えに行くんだって。クールぶってるけど、以外に暑苦しい奴だよな」

　もう涙を止めることができなかった。

　私はウソばかりついていたのに、彼はいつだって本気の言葉を与えてくれた。

　それを疑って、ないがしろにして……一体どれだけ、傷つけてしまったんだろう。私はなんて、取り返しのつかないことをしてしまったんだろう。……橘マネージャーはいつだって、私のことだけを思ってくれていたのに。

「ちなみにな、あいつ結城に会いたくてたまらなくて、ヘルプの件も自分で打診してきたんだぞ。ったく、堂々と公私混同しやがって……まぁ俺もあいつが二年間死にもの狂いで頑張ってきたの知ってるから、今回はその願いを叶えてやったんだけどな」

　私の知らなかった彼の一面を知るたび、愛しさがこみ上げてくる。

　……会いたい。今すぐ、橘マネージャーに会いたい。

「平泉マネージャー、あの……いろいろ教えてくださって、本当にありがとうございました」

　すごい勢いで頭を下げた私を見て、平泉マネージャーはホッとしたように目尻を下げていた。

「ああ。今度は、ふたりで俺のとこ顔見せに来いよ」

「はい！　失礼します！」

　涙を拭って、今度は私が彼を追いかける。

　私は今ようやく、前に向かって走り出していた。










ウソつきより愛をこめて




〝俺と結婚してくれ〟

〝もうどこにも行くな〟

〝俺を信じろ、結城〟

〝何があっても、俺の気持ちは変わらない。……だからお前に、これを受け取ってほしい〟

〝本当は二年前に……渡そうと思ってた指輪なんだ〟

　彼の愛情に満ちた柔らかい表情。不器用な言葉の裏に隠れた優しさ。

　気づかなくてごめんなさい。信じられなくてごめんなさい。ねぇ、今どこにいるの？

　……まだ、間に合いますか？




　スマホのディスプレイに彼の名前を表示しただけで、涙腺が刺激される。

　いくらかけても繋がらないそれを握りしめながら、私は逸はやる気持ちを抑えてタクシーに乗りこんでいた。平泉マネージャーの話では、まだ彼は東京に戻っていないという。

　詳しくはわからないが、二年前彼をさんざん苦しめたストーカーが警告を無視して脅迫行為を行い、だいぶ足止めを食ってしまったらしい。

　マンションを引き払った彼は、ずっとホテルに泊まりこんでいたに違いない。橘マネージャーの性格上、私に迷惑かけないように、また自分ひとりでどうにかしようとしたんだと思う。

　今思い返してみれば、私と寧々を絶対にふたりで歩いて帰らせようとはしなかった。

　あの時は、ちょっと過保護だなってそんなに深く考えてなかったのに。彼は心のどこかに、またつけ狙われる可能性を予見していたのかもしれない。

　……どうして何も言ってくれなかったの？　こうやって秘密にされて知らないうちに守られても、全然嬉しくない。お願いだから、電話に出てよ……。

　祈るように手を握りしめながら、額に親指を押しつける。

　脅迫って何をされたの？　橘マネージャーの身には、何もなかったの？

　不安に押し潰されそうな思いで、彼の無事を願う。

　東京駅に着くまで鳴らし続けた電話は、ただの一度も繋がることはなかった。




「……すみませんっ……」

　電光掲示板やホームの案内ばかり見ている私は、行く先々で前から来た人にぶつかってしまう。謝ってもみんな私には目もくれず、足早に過ぎ去っていってしまった。

　駅の中で完全に迷ってしまった私は、案内図を頼りに構内をひたすら歩き回ってばかり。

　もうやだ、なんで……こんな時に限って迷うの？

　早く帰りたいという思いが、余計な焦りを生み出してしまった。

　その時ちょうどかかって来た電話に気づいて、私はスマホを落としそうになる。

　……橘マネージャーだ！

　ガヤガヤとうるさい人混みを抜けて、私は壁際へとなだれこむと、息を弾ませながら通話のところをタップしていた。

「も、もしもし、あの……！」

『……――うきか？』

　人が密集していて電波が悪いのか、声がよく聞き取れない。

「私っ今東京にいるの！　これから仙台に帰ります！　帰ったら、話したいことがあって……」

『……いい』

「え……？」

『来なくていい』

　あまりの衝撃に、私は思わず息を呑んだ。今まで聞きにくかった声が急にクリアになり、はっきりと聞こえてきた拒絶の言葉に、私は呆然としてしまう。一方的に通話が切られた瞬間、私は放心状態のまま壁に頭をもたげていた。

　来なくていいって……もう会いたくないってこと？

　やっと状況を理解できた瞬間、目頭がじんわりと熱くなる。

　私はもう、話すら聞いてもらえないんだ……。

「――リカ！」

　なんだか遠くの方から、橘マネージャーの声が聞こえる気がする。

　ああ……ついに、幻聴まで聞こえるようになってしまった。こんなに後悔するくらいなら、なりふりかまわずあの人の胸に飛びこんでいけば良かったのに。

「……エリカ！」

　今度ははっきり聞こえたその声に、壁に手をついたまま後ろを振り返る。

「橘……マネージャー……？」

　……ウソ……でも絶対聞こえた。

　人が多すぎて、よくわからないけど。私があの声を聞き間違えるはずがない。とはいえ、こんなに混雑した場所では、仮にいたとしても、彼の姿を見つけるのは困難だろう。

　それでも私は声が聞こえた方向だけを頼りに、雑踏の中を弾き飛ばされそうになりながら前に進んでいく。

「……しょ、翔太ぁ……っ！」

　周りの目を気にすることなく、涙で頬を濡らしながら彼の名前を呼ぶ。

　ごめんなさい。もう、勝手にいなくなったりしない。だから……。

「……翔太ー……っ!!」

　ひと際大きく声を張り上げた瞬間、私は後ろ手に腕を引かれた。目まぐるしく移り変わる情景に、涙が止まらない。

　その刹せつ那な、愛しくて爽やかな香りが私を包みこんでいた。

「……見つけた」

　心から安堵したような、低くて深みのある声が私の耳元で囁かれる。

　子供のように泣きじゃくっている顔を見られたくなくて、私は彼に背を向けたまま両手で目元を覆っていた。

「『来なくていいからそこを動くな』って言ったのに、なんで勝手に動き回るんだ！　お前は！」

「……ご、ごめ……」

　だってそんなの、全然聞き取れなかった。もう私の顔すら見たくないのかと思ったら、息の仕方まで忘れてしまいそうなほど苦しくて。

「行き違いになるとこだったんだ。俺もたった今、仙台から戻ってきたとこだから」

　こんなに大勢の人の中から私を見つけ出してくれたことが、奇跡のように思えてしまった。

「おい、聞いてんのか？　こっち向けよ」

「今……無、理っ……」

　伝えたいことが、たくさんあるのに。

　会えたことで感情が高ぶってしまったせいか、涙がとめどなく溢れてくる。痺れを切らした翔太が私の方に回りこんできて顔を覗くから、思いっきりひどい泣き顔を晒すことになってしまった。

「……なんで、そんなに泣いてんだ」

　ひどく不機嫌そうな声が聞こえてきて、私は身体を硬くする。

「あいつとなんかあったのか？」

　そう言われて否定の意味で首を横に振ったけど、彼の眉間の皺は深く刻まれたまま。すぐにでも誤解を解きたいのに、今は嗚咽を抑えるので精いっぱいだった。

　翔太は泣いている私よりも苦しそうな顔で、目尻に溜まった涙を親指で優しく拭ってくる。それを繰り返され次第に落ち着いてきた私は、浅い呼吸を繰り返しながらやっと彼の顔を見上げていた。

「……あの、聞いて？　ひろくんは……」

　誤解を解こうと思って口を開こうとした私の前に、大きな身体が重なる。

　次の瞬間、私の唇は翔太にふさがれていた。

　少し低めの体温が、触れ合った部分を通して伝わってくる。軽く一度だけ交わされた口づけ。翔太の唇は、まるで余韻を味わうようにゆっくりと離れていった。

「何……して……」

　羞しゅう恥ちにわななく私を、翔太が満足そうに見下ろしている。

　翔太は絶対に人前でこんなことするタイプじゃない。彼の予想外すぎる行動に、私は立ったまま硬直してしまった。

「俺が寧々の父親になりたいって言ったの、覚えてるか」

「……え……？」

「今もその気持ちに変わりはない。……むしろ、あの時よりも強くなった。それがなんでだかわかるか？」

　あれだけひどいウソをついて騙していたのに、何を言っているの。寧々が自分の子供じゃなくても、父親になりたいなんて……。

　弱々しく頭を振る私を、翔太は眩しそうに見つめていた。

「お前が母親だからだ。たとえ父親が誰でも、寧々はエリカの血を分けた、たったひとりの娘だろ。お前の大事なものは、俺にとっても大事なものなんだ。だからエリカのことも寧々のことも、あんな不誠実な奴なんかに渡したくない」

「……しょう、た……」

「……俺が無理なんだ。お前じゃなきゃ、一緒にいても意味がない」

　そう言ったと同時に背中へ腕が回り、翔太の胸に引き寄せられていく。まるで壊れ物を扱うような優しい手つきに、胸の音がどんどん大きくなっていった。

「俺と一緒に生きる道を選んでくれるなら、責任持って、寧々のことも俺が養っていく」

　信じられない言葉を次々と聞かされて、頭が麻痺しそうになる。

　だってここまで想われていたことに、全く気づかず過ごしてきたのだから。

「好きだエリカ。俺はお前のことを……心から愛してる」

　求めてやまなかったその言葉を聞いた瞬間、全身に鳥肌が立った。骨が軋きしみそうなくらい強く抱きしめられたせいで、翔太への愛しさがもっともっとこみ上げてくる。

「あの……翔太聞いて？」

「……なんだ」

　なんで、身体だけの存在だなんて思ってしまったんだろう。翔太は最初から、私のことをこんなに深く愛してくれていたのに。……今度こそちゃんと伝える。私たちの間に、ウソはもう必要ない。

「……寧々は、寧々はね……。私の、子供じゃないの」

「……はっ!?」

　そんなこと今まで疑いもしなかったのか、翔太は大げさなくらい驚いている。そのまますごい勢いで私の両肩を掴み、至近距離から顔を覗きこんでいた。

「一体、どういうことなんだ？」

「……言ってなかったけど、私には双子の妹がいて……ひろくんはその旦那さんで、寧々はそのふたりの子供。……わけあって、今までずっと預かってたの」

　私の突然の告白に、翔太は困惑した表情を浮かべている。

「……ずっと黙ってて……本当にごめん。二年前もこの間のクリスマスも……全部私が悪いの。翔太を信じることが、できなかったから。子供がいるって言えば、翔太のこと見返せるって思って……それで……」

　頭を下げた私の瞳に涙が溜まって、足元のコンクリートに覆われた視界がどんどんぼやけていく。

「嬉しかった……寧々を、本当に私の子供だって思って愛してくれたこと」

　おかげで自分がどれだけ大切に思われていたか、今、身をもって実感することができた。

「翔太が私のために選んでくれた指輪も、いらないなんて言って、本当にごめんっ」

　本当は嬉しくて仕方なかった。私が結婚したいと思えるのは、後にも先にも翔太だけだから。

「……私も、ずっとずっと、翔太が好きだった。二年前のあの日から、忘れたことなんて一度もなかった」

　涙の雫しずくが何個もこぼれ落ちていく。

　翔太のいる方から大きなため息が聞こえてきて、胸が締めつけられるような不安に襲われた。

　……きっと呆れている。もしかしたら、ウソをつく女なんか信用できないって、突き放されるかもしれない。翔太をこれだけ振り回したんだから、それも当然の報いだ。

　俯いたまま立っていた私の左腕を、翔太が自分の方に引っ張る。

「……え」

　近づいた距離に困惑して控えめに視線を送ると、彼は真剣な表情で私を見下ろしていた。

「翔太……」

「この、大ウソつき女！」

「ごめんなさい！」

　怒鳴られた瞬間、私は反射的に目を固くつぶり、身をすくませる。

「ちゃんと目、開けろ」

　震えるまぶたの上に感じたのは、柔らかな唇の感触だった。

　ゆっくりと開いた私の目に飛びこんできたのは、純白のジュエリーケース。中にはまばゆいほどの輝きを放つ、プラチナのペアリングがふたつ並んでいて。

「はー……やられた。お前には、ほんと騙された。さっきの……俺の渾身のプロポーズは、一体どうしてくれるんだよ」

　口ではそんなことを言いつつ、翔太の表情が優しい笑顔に変わっていく。

「な、何してるの？　どうしたの……これ」

「お前、他の女が持ってるような指輪は嫌なんだろ？　……つまり世界にひとつしかないオーダーメイドの指輪なら、受け取ってくれるんだよな？」

「……違う。あれは……」

「いいんだよ。……どうせ、婚約指輪の他に結婚指輪も贈るつもりだったんから」

　指輪をひとつ取り出したかと思うと、彼はあっという間にそれを私の指にはめてしまう。

　左手の薬指でひと際存在感を放つそれは、私の指にぴったりだった。

「あの……？」

「責任とれよ。俺、もう親に嫁と孫できるから覚悟しといてって、電話で報告してあるから」

　とんでもないことを言いだす翔太に、私は面食らってしまう。そして続いたセリフを耳にした瞬間、この上ないほどの幸福感が全身を包みこむ。

「俺と結婚しろ、エリカ」

　翔太の表情が、涙のせいでよく見えない。私は唇を噛みしめながら、必死で嗚咽を堪えていた。

　なんで怒ってないの？　そんなに……簡単に許していいものなの？　ねぇ翔太……こんなの、いくらなんでも甘やかしすぎだよ。

「返事は？」

「……だって、私っ……」

　取り返しのつかないウソをついて、翔太を傷つけたのに。こんな風にプロポーズされる資格なんて、あるわけがない。

「俺は初めから、お前にプロポーズするつもりで仙台に行ったんだけど？」

「……え……？」

　驚いて目をみはった私の顔を、翔太が愛しげに見つめてくる。

　その優しい眼差しに、私は目を奪われていた。

「寧々のことは……驚いたけど嬉しい誤算だった。おかげで、お前に再会して早めに自分の気持ちを切り出せた。まぁ結果的には、随分遠回りしたけどな」

「ウ、ウソ……」

「ウソじゃなくて真実だ。ウソつきだろうがなんだろうが、どんなお前でも全部受け入れてやる」

　そのセリフに心臓を打ち抜かれて、私は言葉を失い、手で口を覆った。

　……こんなこと白状されたら、もう降参するしかない。私に対する想いの強さを、嫌というほど思い知らされてしまった。

「で、どうするんだ？　俺と結婚するのか、しないのか。はっきりしろ」

「……たいです」

「ああ？　もっと大きい声で言え」

「したいです！　よろしくお願いします！」

　急せかされて九十度にお辞儀してしまった私を見て、翔太は必死で笑いを堪えている。

　あまりにも非現実的すぎて、今の状況がなんだかよくわからない。

「……やっとこれで、俺のものになったんだな」

　耳元でそう囁かれた私は、意地悪そうに笑う翔太の胸に今度は自分から飛びこんでいた。




「何やってんだ。早く入れよ」

　完全に萎い縮しゅくしている私は、翔太の後に続き、たどたどしい足取りで部屋の中に入っていく。

　初めて入った彼の部屋はほんのりタバコと香水の匂いがして、なんだか妙に私の心をざわつかせた。

「そこらへん、適当に座ってろ」

　私が住んでる家より断然広いリビングには、黒を基調とした家具がセンス良く配置されていて、まるでモデルルームみたいだなと感心してしまう。

　なんだか堂々と真ん中に座る気にはなれなくて、私は大きいコーナーソファの隅っこの方に身を寄せていた。夕暮れの迫る東京の街をタクシーで移動させられた私は、なぜかこうして翔太のマンションの部屋にいる。

　明日の初売りに備えて『早めに帰りたい』と訴えた私の意見は却下され、こうして最終の新幹線の時間までここにとどまることになってしまった。

　こんな家賃高そうなとこ……よく住めるな。

　私は場所さえ知らなかったのに、ストーカーは知っていたのかと思うと無性に腹が立ってくる。

　……そういえば、そのことについてまだ何も聞いていない。

　コーヒーを持ってきた翔太にじっと無言の圧力をかけていたら、ふいに肩を抱き寄せられてしまった。

「な、何……？」

　いつの間にか翔太の胸にもたれかかっている姿勢にされていて、私は慌てて身体を離そうと試みる。

　でも翔太は全然力を弱めてくれなくて、それも無駄なあがきに終わってしまった。

「なんかお前、物欲しそうな顔してる」

「そんな顔してな……」

　翔太が私の隙を突いて顎を持ち上げ、端正な顔を近づけてくる。

　こんな風に恋人の雰囲気に持ちこまれても、私はいきなり気持ちを切り替えることができない。必死で押し返した指の先に翔太の唇が当たってしまい、あまりにも柔らかい感触に私は目眩を起こしそうになっていた。

「……ひゃうっ……」

　そのまま指をはまれて、悲鳴のような声を思わず上げる。

　キスを拒んだ私をいたぶるように、翔太は私の指を舌で舐めたり軽く吸ったりして弄もてあそんでいた。

　その光景はあまりにも扇情的で、全てを忘れてしまいそうになる。背中を這い上がってきた快感に、思わず身もだえしてしまった。

「ま、待ってやめて。まだ……私に話すこと……たくさんあるでしょ」

「そんなの後でいい」

「よ、くない。もう……私、隠し事はされたくない」

　ようやく指を解放してくれた翔太が、諦めたようにため息をついて視線を横に流していく。それでも手は離してくれず、私の指と自分の指を交互に絡めていた。

「お前を巻きこんだことは、本当に悪いと思ってる。エリカと直接会って嫌がらせしたって奈良橋に聞いて、俺は死ぬほど後悔した」

　その名前を聞いて、全身に緊張が走る。

　やっぱり、あの人が……。

「……私は、部外者みたいに何も知らされなかったことの方が、つらくて仕方なかった。その奈良橋って人にストーカーされて悩んでたのなら、ちゃんと……私にも相談してほしかった」

　翔太は一瞬だけ目を開き、バツの悪そうな表情で私から視線を逸らしていた。

「それは、俺も悪かったと思って……」

「平泉マネージャーに偶然会って、全部聞いたよ。その、別れてから二年間……翔太が私を連れ戻すために頑張ってたことも」

　私がそう言った瞬間、翔太の顔色が変わる。そして瞳を気だるそうに細めながら、深いため息をついていた。

「あのオヤジ……余計なことを……」

「余計なことなんかじゃない！　なんで話してくれなかったの？　翔太がちゃんと言ってくれてたら……私は……」

　あの日のことを思い出すだけで、胸が張り裂けそうになる。

　なんで私は、一番大事な人を置いて逃げ出してしまったんだろうって。

「わかるだろ。ストーカーする奴なんてろくな人間じゃないんだ。……お前を危険な目に合わせたり、無駄な争いに巻きこんだりしたくなかった」

「……そんなの、言ってくれなかったらわからないじゃない。私はずっと……翔太は身体だけが目当てなんじゃないかって……思ってたんだから」

　私の告白に相当驚いたのか、翔太は目を見開いたまま硬直している。

　私たちは求め合うばかりで、大事なことを口にしてこなかった。

　後悔を滲ませる翔太の瞳を、私はまっすぐに見据えていた。

「エリカ……」

「イブの日だって、あの人に何も反論できなくて悔しかった。翔太は私のだって、胸張って言ってやりたかったのに！　自分は婚約者だって、指輪見せられて……だから私、翔太にあんなひどいことを……」

　握られていた右の手に、さらにぎゅっと力がこめられる。

　翔太はもう一方の手をこちらに伸ばして、私の頭を優しく撫でていた。

「……あいつの話は、全部デタラメだから。指輪も二年前俺が買ってるところ見て、真似でもしたんだろ」

　ゆっくり頷きながら、私は笑顔を浮かべる。

　翔太は私の赤くなった目尻に目を向けると、苦しげに歪んだ表情を浮かべながら言葉を続けていた。

「ごめんなエリカ。お前を……そこまで追いこんだのは俺だ。俺のとり続けていた行動は、最低だったとしか言いようがないな。お前の心が幼馴染に向いたままだと思って、ムキになって身体の関係から先に始めて」

「……そんな、私は最初から……翔太のこと……」

「不安にさせて悪かった。奈良橋のことを知られたら、お前が離れていくと思ったんだ。あいつ今回、付き合ってくれなきゃ死ぬって脅してきて……」

「……それで？　翔太はどうしたの？」

　途端に心配しだした私のもう片方の手も握り、翔太が優しくなだめてくる。

　翔太が大変な時に何もできなかった自分に、どうしようもなく腹が立った。

「もちろんすぐ警察に連絡した。ホテルにおびき寄せたところで捕まえてもらって、あとはお前の聞いた通りだ。二度も警察沙汰になったんだ、さすがにあいつも懲りたろ。あっちの親御さんも……俺にはもう近づかせないって約束してくれたし」

「……良かった」

　ワイシャツの裾を引き寄せて、彼の胸板に身体を預ける。規則正しい心臓の音が聞こえて、なんだか心地いい気分になった。

「ケガも何もなくて……本当に、良かった」

「……俺が女にやられるわけないだろ。しかもあいつ俺に惚れてたわけじゃなくて、昔振られた腹いせにつきまとってただけみたいだし」

「振られたってどういうこと？　大学の同級生だったんでしょ？」

　翔太は急に黙りこんで、何かを考えている。

　……言いにくいことなのかな？

　首を傾げる私から、翔太はずっと目を逸らしていた。

「……元カノ」

「……っ!!」

　しれっとそう言い放った翔太の言葉に、衝撃が走る。まるで風船がしぼんでいくみたいに、私の表情からみるみる笑顔が消えていった。

「エリカ？」

　ダメだ、ショックすぎて言葉が出ない。そりゃ翔太はモテるし、私とは違って元カノもたくさんいると思う。……でも、あの人だけは嫌だ。翔太をさんざん苦しめたあの人と翔太がなんて、考えただけで涙が出そうになる。

「お前……今いい顔してる」

　見事に皺の寄った私の顔を見て、翔太が至極嬉しそうに微笑んでいる。

「信じられない」

「……何が？」

「そんな話されて、平気な顔できるわけないじゃん！」

　いよいよ涙目になってしまった私を、翔太は心配するどころか、うっとりしながら見つめていた。

「お前って、俺のことそんなに好きなんだ？」

「……もう、知らない」

「エリカ」

　翔太に背中を向けながら涙を拭っていると、お腹の周りに腕が回ってきて後ろから抱きしめられる。

「ウソだよ」

「はぁ!?」

　びっくりして振り返れば、意地悪そうな顔で笑っている翔太が私の頬に唇を押し当てていた。

「元カノじゃない。告白されたことはあるけど、全然好みじゃないから振った。今まで男に振られたことないんだと……ストーカーになったのは、その逆恨み」

　それを聞いた瞬間、私の顔が急速に赤く染まっていく。

「どうだ。お前にウソをつかれた俺の気持ち、少しはわかっただろ？」

　……悔しいけど言い返せない。

　浮気をして他の男の子供を産んだと言った私のことを、受け入れようとするなんて、一体翔太はどれだけ器が大きい人間なんだろう。それに比べて、私は元カノ程度に嫉妬して……。

　バツが悪くて唇を結んだまま翔太を見つめていると、逆に怖いくらいの笑みを返されてしまった。

「クリスマスの夜、俺がどんな気持ちで過ごしたと思うか想像してみろ」

「……ご、ごめん」

「まさかとは思うけど、あの夜泊めたりしてないよな？」

「もちろん。寧々が寝た後、お帰りいただきました。……っていうか妹の旦那さんとどうにかなったりしないから！」

　憤ふん慨がいして一気にまくし立てながら、私は翔太を睨む。

「わかんねぇだろ。お前流されやすいし。……だから俺のことも、その場の流れで仕方なく受け入れたんだろうなってずっと思ってた」

「……え……？」

　翔太は苦々しい表情を浮かべながら、言葉の端々から伝わって来る荒立った感情を必死で抑えていた。

「所詮俺はあいつの代わりなのかって思ったら、優しくなんかできなかった。唯一、抱いてる時だけ、お前は素直だったから。抱き潰すみたいなひどいやり方しかできなくて。……昔のことは、悪かったと思ってる」

　初めて知った翔太の本音に、胸が熱くなる。

　そんなに不安だったの？　……だから、いつも夢中で私を抱いていたの？

「私、……最初から、翔太に惹かれてたよ。初めてキスした時から……頭の中は翔太のことでいっぱいだった」

「……我慢した甲斐があったな」

「我慢？」

「お前が俺に気持ちを見せるまで、絶対最後まではしないって決めてた。……俺だって同じ過ちは繰り返したくないから」

　そのまましばらく見つめ合った私たちは、もう言葉を交わすことはなかった。お互いが引き寄せ合うように唇を重ね合わせ、両手で彼の背中にしがみつく。啄むような口づけの応酬に、私はもう気が遠くなるほど酔いしれていた。

「んっ、……翔太……」

　そのまま簡単に抱きかかえられて、翔太の寝室のベッドにふたりでなだれこむ。

　そこはどこもかしこも翔太の匂いに包まれていて、想像以上に幸せな空間だった。

　仰向けに倒された私の上から、男の顔をした翔太が激しい熱を帯びた瞳で見つめてくる。

　なんだかそれがくすぐったくて、私は思わず笑ってしまった。

「……するの？」

「しないで済むと思ってんのか」

　否定の意味をこめて首を振ると、翔太が隙間のないくらいぴったりと私に覆いかぶさってくる。

　シーツに縫い止めるように、きつく絡まり合う両手の指。

　もう、着ている服の隔たりすらもどかしい。

　服を夢中で脱がせ合って、お互いの身体をむさぼっていく。身体のどこを重ねても、肌が吸いつくようにぴったりと合わさって気持ちがいい。彼に触れられるたび、愛情が増していく。

　いつもより性急に身体の奥深くがとろけていくのを、私ははっきりと感じ取っていた。

「翔太……もう……十分だから……早く」

　どんなに懇願しても、与えてもらえない熱に自ら腰を浮かせて身をよじらせる。

「まだだ」

　広い部屋には、私の情けない嬌きょう声せいだけが、響き渡っていた。

「こんなの……やぁっ……」

　太ももの内側に翔太の柔らかい髪が触れるたび、私の羞恥心がどんどん膨れ上がっていく。

「少しくらい我慢しろ」

　だって昔はもっと強引だった。こんな執拗に愛撫なんて、一度もされたことなかったのに。

「……な……で、そんな……余裕なの」

「余裕ぶってるだけだ。……もう喋るな。こうしてる時間ももったいない」

　その言葉と同時に、やっと翔太の腰が沈みこんでくる。

　もう死にそうなほど苦しいのに……たまらなく幸せで。

「翔太……、あ……んんっ」

　何度も何度も彼の名を呼んでは、最高の言葉をねだる。

「……愛してる、エリカ」

　その日何度も揺さぶられながら、私はずっと願っていた。

　もう、一生翔太だけでいい。翔太しかいらない。……恥ずかしいから、そんなこと面と向かって言うつもりはないけど。




　夜の帳が降りてきた頃、ようやくベッドの上に静寂が訪れる。

　嵐のように愛し合った後、翔太は私を抱きしめたまま、いつの間にか深い眠りの世界へ落ちてしまった。

　そろそろ起きてもらわなくちゃ、新幹線の時間に間に合わないのに。

　年上のくせに子供のように安心しきった彼の寝顔は、いつまで見ていても全然飽きない。甘やかなこの時間を壊すのがもったいないから、もう少しだけ。

　さらりと彼の前髪を撫でれば、薬指に光る結婚指輪が目に入って、さらに幸せな気分に包まれていく。

　私が幸せである以上に、翔太を幸せにしてあげたい。

　子供が好きな翔太に、早く私たちの子供を抱かせてあげたい。

　この強い想いが、ふたりの未来に繋がっていくことを願って。

　幸せそうにまどろむ翔太の頬に、私はひと足早く誓いのキスを贈る。




〝ウソつきな私からあなたへ、偽りのない愛をこめて〟
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「おい橘。今夜一杯付き合えよ」

　金曜日だけは絶対に残業しない俺のことを、平泉のオヤジは目ざとくチェックしているらしい。だからいそいそと資料を整理していた俺に向かって、こんな風にわざとらしく誘いをかけてくるのだろう。

「俺、今から仙台なので」

「まーた結城のところか!!」

　必要以上に大きい声を出したこの男のせいで、周りにいた同僚たちの視線が一気に俺へと注がれる。

　独身の奴らへの牽制になると気づいてから、俺はエリカの話題を出されても堂々と振る舞うようになっていた。

「まだ婚約中なので。悪い虫がつかないよう、なるべく頻ひん繁ぱんに会いに行くようにしてるんです」

　淀みなくそう答えた俺の顔を、平泉のオヤジはニヤニヤしながら見つめている。

　こんな奴でも一応直属の上司で、不本意ではあるが、エリカの誤解を解いてくれた恩人らしい。

　無視したい気持ちを必死に抑えながら、俺は自分の顔に笑顔を貼りつけていた。

「毎週毎週、よく続くなぁ。必死になりすぎて、また逃げられても知らねぇぞ？」

「ここまで来て、逃すわけがないだろ」

　あさっての方向に視線を向けつつ、俺はボソリと呟く。

「……おい、今何か言ったか？」

「いえ。……特に何も」

　入社当時からエリカが大のお気に入りだと豪語するこの男のことを、俺はあまり良く思っていない。エリカを採用した理由を聞いて、人を惹きつける笑顔と胸の大きさが素晴らしいことだと答えられた時は、軽く殺意を覚えたぐらいだ。

「お前さぁ、いつまでそんなまどろっこしいことしてるつもりなんだよ。早く東京に連れ戻して、さっさと結婚しちまえ。そしたら毎日、好きなだけ結城とヤれるんだぞ？」

　くだらない下ネタを持ちかけてくる平泉のオヤジに、俺はさっきとは打って変わり、冷ややかな視線を送る。

「ああー、俺は本当に橘が羨ましいよ。……あと十歳若かったら、お前と結城を奪い合えたかもしれねぇのに」

　たとえこのオヤジが十歳若くても、エリカには絶対手出しさせない。

　大体妻子持ちのくせに、なんでそんなことが言えるのか、俺には全く理解できなかった。俺はエリカがそばにいたら、他の女になんて絶対見向きもしないのに。

「そういうことなので……また、今度誘ってください」

　人のいい笑みを浮かべながら軽く頭を下げた俺のことを、平泉のオヤジはたしなめるような目つきで見ていた。

「相変わらず、お前の中では結城が一番か。〝また今度〟なんてどうせ社交辞令だろ？」

「わかっているなら、邪魔しないでいただきたいのですが」

「そこはウソでも否定しろ！」

　ニヤリと口角を持ち上げたその男は、したり顔で俺の行く手を阻んでいる。

　この面倒くさい上司に向かって、思いきり舌打ちしてやりたくなったのは言うまでもない。

「……今度は、ちゃんと幸せにしてやれよ」

「わかってます」

「せっかくお前らの結婚スピーチ書いて待ってたっていうのに、もう二年近くも御蔵入りしてるんだぞ！」

　エリカに振られた時、憔悴しきっていた俺にしつこく声をかけてくれたのはこの男だった。遠距離だと強がる俺の背中を、勇気づけるように何度も叩いてくれた。

　もし……このお節介オヤジがいなかったら。考えたくもないが、俺とエリカは一緒にいられなかったかもしれない。

「……近いうちに、ちゃんと連れてきますから」

　ようやく折れた俺に、平泉のオヤジは口角を上に持ち上げながら、満足そうな顔で笑っていた。




　東京から仙台までは、新幹線で二時間程度かかる。

　俺が仙台駅のホームに下り立った時、時刻はすでに二十時半を回っていた。

「翔太ー！」

　改札を抜けたところで駆け寄ってきたエリカの姿に、俺は一瞬にして目が奪われる。

　結婚の約束を交わしてから、もう二ヶ月。暦の上では春になっているが、仙台はまだ肌寒い。でも春らしく淡い色合いのシフォンワンピースは、眩しいくらいエリカによく似合っていた。

「その服……」

「あ、気づいた？　昨日入荷したばっかりのやつ、ひと目惚れして速攻買っちゃった!!　ピンクとも迷ったんだけど……オレンジって、私あんまり持ってないから。どう？　似合う？」

　俺自身、カタログで商品を確認した時から、エリカに似合いそうだなとは思っていた。だけど実物は……丈が短すぎる。

「下に何か穿はけよ」

　ぶっきらぼうにそう言い放った俺に、エリカは不満げな声を上げていた。

「穿いてるし！　ほら！」

　指で裾を摘もうとしたエリカの手を、俺は目にも止まらぬ速さで捕まえる。

　以前にも休憩室でこんなやり取りをした気がするが、あいにくここにいるのは俺たちだけじゃない。たとえ下にショートパンツを穿いていようが、太もものつけ根まで平気で見せようとするのだけはやめてほしい。

「え、何……？」

　急に黙りこくった俺は、周りに対して鋭い眼光を飛ばしていく。すれ違う男の視線がエリカの足元に及ぶだけで、理性が怒りで焼き切れそうになる。

　エリカのことを俺の目しか届かないところに隠せるなら、どんなに安心できるだろう。

　俺はエリカのことになると、かなり度量が狭くなってしまう。

　げんなりしている俺の顔を、エリカは不思議そうな目で下から覗きこんでいた。

「もしかして疲れてる？　……いつもごめん。やっぱり今度から、私が東京に行こうか？」

「いや……お前はそんなことしなくていい。平日は残業が多いから、わざわざ来てもらっても、夜しか一緒にいられないだろ？」

　エリカは土日が遅番出勤だから、夜と午前中はゆっくりふたりで過ごすことができる。それに毎回かかる交通費なんて、俺は惜しいと思わない。

「そっか……そうだよね」

　寂しそうに俯くエリカを見ていると、いっそのこと東京に連れ帰ってしまいたくなる。

　でも……こいつは店長だ。

　責任ある立場のエリカに、いきなり仕事を投げ出してついてこいなんて言えるはずがない。だから環境を整えるために、今は少しずつ準備を進めている最中だった。

「待ち合わせで、短いスカートを履いてくるのをなるべく控えてくれれば……特に問題はない」

「え、もしかして翔太って……パンツスタイルの方が好きだったの!?」

「……お前はもう、なんで……」

　深いため息と共に、俺は片手で額を抑えこむ。

　無防備なエリカに危機感というものを叩きこむのは、これから相当時間がかかりそうだ。

「翔太？」

「早く。お前んち行きたい」

「え？　あ、うん……」

　赤くなって俯いたエリカの手を引きながら、俺はだいぶ通い慣れたマンションを目指し歩き始めていた。




「ど、どうぞ……。ごめんね？　待たせちゃって」

　エリカはちょっと片づけると部屋に入ったきり、たっぷり五分は俺のことを外で待たせていた。

　思わぬところでお預けをくらった俺は、もうすでに臨戦態勢で。エリカが俺のことを中に招き入れるのを、ギラギラとした目つきで待ちかまえていた。

　バタンとドアが閉まった瞬間、俺はエリカの身体を自分の腕の中に引き寄せていく。

「しょ、……翔太っ……」

「はぁ……一週間、長すぎるだろ」

　エリカの温もりを確かめるように、しっかりと背中に手を回して強く抱きしめる。

「ここ、玄関だから」

　やんわりと押し返そうとするその手に、俺はムッとした表情を浮かべていた。

「お前がそんな格好で迎えに来るからだろ。そんで焦じらし？　……てっきり、俺のこと誘う気満々なのかと思った」

「違うから……！　別にこの服は……そういうつもりで着たんじゃ……ひぎゃっ！」

　そのまま白い首筋を甘噛みすれば、エリカは驚いたのか、変な声を上げながら肩口を大きく揺らしている。

「ダメだって……もう、翔太……！」

　困った様子で懇願するその表情に、俺は無意識にゴクリと息を呑んでいた。

「無理。新幹線の中でも、ずっとお前のこと考えてた。……この一週間お前に触れなくて、ずっとずっと気が狂いそうだった」

　二年間我慢していた鋼の忍耐力がどこに行ってしまったのか、自分でもわからない。エリカを手に入れてからというもの、俺は結局無理強いばかりしている。プロポーズを受け入れてくれた瞬間から、どうやらもう歯止めが効かなくなったらしい。

「……ひゃっ、……んんっ」

　強引に口づけを施しながら、柔らかい舌同士をねぶるように深く絡めていく。甘い味だと錯覚を覚えてしまうほど、俺はエリカとのキスに溺れていた。エリカが先ほど駅でまくり上げようとしたスカートも、ここでは遠慮なくお腹の辺りまで露出させていく。玄関という場所の背徳感に、俺はものすごく興奮していた。

「悪いエリカ。とりあえず一回だけ……ここで――」

「あー!!」

　突如上がったエリカの奇声に、俺は服の中に進めていた手を止め、びっくりして目を瞬かせる。

　そんな俺の決死のお願いをスルーしたエリカは、パンプスを急いで脱ぎ捨てて、一目散に部屋の中へ駆けていってしまった。

「……なんなんだよ」

　寸止めのまま放置された俺は、小さく舌打ちしながら、エリカの後を追ってリビングに向かう。漂ってくる焦げ臭い匂いに、俺は思わず顔をしかめていた。

「翔太……ごめん」

　エリカは涙目になりながらキッチンに立ち、俺の様子をびくびくしながらうかがっている。

「何があったんだ？」

「作っておいたビーフストロガノフ温めてたんだけど……底の方が焦げちゃった……もう最悪」

「なんで……そんな難しいもの作ろうと思ったんだよ」

「レシピも簡単そうだったし……いつも、翔太に作ってもらってばっかりじゃ、悪いと思ったから」

　焦げ目のついた底を、エリカは恨みがましい目で見つめている。

　ネクタイを緩めた俺は、冷蔵庫を開けて中身を見渡していた。

「翔太？」

「食えるだろ。焦げてるとこ避ければ」

「えっ、いいよ。こんなの捨てるから。代わりに、何か美味しいものでも食べに行こう？」

「これはエリカが俺のために作ったやつだろ。……だったらどうしようと、俺の勝手だ」

「……でも」

　ダイニングテーブルの上に、ルッコラとトマトのサラダやカットしたバゲットを並べていく。

　焦げ目が浮かんでいたビーフストロガノフも、ポーションミルクを垂らしてパセリを散らせば見違えるような見た目に変身していた。

「……なんか、私が作ったやつじゃないみたい」

「正真正銘お前の手料理だよ。へー、今日はワインもあるのか。エリカ、ワイングラスふたつ。あとオープナーもこっち持ってきて」

　さっさと夕食の準備を進めていく俺のことを、エリカは複雑そうな表情で見つめていた。




「乾杯」

　俺の好きなワインの銘柄を、エリカはわざわざ専門店にまで足を運び買ってきてくれたらしい。

　照れくさそうに俯きながらそんなことを白状されると、さっき玄関で中途半端に撒まき散らした熱が、またぶり返してきそうになる。俺は煩悩を鎮めるため、意識を目の前の料理に集中させていた。

　エリカの作ったビーフストロガノフは、家庭的で優しい味がする。ミルクを合わせたせいか、よりまろやかさが際立っているように思えた。

　……なんだ。全然悪くない。

　エリカに手料理を振る舞われたのはもちろん初めてで、俺は密かな感動を覚えていた。

「うまいよエリカ。これならいつ嫁に来ても大丈夫だな」

「……それ嫌味？」

「嫌味ってなんだよ」

「私料理できないし、家事もそんなに得意じゃないから。……いいお嫁さんになんて絶対なれないし」

「おい、エリカ」

　俯いてしまったエリカを、椅子の後ろに回って抱き寄せる。

　振り返ったエリカは、頬を膨らませながら拗ねたような表情を浮かべていた。

「翔太、なんでそんなに料理上手なの？　ムッツリのくせに。なんかムカつく……」

「おい、ムッツリは関係ないだろ。夫婦になったら、互いの弱点を補い合うのは当然のことだろうが……。お前、まさかそんなこと気にして……」

　言われたことが図星なのか、エリカは肩をすくませ、ますます俯いてしまう。

「……だって美月が、料理ぐらいできないと捨てられるって言うから。いくら翔太が私にベタ惚れで、執着ひどくて束縛魔でも……そのうち、絶対飽きられるって」

「相沢の俺に対する印象はよくわかった。……全くあいつは、余計なことばっかりエリカに吹きこみやがって」

　俺が小さく舌打ちすると、エリカはなぜかムッとした表情で頬を膨らませていた。

「……なんか……翔太と美月って仲いいよね。たまに翔太が店に来ると、ふたりでこそこそ話してるし」

　唇を尖とがらせているエリカを見ていると、笑いがこみ上げてくる。

　いつも俺をやきもきさせるのはエリカだから。こうやって逆の立場になるのも、新鮮でいいと思った。

「なんだ？　嫉妬か？」

「ち、違うから！　ただ……美月にはちゃんと本性出してるから、ちょっと気になっただけで……」

「何言ってんだ。そんなの、お前の親友だからだろ」

「……え？」

　エリカには言っていないが、相沢は最初から俺に協力的だった。気持ちもすぐに見抜かれたし、エリカとふたりきりになれるよう、あいつはここに来ることだってなるべく遠慮してくれたんだ。

「お前に深く関わる人間に、自分を偽って接したりするわけがない。それに相沢には、お前に変な男が近づかないよう見張ってもらってる。だからたまに……近況報告を受けているだけだ」

「……何それ。わざわざ美月にそんなこと頼まなくても、私そこまでモテないし！　ご心配なく」

　エリカは俺に向かって、高らかにそう宣言していた。

　どこからその自信が来るのか、俺にはさっぱりわからない。

「ご心配なくなんて、どの口が言ってんだ？　街に出ればしょっちゅうナンパされてるって、お前の親友から逐一報告受けてるけど？」

「そ、それは……」

　狼狽えながら口ごもるエリカを、俺は鋭い双眸で見下ろす。

「自分で思っている以上に、お前は魅力的なんだよ。……頼むから。これ以上心配事は増やさないでくれ」

「翔太……」

「四月には、籍を入れたい」

「……え？」

　引き絞るような声でそう言った俺を、エリカが驚いた表情で見返してくる。

「言ってなかったけど、俺が東北地区の担当でいられるのは半年だけだ。四月からは、関東の担当に戻る。俺はお前と……東京で一緒に暮らしたい。お前が頷いてくれるなら、東京の店舗に移動する手はずは整えておく」

　まだ言うつもりはなかったのに、今日のエリカを見ていたら口に出さずにはいられなくなった。

　たとえ少しの不安でも、感じる暇さえ与えたくない。ひとりでいろいろ悩まれるくらいなら、鎖に繋いででも俺のそばに置いておきたいくらいだ。

「……え、っと。あのさ……」

　正直、ふたつ返事で頷いてくれると思っていた。エリカも早く結婚したがっていると、そう思っていたのに。

「ごめん。……私ね」

　エリカから帰ってきたのは、謝罪の言葉で。

　俺は無表情のまま、エリカから離れていた。

「翔太？」

「悪い……タバコ、吸ってくる」

「え……」

　俺の口から出た言葉に、エリカは相当驚いたことだろう。寧々がエリカの子ではないと判明してからも、俺は禁煙を続けていたのだから。

　スーツケースの隅に押しこめてあったタバコを取り出し、ベランダの方に向かっていく。

　捨てようと思って結局捨てられずにいた最後の一箱が、こんな時に役に立つとは思わなかった。

「はー……」

　火がついていないタバコを口にくわえながら、俺は大きなため息をつく。

　……焦りすぎだろ。いきなりあんなこと言われても、エリカだってすぐに決断できるわけがない。エリカにはこの街に、ずっと一緒に頑張ってきた大切な仲間もいるのだから。

　あまりにも身勝手な自分に、吐き気がする。

　その時ドアが開く音がして、俺は後ろを振り返っていた。

「……翔太」

　エリカは複雑そうな面持ちでベランダに足を踏み入れたかと思うと、俺の隣に擦り寄ってくる。

　……反則だろ、こんなの。

　こんな風に可愛く甘えてくるエリカのことを、俺は絶対に責めたりできない。

「話ぐらい、ちゃんと最後まで聞いてよ」

「今すぐは嫌なんだろ？　……俺と結婚するの、迷ってるのか」

　切り出すタイミングに、俺はずっと頭を悩ませていた。決して平泉のオヤジが急かしたからとか、そういう理由じゃない。

　……限界なんだよ、いろいろと。せっかく掴まえた女を、自分のものにしたいと思うのは、当然のことだ。

「そんなことない」

「……中途半端な慰めはいらない」

「だから、したいけどちょっとだけ待ってほしいの！」

　意味がわからないといった様子の俺の胸に、エリカは数枚の書類を突きつけてくる。

「……は？　バイヤー試験って、お前これ……」

「本社のアシスタントバイヤーの子が産休に入るから、ポストにひとり空きが出るんだって。だから私、今回挑戦してみることにした。私、買いつけとか開発とか、そういう分野にも携わってみたい」

「な、なんで急にそんな……」

「試験終わるまで、翔太には黙ってるつもりだったんだけど。……落ちたら恥ずかしいし。でも大丈夫。絶対受かってみせるから」

　思いがけないエリカの告白に、頭の中が真っ白になっていく。

「商品開発部……しかもバイヤー部門っていったら、変態の巣そう窟くつだろ!!　あそこの部長、女の子のアシスタント食いまくってるって聞くし……そんな危険なところに、エリカをやりたくない」

「……それ、翔太の偏見じゃないの。何度か電話で打ち合わせした時は、みんないい人たちだったけど？」

　エリカの肩を掴みながら、俺は横に首を振り続ける。

　あそこは俺以上に、外面のいい人間が集まっている部署なんだ。実際目にしてもらわないと、エリカにはきっと信じてもらえないだろう。

「私、翔太の足でまといになりたくない。隣に立っても、堂々としていられるような人間になりたい」

　真剣な顔でそんなことを言われたら、これ以上反対することなんてできない。

　顔をしかめている俺の頬に、エリカは白くて細い指をゆっくりと伸ばしていた。

「……だからあの、試験に受かったら、その時は……」

　エリカの言おうとしていることをいち早く理解した俺は、瞳を爛らん々らんと輝かせる。

　頬に伸ばされたエリカの指に、俺は自分の指を優しく絡めていた。

「私と……結婚してください」

　顔を真っ赤に染めたエリカが、熱のこもった瞳で俺のことを見上げてくる。

「それは反則だろ」

「え？　……きゃあ！」

　エリカを抱え上げた俺は、そのまま寝室に直行していた。

「ま、待って翔太！　シャワー！　先にシャワーを浴びさせて！」

「無理だ。……お前に結婚してくださいなんて言われたら、我慢できるわけがない」

　ベッドのスプリングが、ふたり分の重みを受けて大きく軋む。

　シーツの上に沈められたエリカは、身体中に熱いキスを受けながら、涙目ではだけた俺のシャツにしがみついていた。




　あまりにも盛りすぎた俺を、彼女は恨みがましい目つきで見つめてくる。髪の毛一本一本まで俺に愛されつくしたエリカは、それからしばらく起き上がることができず、ベッドに横たわっていた。

「……悪い。手加減できなかった」

「悪いなんて、絶対思ってないくせに……」

　冷蔵庫に常備してあるミネラルウォーターを取り出して、俺は再びベッドの上に舞い戻る。ぐったりと弛し緩かんしたエリカの身体を仰向けにすると、俺は口に水を含んでエリカの唇に自身の唇を押し当て、舌で押し開きながら直接水を流しこんでやった。

「口移しで飲むの、お前好きだろ？」

「……べ……別に」

　始めて結ばれた夜のことを思い出してしまったのか、エリカの頬に赤みが差す。

「……あ。そういえばひろくんから、昨日電話があってさ……」

　エリカが呑気な明るい口調でその名前を出した瞬間、俺の表情は一気に冷たく凍りついていた。

「なんだと？」

「だからひろくんから電話が……きゃっ！」

　エリカの両手首を拘束し、そのまま頭の上で簡単にまとめ上げる。

　突如のしかかってきた俺のことを、エリカは驚愕の表情を浮かべながら見上げた。

「ベッドの上であいつの名前を出すとは、いい度胸だ。……そんなに俺を怒らせたいのか」

「お、落ち着いて翔太っ。てか……なんでひろくんのこと、そんなに嫌ってるの？　誤解は……もう解けたはず……」

　性懲りもなく忌いま々いましい名前を連呼するエリカに、俺は心の中で舌打ちする。

　たとえ妹と結婚していようと、あいつがエリカの初恋の男であることには変わりない。完全に、俺の私怨だ。

「で？　……電話がどうしたって？」

「あ、あの……近いうちに、寧々のお礼も兼ねて会いに来るって……」

　険しい表情を浮かべた俺のことを、エリカが心配そうに見つめている。

　俺は小さく息を吐きながら、エリカの腕を解放してやった。

「……寧々と会うのは、やっぱり複雑？」

　俺がずっと寧々を自分の子だと思いこんでいたことを気にして、エリカは的外れな質問をぶつけてくる。

「ああ……嬉しすぎて複雑になるな」

　寧々のことは正直、誰の子供であろうと可愛いと思っている。でも容姿が……あまりにもエリカに似ているから。

「……想像したら、欲しくなるだろ」

「何、を……？」

「俺たちの子供。俺は絶対、寧々みたいに可愛い女の子がいい」

　ニヤリと笑った俺の顔を、エリカが照れくさそうに見つめている。

「そんなの、無事に生まれてくれれば、どっちでもいいし」

「作る？」

　俺はエリカに近づき、いたずらっぽく耳元で囁いていた。

「……バカ」

　くすぐったそうに身をよじらせながら、エリカがくすくすと笑う。

　ああ、なんて、幸せな時間なんだ。

　腕や足を絡み合わせたまま、俺たちは互いにじゃれ合っていた。

「……バイヤーになる夢が叶ったら、翔太の夢も叶えてあげる」

「それはありがたいな。……なるべく早く頼む」

「寧々と生活して、思い知ったの。店舗で勤務するのは、おしゃれもできるし、自由で楽しいけど。……子育てするには、あんまりふさわしくないなって」

「お前、そこまで考えてたのか」

「うん。ちゃんと会社員として勤めれば、産休も育休も取れるし。夜も決まった時間に上がれるから」

　全然、俺だけじゃなかった。エリカはきちんと、俺との将来について考えてくれていたんだ。

　こみ上げる愛しさに、胸が押し潰されそうになる。自然と目をつぶったエリカの唇に、俺は啄むように何度もキスを繰り返していた。

「……安心しろ、俺は育児に協力的だ」

「うん。……知ってる」

「誰よりも幸せにするから。心おきなく俺の子を産んでくれ」




　だから今だけは、ふたりきりの時間を存分に楽しもう。




　君のついたウソが、本当になるその日まで。





［完］












あとがき




　初めましてこんにちは、柴しば咲さきよつばと申します。

　この度は本書をお手に取ってくださり、誠にありがとうございました。

　壮大なすれ違いがあったにもかかわらず、ふたりは周囲に爆発しろと言われるくらいのイチャイチャぶりを発揮しております。番外編のラストで橘マネージャー渾身のひと言も決まり、作者はやりきった感満載です。ちなみに大人向けの小説は今回初めて挑戦したのですが、イケメンヒーローに言われたら萌えるなと思い、この「俺の子を産んでくれ」はずっと胸に温めておりました。意地を張ってウソをついてしまった女の子と、執念に燃えて求婚しまくるイケメンの、一途な愛の物語です。是非、最後まで楽しんでいただけたら嬉しいです。

　表紙のイラストは、明あ季きさんが担当してくださいました。エリカはお人形さんみたいに可愛いし、橘マネージャーも超絶イケメンに描いてくださって、ラフをいただいた時からずっと悶えています。背景や細かいアクセサリーまで、もう余すところなく素敵で感無量です。明季さん、素晴らしい表紙に仕上げてくださり、本当にありがとうございました。

　次男の妊娠を機に執筆活動を一年以上もお休みしていた私ですが、この度、第一回ベリーズ文庫大賞に参加したことで、また新たな作品を形として生み出すことが叶いました。ありがたいことに優秀賞に選んでいただけましたこと、読者の皆様や編集部の皆様に、改めて御礼申し上げます。

　編集作業が思いのほか大変で、やっとできた初校のデータを送ったのは締切日が終わる十分前でした。いつもギリギリで大変申し訳なかったです。

　担当編集の方に、私の小説を一〇〇％にするのが編集者の仕事だと言われ、本当にその通りだと思いました。この本は私ひとりではなく、たくさんの方の力を借りて生み出されたものです。そのことを決して忘れず、これからもたくさんの小説を書いていけるよう精進していきたいです。

　この本に携わってくださった皆様、お手に取ってくださった読者様に、最大級の愛をこめて。

　また、どこかでお会いできたら幸いです。





柴咲よつば　拝
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